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召喚主マスターは家ストレ出イ・キ猫ヤツト
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　PROLOGUE







　巨きよ大だいな陸上戦せん艦かんは、国境のモーントーン川の土手を、ゆっくりと降りて来た。

　そいつは、いわば道路を走る蒸気機関車だった。

　全長は百メートル近い。黒い車体の両側に幅はば広びろの大きな車輪が並んでおり、先頭部分と側面に兵士を乗せるスペースがあり、そこに弓兵を乗せている。

　車体は連接構造になっているらしく、地形の凹おう凸とつに合わせて車体の前部と後部を上下に折り曲げながら土手を降りてくる様子は、まるで巨大なトカゲかヘビが地面を這はっているようにも見える。

　土手を下りた陸上戦艦は向こう岸に陣じん取どって、その場で盛大に黒い煙けむりと白い蒸気を噴ふき上げた。

　対岸から吹ふいてくる西風に乗って、薄うす灰色の煙が、こちら側に流れてくる。

　その煙は、薪まきを燃やしたときと同じ臭においがした。

「なんだよあれ！　あんなもの見たことないぞ？」

「白い息を吐はいているが、あれは生き物なのか？」

「魔ま法ほう生物かもしれん、見たことがないぞ！」

　川を挟はさんだ対岸にあるアンゼリカ王国の拠きよ点てん、モーントーン砦とりでの城じよう壁へきの上で、驚おどろき騒さわいでいたアンゼリカ王国軍の兵士たちに向かって、ミルス参さん謀ぼう総長の声が飛んだ。

「騒ぐな！　中なか州すの向こう側は川の本流で、こっち側よりも深くて流量が多い。帝てい国こく軍は渡わたし船ぶねを使って兵士や物資を中州に運び込んでいるくらいだ。あれが何であれ、あの重さでは、こっち岸には、渡ってこれん！　橋がなければ無理だ！」

　ミルス参謀総長の一いつ喝かつで、兵士たちの動どう揺ようは収まったかに見えた。

　だが、その直後。

　対岸の土手の上に、うごめく人ひと影かげを見た兵士の間から、再び叫さけび声が上がった。

「見ろ！　敵兵だ！」

「増ぞう援えんだ！　いったい何人いるんだ？」

　兵士の言葉のとおり、土手の上には、真っ赤な歩兵の軍服に身を固めた兵士の群れが姿を見せていた。

　肩かたに担かついだ槍やりの穂ほ先さきをきらめかせた赤い敵兵の人波は、次から次に土手の向こうからやってくる。

　翔しよう馬まの横に立っていた王国軍情報部のフィラメント少しよう佐さが小声で翔馬に言った。

「……あの塊かたまり一つで、ざっと千人はいますね……今の群れで五つ……」

「五千人、ということですか？」

「いや、あれは先せん遣けん隊でしょう。おそらく本隊は後からきます。捕ほ虜りよからの情報によると、帝国皇帝は、この戦いに、帝国軍だけではなく併へい合ごうした周辺の属州からの徴ちよう募ぼ兵を送り込むように指示を出したそうです。総兵力は七万近いという話でした……話半分に聞いていたのですが、どうやら噓うそではなかったようですね……」

「七万人の兵士を相手にしなくてはならない……ということですか？」

　フィラメント少佐はうなずいた。

「ええ、七万の兵と、そしてあの陸上戦艦。それが私たちの相手です……」

　対岸から、風に乗って帝国軍の兵士たちがあげる援軍を迎むかえる歓かん呼この声が聞こえて来た。

　──大軍と、そして陸上戦艦……あんなもの相手に、どう戦えばいいんだ？

　目の前の現実に打ちのめされた翔馬は、どうしていいかわからなかった。

　呆ぼう然ぜんと対岸を見つめていた翔馬に、ライナが言った。

「瀬せ里り奈な様、そして翔馬殿どの。ミルス参謀総長がお呼びです。士官食堂までお越こし下さい」

「え？　あ、ああ、わかった……」

　我に返った翔馬の横で、瀬里奈がにっこり笑った。

「腕うでが鳴るね、翔馬！　いくら敵が来ても、実務魔法と黒ブラツク魔法で、ちゃちゃっとやっつけちゃえばいいんだものね！」

　そう言って、翔馬の前に立って城壁を駆かけ下りていく瀬里奈の後ろ姿を見て、翔馬は小さくため息をついた。

　──そう簡単に片付けられればいいんだけど。




　士官食堂には、大きな長いテーブルと椅い子すが並んでおり、その椅子にはミルス参謀総長をはじめとする王国軍の指揮官たちが、ずらりと座っていた。

　食堂に入ってきた瀬里奈と翔馬を見て、一足先に食堂に来ていたフィラメント少佐が言った。

「先ほど、ここで説明したとおり、あれは『機関』によって動く、鉄で作られた車です。召しよう喚かん者であるショーマ様が、あれの構造を詳くわしく御ご存ぞんじとのことですので、ご説明願おうと思います。よろしいですか？」

「え？　あ、はい、俺はあの機械……蒸気機関車を知っています。でも、詳しいと言っても、動力の基本原理とか、そういう概がい念ねんを知っているだけで、実際に蒸気機関車を作ったり、操縦したことがあるわけではありません……」

　ミルス参謀総長は首を振ふった。

「いや、そこまで詳しく無くても良いのだ。あいつが何なのか、どういう原理で動くのか。それを兵士に教えてくれればいい。わしも兵士も、この国の人間は、あれが何なのか全く知らん。人間は未知の物を恐おそれる。敵の正体を理解させれば、兵士の恐きよう怖ふや動揺を抑おさえることができるのだ」

　翔馬はうなずいた。

「わかりました、では、あの蒸気機関車についてご説明します。

　あれは、蒸気で動く車です。長い胴どう体たいには水が満たされています。煙管キセルと呼ばれるパイプが何本も通っていて、後ろの焚たき口ぐちで薪を燃やすとその熱と煙がパイプを通って前の煙えん突とつから出て行くのですが、その途と中ちゆうでパイプが熱せられて、充じゆう塡てんしてある水が沸ふつ騰とうします。

　胴体の中で沸騰し水蒸気となった気体は、胴体の中から強い圧力となって噴ふん出しゆつします。その圧力をパイプでピストンの中に……えーと、つまり、こんな形で……」

　翔馬はそう言いながら、大きな石板に、筒つつと、その中を動く円えん盤ばんのついた棒の図を描えがいた。

「……蒸気がシリンダー、つまり筒のこっち側に送り込まれると、この円盤についた棒が押し出されます。一番先まで行くと、今まで筒の中に蒸気を送り込んでいたパイプがスライドして閉じて、反対側のパイプが開きます。

　円盤の反対側に蒸気が送り込まれ、円盤は押し戻もどされます。これを繰くり返すと、円盤についた棒は、行ったり来たり、平行運動を繰り返すわけです。

　その棒の先にクランクをつけて、車輪に固定すれば、往復運動が車輪の回転運動に変わります。水を沸騰させて蒸気にして、往復運動を繰り返すこの装置のことを蒸気機関と呼び、蒸気機関で走る車のことを蒸気機関車と呼びます。

　俺のいた世界では、蒸気機関車はＳＬと呼ばれており、五十年くらい前まで使われていましたが、今はもう時じ代だい遅おくれで、ほとんど使われていません」

　最前列の一番端はしっこに座って翔馬の言葉を聞いていた瀬里奈が、翔馬に聞いた。

「でも、私の知っているＳＬって、鉄道の線路の上を走ってるやつだけだよ？　あんな風に道路の上を走るＳＬなんてあるの？」

「十九世紀の初め頃ごろの蒸気機関というのは、今で言うガソリンエンジンみたいなものだったんだ。小型の蒸気機関を積んだ自動車とかトラクターとか、結構作られていたんだ。

　俺は北海道の博物館で、蒸気トラクターを見たことがあるけど、あの小さいやつはそれにそっくりだった」

「へえ、そうなんだ……」

　翔馬は、石板に描いた蒸気機関車の胴体を指差した。

「蒸気機関車というのは、いわば、巨大な湯ゆ沸わかし器です。この胴体は水で満たされているわけです。ですから重さはかなりのものになると思います。

　俺の世界では、蒸気機関車は道路ではなく、線路と呼ばれる、二本の太い鉄のレールを渡してその上を走っています。普ふ通つうの道を走らせるには重すぎるのと、常に大量の燃料と水を必要とするために、決まった場所を走らせる方が効率がいいからです」

　翔馬の言葉を聞いたミルス参謀総長は、うなずいた。

「うむ、確かに重そうで、動きも鈍にぶかった。あれだけの図ずう体たいを動かすのだから、さぞかし燃料も必要なのだろう。しかしその重さこそが、あの蒸気機関車の武器なのだろうな。あの大きな車輪で、どんな柵さくも陣じん地ちも乗り越えて進んで来られたら止める術すべがない」

「大きさも重さも脅きよう威いですが、最大の脅威はあれが鉄で作られている。ということです」

　参謀総長のあとを追って発言したフィラメント少佐の言葉に、驚きの声が上がった。

「鉄製だと？　では、魔法の力なしにあれだけの機械を作り上げたのか！」

「いったいどうやって鉄を精せい錬れんしたのだ？　ゴーレムも鉄の近くでは動かんぞ？」

「捕虜の話では、人力と、水車の力を利用したハンマーや、工作機械を使って作り上げたとのことです。鉄を精錬し、板に延ばしたり、鍛たん造ぞうする技術は、我々の世界のものではありません。

　この技術は、間ま違ちがいなく外の世界から召喚された人間がもたらしたものです。帝国の新皇帝が、異世界からの召喚者であるという情報は、おそらく事実でしょう」

「こうなってみると、瀬里奈さまが、ショーマ殿を召喚したのは、まさしく神の助けです」

「異世界の人間がもたらす未知の技術に対たい抗こうできるのは、同じく異世界の人間、ということですな」

　居並ぶ人々の期待に満ちた視線を浴びた翔馬は、思わず逃にげ出したくなった。

　そのとき、瀬里奈が翔馬にのしかかる重圧を吹き飛ばすような、あっけらかんとした口調で聞いた。

「でもさ、あんな大きな蒸気機関車持ち込んだって、川を渡れないんじゃ意味が無いじゃない。帝国軍は、何を考えているんだろう？」

「あれは、帝国の示し威い行こう為いだと思う。俺達に見せ付けているんだ。『帝国には鉄で作られた機械があるんだぞ、こいつには瀬里奈の魔法は効かないぞ』ってね。そして、俺達に負けて退たい却きやくした帝国軍の兵士には『こっちには、この蒸気戦車がある、今度は負けないからやる気を出せ！』と言っているわけさ」

　翔馬の言葉を聞いたフィラメント少佐は、小さくうなずいた。

「ええ、そのとおりだと思います。帝国軍は初回の攻こう撃げきに失敗しましたが、わが国への侵しん攻こうをあきらめたわけではありません。あの蒸気機関車は、その決意の表れと考えていいでしょう。ただし、さきほどのミルス参謀総長のお言葉にもあったとおり、蒸気機関車が川を越えてわが国の領地に侵攻するのは、かなり先のことになると思います」

「じゃあ、当分は大だい丈じよう夫ぶってこと？」

　そう聞いた瀬里奈に、フィラメント少佐は、難しい顔で首を振ってみせた。

「いえ、この地に橋を架かけようとする帝国軍にとって、このモーントーン砦ほど邪じや魔まなものはありません。やつらは橋を架ける前に、なんとしてでもこの砦を落とし、川の両岸の安全を確保しようとするでしょう。帝国軍は増援が到とう着ちやくするのと同時に、再びこの砦を攻せめ落としに来ると思われます」

「大丈夫よ！　何度攻めて来ても、実務魔法と黒ブラツク魔法のコンボ技わざでやっつけちゃうから！」

　笑いながらそう答えた瀬里奈を見て、翔馬は考え込むように答えた。

「いや……同じ手がそう何度も通用するとは思えない。実務魔ま法ほうで戦うってのは、相手の意表をついたから効果があったんだ。こっちの手の内を知ったら、きっと何か対抗策を使ってくると思う」

「大丈夫、対抗策なんか無いわ。実務魔法を抵抗レジストできる魔法なんか存在しないもの！」

「……なら、いいんだけどな」

「なによ、その言い方。ムカつくわね……」

「最悪のケースを考えて、それに備えておくってのは、サバイバルの基本だぜ？」

「これだからリアリストはイヤなのよね、空気読まないから……」

　瀬里奈が不満そうに唇くちびるを尖とがらせて、そう言い返すと、士官食堂の中に小さな笑いが広がった。

「まあ、士気を高めるために空気を読むのは大切だが、最悪の事態を予想するのもまた大切なことだ。瀬里奈様もショーマ殿も、どちらも間違ったことは言っておらん。

　帝国軍が橋を架かけるために、この砦とりでに攻めてくるのは間違いない。我々は士気を高く持ち、戦わなくてはならない。だが、ここを死守することは無意味と考える。

　戦いは始まったばかりだ。ここで戦力を磨すり潰つぶしてしまえば、兵の数の少ない我々には後がない。

　そして、犠ぎ牲せい者しやの数を最小限に留とどめるという方針は、我が軍の兵士にのみ適用されるわけではない。敵の死傷者もなるべく少なくし、後世に遺い恨こんが残るような戦い方はしない。これはアニス女王の意向である。女王陛下は、常に先を見通しておられるのだ。

　我々は最大限の一いち撃げきを敵に与あたえた後、この砦を焼やき払はらって撤てつ収しゆうし、次の砦に移動しそこで帝国軍を迎むかえ撃うつ。先は長い。我々も常に先を見通して作戦計画を立てるとしよう」

　ミルス参さん謀ぼう総長が話をまとめると、居並ぶ指揮官が、一いつ斉せいにうなずいた。




　長い会議が終わったのはその日の夜よる遅おそくだった。会議が行われていた士官食堂を出た翔馬は、突つき当たりの廊ろう下かを自分の寝しん室しつになっている指揮官室の方に行かずに、反対側に曲がった。

「あ、ショーマ殿。寝室はあちらですが……」

　士官食堂の入り口に立っていた醸じよう造ぞう魔導師部隊の指揮官が声を掛けて来た。

「あ、寝ねる前にちょっと敵の様子を見ておこうと思いまして……」

「おお、なるほど、敵情視察ですか。何事も自分の目で確かく認にんする、というのはさすがですな」

「いえ、そんな大層なことじゃなくて、気になるから、見ておこう……くらいの軽い気持ちで……」

　翔馬があわてて顔の前で手を振ると、指揮官は笑いながらうなずいた。

「軽い気持ちでも何でも、自分の目で見ようとするというのは、たいしたものです。嫌いやな物は見ない聞かない、めんどくさい、と考える人間よりはるかに良い心構えです」

「ありがとうございます」

　翔馬はそう言って頭を下げると、城じよう壁へきに上る階段を駆かけ上がった。

　砦の城壁には、いくつか、かがり火が焚かれており、あたりは、ぼんやりと明るかった。

　翔馬が、あたりを見回すと暗くら闇やみの中に、この前の戦いの時に、瀬里奈が立って呪じゆ文もんを唱えていた指揮台がぼんやりと見えた。

　──あそこに上れば、敵てき陣じんがよく見えそうだ。

　そう考えた翔馬が指揮台に近づくと、台の上に人ひと影かげが見えた。どうやら一人ではないらしく、なにやら会話している小さな声が聞こえた。

　──見張りの兵士かな？

　そんなことを考えながら指揮台の下まで来たとき、翔馬はその声が女の子の声、それも瀬里奈とライナだと言うことに気がついた。

　──瀬里奈のヤツ、眠ねむいから、とか言って会議を途と中ちゆうで退席しやがったくせに、こんなところで何をやっているんだ？

「……ですわ、私なんか怖こわくて震ふるえていましたのに……」

「そんなこと無いわよ……私だって怖かったわ。戦争なんて映画とかでしか見たこと無いんだから、ホントのことを言うと私も足が震えてたの……」

　──瀬里奈め、俺の前じゃ、怖いなんて一言も言わなかったくせに……相変わらず意地っ張りなヤツだ。

「瀬里奈様も……ですか？」

　少し驚おどろいたような声を上げたライナに、瀬里奈は笑いながら答えた。

「何を驚いてるのよ、私が怖がるのが、そんなに意外？」

「あ、いえ、意外と言うのではなくて……なんだか安心したんです。瀬里奈様も私と同じ、普通の女の子なんだなって……考えてみればそうですわよね。私も瀬里奈様も、街で友達と買い物したり、お芝しば居いを見て、楽しそうに笑っている女の子たちと、何一つ変わらないんですよね……」

　ライナは、そこで言葉を切ると、大きくためいきをついてから、瀬里奈に聞いた。

「……でも、どうして瀬里奈様は、戦えるんですか？　普通の女の子なら、絶対に嫌だって言いますよね？　怖くて泣いちゃいますよね？　なのに……」

「……なんでなのかな？　こう、うまく言えないんだけど……私、足手まといになりたくないんだと思うな……」

「足手まとい？」

「うん、ほら、お芝居とか物語の中の女の子ってさ、すごく弱いじゃない。すぐ泣いて何も出来なくて、男の人に守ってもらって当然、みたいな子ばっかりじゃない……私、それが凄すごく嫌だったのよ」

「男の人と肩かたを並べて、同じように戦いたい、ということですか？」

「うーん、似てるけどちょっと違うかな……男の人と一いつ緒しよに戦うと言うよりは、私のことなんか放って置いて全力で戦って！　自分のことは自分でなんとかするから……って感じかな？」

「……なるほど。それが足手まといになりたくない、ってことなんですね」

「うん……私ね、小さい頃ころ、翔馬にすごい迷めい惑わくかけたことがあるんだ。だからずっとそう思ってきたんだけど……ダメだなあ……ピンチになると、やっぱり翔馬に頼たよっちゃう」

「でも……それは翔馬様を信しん頼らいしているからだと思いますわ。頼ることと依い存そんすることは似ていますけど、決して同じことではないと思います」

「そうね……似ているけど違う……でもその違いって、どこにあるんだろうね……」
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　暗がりの中で瀬里奈とライナの会話を聞いていた翔馬は、気づかれないように、そっと忍しのび足で指揮台の下から離はなれた。

　──足手まといになりたくない……か。

　そう言いながら、いきなり俺の足をつかんで、この世界に引きずり込んだのは、どこのどいつだ？

　でもまあ、俺を召しよう喚かんしてしまったのは、とっさの緊きん急きゆう避ひ難なんみたいなもので、本人の意思とは関係ないのかもしれないな。

　非常時に頼りにされるのなら、サバイバルマニアの俺にとっては本ほん望もうだ。そう考えれば腹も立たない。

　それよりも、ライナさんの言葉で改めて気が付かされたけど。戦争の最前線に立っている今の俺達の状じよう況きようって、どう考えても普ふ通つうじゃないよな。

　十六歳の女の子が戦争の最前線に立たされているんだ。普通なら、泣きながら逃にげ出したって不思議じゃない。

　でも、瀬里奈は逃げなかった……。

　自分の魔法の力に自信があるから、というのも理由の一つだろう。でも、それだけじゃない。

　あいつは、怖くて足が震えながらも、あそこに立ち、魔法を掛け続けた。

　責任感とか、やせ我が慢まんとか、色々な言い方はあるだろう。でも、俺はそれを言い表すのに一番いい言葉を知っている。

　それは……矜持プライドという言葉だ。

　城壁から下りる階段のところまでやってきた翔馬は振ふり返った。

　瀬里奈たちがいた指揮台は、夜空の闇やみの中なかに溶とけ込んで、ほとんど見えなかった。

　──召喚主マスターが逃げない以上、俺が逃げるわけには行かない。

　この世界で、俺の知識がどれだけ通用するか……こうなりゃ、とことんやってみるしかないな……。

　翔馬は、自分に言い聞かせるように、大きくうなずいた。







　第一章　帝国軍の逆襲　CHAPTER ONE







　帝国軍の攻こう撃げきは、次の日の早朝に始まった。

　夜の明ける前から、帝国軍の陣じん地ちがある川の中なか州すのあたりから大勢の人が動き回る気配と物音が聞こえており、モーントーン砦では、警けい戒かい態勢を迎げい撃げき態勢に切り替えて、すべての兵士と魔導師を迎撃配置につけていた。

「魔導師部隊、準備はいいか？」

　ミルス参謀総長の言葉に、ライナが答えた。

「実務魔法部隊、準備完かん了りようです！」

　瀬せ里り奈なも答える。

「こっちも準備完了！　いつでも拡大魔法を掛けられるわよ！」

　うっすらと立つ白い川かわ霧ぎりの向こうから、中州で攻撃準備をしている帝国軍の兵士たちのざわめきが響ひびいてくる。

「今日は、前回みたいな、お互たがいに相手の悪口と自分の正当性を言い合うセレモニーは無いのかな？」

　翔しよう馬まのつぶやきに、フィラメント少しよう佐さが答えた。

「あれは宣戦布告のセレモニーですからね。宣戦布告が終わってしまえば、あとはもう戦争状態に入っているわけです」

「これから攻撃するぞ、みたいなことをわざわざ言う必要は無いってことか」

「そういうことです」

　フィラメント少佐がそう答えた、そのとき。

　中州から、攻撃開始を告げるラッパの音が響き、それに続いて、何万人という兵士が叫さけぶ、うぉおおおお！　という大喚かん声せいが聞こえて来た。

「来るぞ！　敵は多い！　川を渡ったら反復して計数魔ま法ほうを掛かけろ！　数を減らすんだ！　瀬里奈！　頼たのんだぞ！」

「任せて！」

　兵士の群れが川を渡り始めたのだろう、ざざざざっ！　という水音が響き渡り、乾かわいた河原に川の水が広がり始めた。

　川を渡り始めた兵士が、川の流れをせき止め、水かさが増したのだ。

　川かわ面もに立つ白い霧の向こうに、うごめくものが見えた……と思った次の瞬しゆん間かん。白い霧の中に赤い群れが浮うかび上がってきた。

　それは白い水しぶきを上げ、槍やりを構えて川の中を走ってくる、赤い軍服の帝国軍の歩兵の群れだった。

　その光景を砦とりでの城じよう壁へきから見つめながら、翔馬は、家で戦国マニアの父親が見ていた川中島の合戦を題材にした映画のＤＶＤの一場面を思い出していた。

　──あの映画に出てくる真っ赤な鎧よろいに身を固めた武田の武者みたいだ。

　帝国軍の軍服は歩兵が赤色で騎き兵へいは青色だった。

　広い戦場で何万人もの人間が右往左往するのだから、服の色で敵味方を見分けないと、同士討うちになってしまう。サッカーとかのユニフォームなんかと同じ理り屈くつだ。

　この世界の戦争のレベルは、ナポレオンとかの時代の戦争と同じレベルなんだな……。翔馬がそんなことを考えていたそのとき。

　わあわあ、という喚声を上げて視界一いつ杯ぱいに広がり、川を渡ってきた帝国兵の先頭が、こちら側の川岸に上陸しはじめた。

　それを見たミルス参さん謀ぼう総長の号令が飛んだ。

「魔法攻撃、始め！」

　砦の城壁の内側に並んだ経理魔導師の女の人たちが、一いつ斉せいに呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

『数理の理ことわりをつかさどる素数の精せい霊れいよ。汝なんじは汝のみにして他ほかの数字に侵おかされることなく数としてこの世に君臨す……』

　──よし、ここまではこの前の戦いと同じだ。

　聞き覚えのある呪文が流れ始める中で、川を渡ってくる帝国兵を見ていた翔馬は、何か違い和わ感かんを覚えた。

　──あれ？　この前の戦いとは何かが違うぞ？　なんだろう？

　必死に自分の記き憶おくの中にある光景を甦よみがえらせた翔馬は、自分の違和感の正体に気がついた。

　帝国兵の周囲に、平静心サニテイをもたらす魔法の効果を示す光る円が無いのだ。

　──なぜ、平静心の魔法を掛けないのだろう？　兵士から恐きよう怖ふ心を取り除くことができれば、無敵の兵士が出来上がるのに……。

　実務魔法の前には効果が無いことを知ったからだろうか……。

　翔馬の感じた疑問は、その直後に明らかになった。

　城壁の後ろで魔法を掛けた経理魔導師たちの手から、明るいレモンイエローの霧のようなオーラがふわっと飛んで、河原を走って来ている帝国軍の兵士を包んだ……かに見えた。

　だが、魔法の効果を示す黄色い霧のようなオーラは、兵士たちに触ふれると、その場ですうっと薄うすくなり、消えていく。

　城壁の内側に並んでいた経理魔導師たちから悲鳴にも似た叫び声が上がった。

「ダメ！　魔法が掛からない！　効いてないわ！」

「手ごたえが無い！　計数魔法が掛かってないのよ！」

　拡大魔法を掛けた瀬里奈も、同じように感じたのだろう、目を見開いた。

「え？　うそ！　魔法が効かない？」

「帝国軍は、実務魔法を無力化させる魔法を発明したんじゃないのか？　働いたら負け、魔法みたいな……」

「そんな、人をニートにする魔法なんか聞いたこと無いわ！」

「そうか、だとしたら鉄だ！」

　翔馬の言葉を聞いた瀬里奈は、目を見開いたあとで、忌いま々いましそうにつぶやいた。

「やっぱり……その手で来たってわけね」

「予想したとおりだ。実務魔法が意識に影えい響きようを及およぼさないように、頭に鉄のヘルメットや鉄の板を巻いて、魔法を打ち消しているのに違いない！　鉄製の蒸気機関車を作っていると聞いた時点で、その手で来るんじゃないかと思っていたんだ」

　翔馬はそう言うと、にやっと笑った。

「……というわけで、作戦変へん更こうだ！」

「わかったわ！」

　瀬里奈がうなずくのと同時に、実務魔導師部隊の指揮官が命令を発した。

「計数魔法部隊、撤てつ収しゆう！　醸じよう造ぞう魔導師部隊、前へ！」

　城壁の後ろで経理魔法を唱えていた実務魔導師の女性たちは、一斉に後ろの出口に向かって小走りに走り出し、代わりに首に醸造魔導師の印である赤あか紫むらさき色いろの房ふさを掛けた魔導師たちが前に出た。

「瀬里奈！　拡大魔法を頼む！」

「鉄を頭に巻いている相手に効果があるのかな？」

　不安そうな顔をする瀬里奈を見て、翔馬は笑ってみせた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　ちゃんと確かめた！　鉄を頭に巻いている人間の脳の中にはアルコールを作ることはできないけど、鉄で覆おおわれていない身体からだの中や手足に微び量りようのアルコールを生じさせることはできる！　血流に乗って脳に行けば、ほんの少しのアルコールでも、確実に酔よっ払ぱらう！　問題は敵の数が多すぎると言うことだな」

　計数魔法が掛からなかった兵士たちは、目の前に迫せまっていた。

　横隊を組んで迫ってくる敵の先頭の列が、あと三百メートルほどの距きよ離りに迫った時。醸造魔導師の指揮官が叫んだ。

「詠唱始め！　悪わる酔よいさせる酒を造るつもりで呪文を唱えろ！」

　醸造魔導師の呪じゆ文もん詠えい唱しようが始まった。

『鬱うつ々うつたる酒精の精霊よ、我が求めに応じ、甘き水旨うまき水をその御み手てによって、悪あく魔まの誘さそい水と為なせ！　その酔い心ごこ地ちを割われ鐘がねのごとく頭の中に響かせよ……濃醇ソー・甘口テルヌ！』

　呪文の詠唱を終えて両手を掲かかげた醸造魔導師たちの手から、赤い霧のようなものがふわっと立ち昇り、瀬里奈の唱えた拡大魔法の呪文の効果で大きく広がりながら、帝国軍の歩兵たちを包み込むように飛んだ。

　砦に向かって走ってくる歩兵の足取りは変わらなかった。

「効いてない？」

　目を見開いた瀬里奈に、翔馬が言った。

「いや、効いているはずだ！　醸造魔導師には魔力の続く限り醸造魔法を唱え続けてもらって、お前はそいつを拡大し続けるんだ！　敵の数が多くて効果は薄くても、反復して掛け続ければ効果は出る！」

「わかったわ！」

　醸造魔導師の魔法の呪文詠唱と瀬里奈の拡大魔法による赤い醸造魔法のオーラの波状攻撃を受けた帝国軍の歩兵たちに変化が現れたのは、砦の城壁まで、あと二百メートルほどに近づいた時だった。

　槍を構えて先頭に立つ帝国歩兵の足取りが明らかに不ぞろいになっていた。

　いわゆる酔っ払いの千鳥足と言われる、平へい衡こう感覚を失った人間特有の歩き方になっていたのだ。

「よし！　効いている！　やつらを混乱させるんだ瀬里奈！　爆ばく発はつの呪文を食くらわせろ！　アルコールの影響が出ていれば、間ま違ちがいなく混乱する！」

「わかったわ！　拡大魔法よりそっちのほうが得意よ！」

　瀬里奈はそう言ってにやっと笑うと、城壁の上に設けられた指揮台の上で、変わったデザインの杖つえを振ふりかざし、呪文の詠唱を始めた。

『熱と圧力の精霊よ、我が呼び掛けに応こたえ、我のまなざしと我の指先の交わるところにその真の姿を現せ！　爆タウ裂・火リ炎ン！』

　最後の言葉と同時に、杖で兵士たちの目の前を指し示した瞬間。

　敵の兵士たちの目の前に爆ばく炎えんが広がり、ドズン！　という重い音と共に、衝しよう撃げき波はがあたりの空気を揺ゆさぶった。

　先頭の兵士たちの足が止まったのを見た翔馬が叫んだ。

「よし！　もっと派手に行け！　一発や二発じゃダメだ！　敵の数が多すぎる！　爆ばく破は魔法を拡大して、弾だん幕まくを張るんだ！」

「爆破魔法の拡大ね、わかったわ、やったことないけど、概がい念ねんはわかるわ、呪文合成で新しい魔法を組み立ててみる！」

　瀬里奈は、目をつぶって口の中で何か呪文のようなものをつぶやいていたが、やがて目を見開いた。

「うん、これならいける！　爆発拡大呪文よ！」

　そう言うなり、瀬里奈は早口で呪文を唱え始めた。

『熱と圧力の精霊よ、我が求めに応じその力をもって我が目の前を爆炎の花はな園ぞのと為せ！　爆炎クラス乱舞・ター！』

　そして呪文の詠唱を終えるのと同時に右手に持った杖を水平に伸のばし、押し寄せる敵兵をなぎ払うように左から右へと振った。

　ドカドカドカドカドカ！

　杖の動きを追うように、兵士の群れの中に閃せん光こうと爆煙が立ち昇って行く。

　太たい鼓こを猛もう烈れつな勢いで叩たたいているかのような衝撃波が空気を震ふるわせ、至近距離で爆風を受けた兵士たちが吹ふっ飛ぶのが見えた。

「すげえ！　まるで大たい砲ほうの一いつ斉せい射しや撃げきだ！」

　帝国軍の兵士は、大混乱に陥おちいった。

「よし！　もう一回だ！」

「任せて！　弾幕はパワーよ！」

　瀬里奈は、どこかで聞いたようなセリフを返すと、再び早口で呪文を詠唱し、杖を振った。

　右往左往する敵兵の群れの中に、再び閃光と爆煙が広がっていく。

　ドカドカドカドカドカ！

「うぎゃあ！」

「ひええ！」

　爆発音と吹き飛ばされた兵士の悲鳴が聞こえて来る。

　だが、混乱している敵兵を見ていた翔馬は、あることに気がついた。

　閃光と爆発音は派手で、吹き飛ばされる兵士の数も多いが、その場に倒たおれたまま動かない兵士はほとんどいない。

　吹き飛ばされ、地面に叩きつけられた兵士は、しばらくするとみんな起き上がってくるのだ。

　──効果が薄い？　なぜだ？　あれだけの爆発を食らったら、死傷者が何百人出てもおかしくは無いはずだ。

　音と閃光だけで威い力りよくが無いなんて、まるで閃スタ光ング手レ榴ネ弾ードの爆発みたいじゃないか。

　そうか！　あの瀬里奈の爆発魔ま法ほうは、爆弾や砲弾と違って爆発だけを起こす魔法なんだ！

　爆弾や砲弾は爆発した時に無数の破は片へんが飛び散って、その破片が兵士を殺傷する。でも瀬里奈の魔法にはその破片が無い。

　直近で爆発を食らった人間は、爆風で吹き飛ばされて、地面に叩きつけられる程度のダメージしか受けていないんだ！　打だ撲ぼく。運が悪くて骨折。その程度なんだ。

「瀬里奈！　爆発の魔法だけじゃ敵を足止めできない！　何か別の魔法はないか？」

「別の魔法って言われても、火球の魔法くらいしかないわ！」

「火球か、あいつは効果ありそうだけど、単発だからなあ……範はん囲い攻撃に使えそうな魔法は？」

　翔馬の顔を見ていた瀬里奈が何かに気が付いたように目を見開いた。

「火球を大きくすることは出来るわよ？　バスケットボールよりもふた回りくらい！」

「でっかいヤツを飛ばしても、一発じゃあ……」

　そう答えた時、翔馬の頭の中に一つのアイディアが浮うかんだ。

「そうだ！　魔法の合成だ！　さっき、爆発魔法と拡大魔法を合成したように、火球魔法と爆発魔法を合成できないか？　でっかい火球を作って、そいつを爆発させるんだ！」

「でっかい火の玉を作って、そいつを爆発させる？　どういうこと？」

「火の玉を、敵の頭上に放ほうり投げて、それを爆発させて火の雨を降らせるんだ！」

　翔馬の説明でイメージがつかめたのだろう、瀬里奈は目を輝かがやかせた。

「わかった！　やってみるわ！」

「頼む！　今は敵も混乱しているけど、そう長くは持たない！」

「できる……と思うわ。火球魔法はすごい熱よ、危ないから下がってて！」

　瀬里奈は、そう答えると、右手の杖を上げて呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

『世界に満ちる永遠なる陽光の精せい霊れいよ、我が下もとに集つどい来きたりて我が指先に宿り、我が意思の思うがまま飛ひ翔しようせよ！　業フエ炎ニラ火・球ミン！』

　瀬里奈のよく通る澄すんだ声が響ひびき渡わたるのと同時に、天を指差した瀬里奈の指先にハンドボールほどの大きさの白く輝く球体が生じた。その球体は、想像を絶する高温なのだろう、周囲の空気が陽炎かげろうのようにゆらゆら揺らめくのが見える。

　──あの白い球体がプラズマ化した気体だとすると、摂せつ氏し五千度以上はあるかもしれないな。

　翔馬が、そんなことを考えながら白球を見つめていると、瀬里奈が右手の杖を振って、目の前の敵兵の群れの頭上を指差した。

　白い球体は、瀬里奈の指の動きに合わせて、兵士たちの頭上に移動していく。

「うゎああああ！　見ろ！　火の玉だ！」

「あんなものぶつけられたら、骨も残らないぞ！」

　瀬里奈は杖で白球を指差したまま、口の中で素す早ばやく呪文を唱え、左手を突つき出した。

「爆タウ裂・火リ炎ン！」

　次の瞬しゆん間かん、兵士たちの頭上でギラギラ輝いていた白球が轟ごう音おんと共に爆発した。

　それは、真昼の打ち上げ花火を見るような光景だった。

　ずどぉおおおおおん！

　腹の底に響くような轟音と共に何百という数に分ぶん裂れつした火球は、日光の下ではほとんど目に見えなかった、だが、白熱した火球の破片は、シュルシュルという音を立て、兵士の頭上から降り注いだ。

　破片自体は、それほど大きなものではない、せいぜい一円硬こう貨かほどの大きさである。しかし、その破片の持つ熱量は、半はん端ぱな大きさではなかった。溶よう岩がんの温度が摂氏七百度から千二百度と言われているが、ほぼそれに等しい熱を持っていたのだ。

　降り注いだ破片のいくつかは、川に落ちて白い水蒸気を噴ふき上げたが、そのほとんどは、河原の上を進しん撃げきしてきた兵士の衣服に当たり、一いつ斉せいに燃え上がった。

「うわっちちちち！」

「水だ水！」

「川に逃にげろ！　川に飛び込め！」

　燃える衣服を消すために川に逆ぎやく戻もどりしようとする兵士と、川を渡って突とつ撃げきしてきた兵士が、白い湯気が上がる川の中で、もみ合って大混乱となった。

　川の中で大混乱を引き起こしている帝国軍の兵士たちを見て、ミルス参さん謀ぼう総長が言った。

「よし！　この混乱に乗じて計画通り撤てつ退たいを開始する！　第一陣は非戦せん闘とう員である実務魔導師だ！」

「了りよう解かい！」

　実務魔導師の指揮官は、城じよう壁へきから下りて、砦とりでの中で待機していた実務魔導師の人たちに向き直って指示を出した。

「撤てつ収しゆうします！　手はずどおり、裏口に待機している竜りゆう車しやに乗り込んでください！　忘れ物はありませんね？　この砦は、この戦いの後で放ほう棄きし破は壊かいされます。もう取りに戻れません！」

「あら、そうなの？　もったいないわねえ」

「でも、帝国に使われるのも、しゃくにさわるものね、仕方ないんじゃないの？」

「さあ、急いで帰りましょう、都で仕事が待ってるわ」

「家のことは旦だん那なに任せてきたけど、きっと洗せん濯たく物もの溜ためてるんだろうなあ」

　実務魔導師の女の人たちは、口々にそんなことを言い合いながら、砦の裏に待機している輸送部隊の竜車のところに向かってぞろぞろと移動し始めた。

「なんだか緊きん張ちよう感かんが無いなあ……」

　その光景を見送った翔馬が半分呆あきれたようにつぶやくと、横に待機していたライナが小さく苦く笑しようした。

「仕方ありません。あの方々は軍人じゃなくて民間人……普ふ段だんは工こう房ぼうや役所で事務をしている女の人たちです。戦争には全く縁えんがなかった人たちなんですから」

「そういえば、聞くのを忘れていたけど、この国では、今まで一いつ般ぱんの人たちを徴ちよう兵へいして軍務に就けたことはないのか？」

　ライナはうなずいた。

「はい、ありません。戦争は軍人がするものです。ですから今回のこの実務魔導師を動員した戦いは実に画期的な出来事です。おそらくアンゼリカ王国の歴史に残り、子々孫々に至るまで、召しよう喚かん者ショーマの名前と共に語り継つがれる事になると思われます」

「へえ、凄すごいじゃない、伝説になるんだ」

　無む邪じや気きに笑う瀬里奈を見て、翔馬は肩かたをすくめた。

「この国に徴兵制と総力戦を教えた人間。という肩書きは、あんまり歓かん迎げいされないだろうなあ……」

「なぜですの？」

　怪け訝げんな顔をするライナを見て、翔馬はつぶやくように答えた。

「その二つを使えば戦争に勝つことは出来るかもしれない。でもそれと引き換かえに国内がボロボロになっちゃうんだ。俺達の世界には、そういう歴史があるんだ……」

　暗い顔をする翔馬を見て、瀬里奈が笑いながら言った。

「大だい丈じよう夫ぶ！　そうなる前に戦争終わらせればいいのよ！」

「学校の宿題じゃねえんだ。そう簡単に終わらせることなんかできるもんか！」

「そんなのやってみなけりゃわかんないじゃない！　翔馬が言っているのは私たちの世界の過去の歴史よ！　こっちの世界の未来のことじゃないわ！」

「そりゃそうだけど……」

　翔馬がそう答えたとき、城壁の上部に作られた見張り台で敵情を観測していたフィラメント少佐が叫さけんだ。

「敵の混乱が収まらない！　どうやら醸じよう造ぞう魔法の影えい響きようが出始めたようです！」

　瀬里奈と翔馬は思わず顔を見合わせた後で、見張り台に駆かけ寄った。

　見張り台は、瀬里奈が呪文を詠唱するための指揮台のさらに上に丸太を組んで作られている。

　急な階段を先に駆け上った翔馬が後ろにいる瀬里奈に右手を差し出すと瀬里奈は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いた後で、にこっと笑ってその手をつかんだ。

「ありがと！」

「そのひらひらドレスじゃ、登るの大変だろ？」

　翔馬が、そう言いながら瀬里奈を引っ張りあげると、瀬里奈は唇くちびるを尖とがらせた。

「ひらひらドレスじゃないわよ！　れっきとした教導魔導師の制服よ！　ちょっと手を入れてあるけど……」

「そのフリルとリボンは、どう見てもお前の趣しゆ味みだろ？　それよりあれを見ろ。効果は抜ばつ群ぐんみたいだぞ」

　翔馬が指差した先には、河原の水辺にへたり込んだ兵士たちの姿があった。立っているものも、ほとんどが、立つのがやっと、というくらいに頭がふらついている。

「酔よっ払ぱらっているの？」

「いや、どちらかと言うと、二日酔いの状態だな。醸造魔法の効果は薄うすくても、何度も喰くらったから、血液中の糖分がアルコールに変わって、アルコールの水酸基がさらに酸化されて、アセトアルデヒドに変わったんだと思う」

「あせと……あるでひど？」

「まあ一種の毒物だよ、お酒を飲んで、アルコールが分解しきれないと、こいつが体内に残るから吐はき気がしたり頭痛になったり、いわゆる二日酔いになるわけさ」

「へえ……そうなんだ……お酒飲んだことが無いから良くわかんないけど……なんか辛つらそうね」

　頭を抱かかえて、うずくまっている帝国軍の兵士たちを見て、瀬里奈が眉まゆをひそめたとき、川の対岸からラッパの音が響いてきた。

　翔馬の隣となりに立っていたフィラメント少佐が、嬉うれしそうに言った。

「帝国軍の退たい却きやくラッパです！　これで敵の第一陣は渡と河かをあきらめて撤収するでしょう。時間稼かせぎには充じゆう分ぶんだ！　後続部隊が来る前に、我々も撤収しましょう」

「え？　敵をやっつけたんじゃないの？　なんで逃げなくちゃいけないの？」

　フィラメント少佐は、川岸に座り込んでいる帝国兵の群れを指差して答えた。

「あそこでへたり込んでいるのは、敵の第一陣なのです。敵の総兵力から見れば、四分の一程度でしょう。川の中なか州すと対岸にはあの三倍の数の兵士が待機しているのです。

　第一陣は何とか戦闘不能にすることができましたが、醸造魔導師の魔ま力りよくは、ほぼ使いきってしまいました。第二陣、第三陣、と波状攻こう撃げきを掛かけられたら、もはや食い止めることはできません。敵が攻撃を停止し、撤収している今が、我々にとっても撤収の好機なのです！」

　翔馬は、見張り台から、川の中州の様子を眺ながめた。だが、川にはもやが掛かっていて、見通せない。

「ここから、中州の様子や対岸の様子がわかるというのは、遠くを見る魔法みたいなものがあるってことですか？」

「ええ、あります。しかし直接見るわけではありません。使い魔の目を通じて間接的に見ているのです」

「使い魔？　使い魔ってアレか？　魔法少女になれそうな女の子のところにやってきて、ボクと契けい約やくしないか？　って聞いてくる鬼き畜ちくな生き物……」

　翔馬の言葉を聞いた瀬里奈は、呆れたように答えた。

「何よそれ？　違うわよ！　使い魔ってのは、魔法使いが使し役えきするための猫ねことか鳥とかの小動物のことよ！　視覚とか嗅きゆう覚かくとか聴ちよう覚かくを共有できるの！」

「へえ、そうなんだ。瀬里奈も使い魔とかいるの？」

　瀬里奈は首を振ふった。

「私は……いないわ。使い魔を作るには『動アニ物マル言トー語ク』の魔法を極きわめないと無理なのよ」

「動物言語？　すごいな、動物と話せるようになる魔法があるのか！」

　驚おどろく翔馬を見て、ライナが笑いながら小さく首を振った。

「いえ、話せる、と言うよりも、動物の考えていることがわかる、という程度の意思の疎そ通つうで、人間同士のような複雑な会話が出来るわけではありません」

「ライナさんは使えるの？」

「はい、でも初級しか持っていませんので、ネズミくらいしか使い魔にできません。竜や鷹たかと意思の疎通が出来るようになるのは、すごい高レベルの方ですね」

　フィラメント少佐がうなずいた。

「そのとおりです。わが軍の中には、鷹を使い魔として使役する鷹たか匠じよう部隊がありまして、彼らは鷹を敵てき陣じんの上空に飛ばし、敵情を偵てい察さつするのが任務なのです」

「へえ、ドローンみたいだな」

「どろーん？」

「俺達の世界では、その仕事を無線で遠えん隔かく操縦する無人機……要するに機械がやっているんです」

「ショーマ様のいた世界の機械文明は我々の世界とは比べ物にならないくらい進んでいるのですね、色々便利な機械があると瀬里奈様から聞きましたよ」

「いえ、確かに機械文明は進んでいるかもしれないけど、その代わりに魔法が存在しない世界ですからね。便利さから見れば、機械を必要としないぶん、こっちの世界の方が便利かもしれません……」

　翔馬がそう答えた時。見張り台に伝令の兵士が駆け上がってきた。

「鷹ホーのク・目アイ部隊より報告！　対岸及および中州に待機していた敵後続部隊に動きあり、とのことです！」

「了解した。計画通り撤収を開始する！」

　フィラメント少佐はそう言ってうなずくと、瀬里奈と翔馬に向き直った。

「昨晩定めた撤収計画のとおり、瀬里奈様とショーマ様は、真っ先に退たい避ひしていただきます。砦とりでの裏口前広場に、王城との連れん絡らく用の飛竜が待機しておりますので、どうぞそちらに！」

「わかりました」

　翔馬はそう言うと見張り台から下りるために、階段に向かった。

　だが、瀬里奈は、その場を動かなかった。

「おい、何やってるんだ瀬里奈、行くぞ！」

「翔馬は先に逃げて。私、ここに残るから！」

「何を馬ば鹿かなこと言ってるんだ！　ここは放棄するんだぞ？」

「知ってるわ、だから、最後まで残って、爆ばく破は魔法と火球魔法で、他ほかの人たちが逃げるまで時間を稼ぐのよ！　だって、それが出来るのは私だけじゃない！」

「いけません！　それはダメです瀬里奈様！」

　瀬里奈の後ろに控ひかえていたライナが強い口調で言った。

「ライナ……」

　今まで、こんな口調のライナを見たことが無かった瀬里奈は、目を丸くした。

「私たち魔導師部隊が集団で呪じゆ文もんを詠えい唱しようし魔法障しよう壁へきで抵抗レジストしていたから、敵は狙スナ撃イプ弓アロ射ーを飛ばさなかったのです！　魔法障壁が無くなれば、瀬里奈様は、敵の弓兵の的になるだけです！」

　ライナの言葉を聞いて、翔馬の中にあった大きな疑問が氷解した。

　その疑問とは『なぜ敵は矢を射てこないのだろう？』というものだった。

　敵兵は川を渡り、砦の城じよう壁へきまで三百メートルから二百メートルの距きよ離りにまで近づいた。

　普ふ通つうなら、そこで弓兵が城壁に矢の雨を降らせて防衛側の戦力を削そぐはずである。

　でも、帝国軍はそれをやらなかった。

　……と、言うよりも、攻せめ寄せる帝国軍の兵の中に弓兵部隊が無かった。

　弓を持った兵士はいたが、歩兵部隊の中にぽつりぽつりと交じっているだけで、集団で運用されている様子は見えなかったのだ。

　──そうか、この世界では弓は狙撃銃じゆうみたいな扱あつかいなんだ。魔法の力で照準精度を上げた矢を、ピンポイントで撃うち込むのが、弓兵の役目で、何百という矢を面で降らせるような使い方はしないんだ！

　もし、他の魔導師を撤てつ収しゆうさせて瀬里奈だけが後に残れば、狙撃されて終わりってことなんだ。

　瀬里奈は首を振った。

「ううん、危険なことはわかってる、でも、敵の竜りゆう騎き兵へいが追っ手に回ったら、竜車に乗って撤収している実務魔導師さんたちが危なくなるかもしれないじゃない！　確実に撤収できる時間を稼ぐために、ここで誰だれかが最後まで足止めするべきだわ！　一人で大軍を相手にできるのは、私だけよ！」

「お前の言うことにも一理ある。でもな、何があってもお前を守る。それがアニス女王の厳命なんだ。俺とお前は真っ先に撤収させる、ということは、夕べの会議で決まっていたんだ！　お前はその会議の途と中ちゆうで帰っちまったから知らないだけなんだ！　わがままを言うのはやめろ、みんな困ってるじゃないか！」

「わがままじゃないわ！　私は私に出来る精せい一いつ杯ぱいのことをしたいだけ！　私を安全に逃がすことが他のみんなの負担になるのが嫌なの！」

　瀬里奈の真しん剣けんな表情を見て、翔馬は、夕べ、この見張り台の下で聞いた瀬里奈の言葉を思い出していた。

　──ああ、そうか、足手まといになりたくない……ということなんだ。

　翔馬は説得しようと思った。だが、瀬里奈の目を見て、それが無む駄だだということを知った。

　──こいつは、私は自己保身のために、わがままを言うんじゃない。他の人を無事に逃がすために我がままを言っているんだ。自分は間ま違ちがっていない……と思い込んでやがる。自分が正しいと思ってる以上、何を言ってもちょっとやそっとじゃ意見を曲げないだろうな。

　確かに、こいつの言っていることにも一理ある。

　一人で何千人という敵兵を足止めできるのは、こいつの魔法攻こう撃げきだけだ。こいつが残って戦っている間に、砦の守備隊のほとんどが無事に撤収出来るはずだ。

　でも、ライナの言うとおり、一人で戦うということは、その一人が集中的に狙ねらわれるということだ。あんな派手な格好で城壁に立って魔法を掛けていたら、あっという間に矢で射殺されてしまうに違いない。

　でも……待てよ？　ということは、敵の矢は瀬里奈に集中するということだから。それを逆手にとれば……。

　翔馬はライナに聞いた。

「ライナ、君はゴーレム作れる？」

　いきなり見当違いな事を聞かれたライナは、メガネの奥にある目をまん丸にしてうなずいた。

「え、ええ、簡単なものでしたら……なんとか……」

「そうか！　よし、それなら出来る！　瀬里奈がここに残っても、瀬里奈が狙われない方法を思いついた！」

「そんな方法があるのですか？」

「うまく行くかどうかはわからない。机き上じようの空論みたいなものだからね。でも、行けそうな気がするんだ」

　翔馬はそう言うと、フィラメント少しよう佐さに向き直った。

「鷹を使い魔にしている偵察部隊の方を呼んで来てください。おそらくこちらがやっているように、帝国軍の方も使い魔を使ってこちらの状じよう況きようを偵察していると思われます。まず、それを妨ぼう害がいします！」

「使い魔と使い主は感覚を共有しているので、お互たがいの使い魔への直接攻撃は、行わないのが暗あん黙もくのルールなのですが……妨害して追い払はらうくらいなら、問題は無いでしょう……わかりました、すぐに鷹ホーのク・目アイ部隊に命令を出しましょう」

「お願いします！　あとは……ライナにゴーレムを作ってもらって……」

　自分を置いてけぼりにして、勝手に指示を出し始めた翔馬を見て、瀬里奈が言った。

「ちょっと！　翔馬！　何をする気なの？」

「お前の望みをかなえてやろうと思ってるのさ……あ、そうそう、瀬里奈にもやって欲しいことがあるんだ」

「え？　何をすればいいの？」

「まず、その服を脱ぬげ」

　瀬里奈は目を見開いた後で、顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「この！　ド変態男！」

　次の瞬しゆん間かん、翔馬の視界一いつ杯ぱいに、瀬里奈のゲンコツが広がった。
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『労働と作業をつかさどる使し役えきの精せい霊れいよ。我が魔ま力りよくと引き換かえに、生命を持たぬこの道具をかりそめの生命の依より代しろと為なし、我が意するままに使役する権を与あたえよ！　生アニ命メ付イ与ト！』

　ライナの呪文の詠唱が終わるのと同時に、士官食堂のテーブルの上に置かれたモップやナベや枕まくらなどを組み合わせた、奇き妙みようなカカシのような人形が、ギクシャクと動き始めた。

「動いた！　そうか、これもゴーレムなんだよな……」

　感心した、というよりは、どこか残念そうに聞こえる翔しよう馬まの言葉を聞いて、ライナは恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた。

「申し訳ありません。ゴーレムを動かす力は、その魔導師の魔力によって決まっております。私のようなデスクワーク専門の魔導師には、このような日用品を組み合わせて作ったゴーレムを動かすのが精一杯でして……翔馬様が思い描えがいているような粘ねん土どの巨きよ人じんを動かせるのは、それ専用の魔ま法ほう……土木魔法というのですが、これを極きわめた者でなければ無理なのです」

「へえ、土木魔法なんてのがあるのか」

「ええ、城の建設や道路工事、用水路を掘ほったりするときに、強い魔力を持った魔導師が何十人も力をあわせて、大きなゴーレムを作って動かすのです」

「俺たちの世界では、そういう土木作業は機械でやっているんだ。パワーショベルとかブルドーザーって呼ばれているけどね」

「そうなんですか……考えることは同じなんですね。魔法か機械か、という違いがあるだけで」

　カタカタ音を立てながら、テーブルの上で、関節の部分を縄なわで結んだ麵めん棒ぼうを腕うでのように振ふり回しているゴーレムを見て、瀬せ里り奈なが不ふ機き嫌げんそうに言った。

「こんな子供だましの人形がホントに役に立つのかしら？　すぐバレちゃうんじゃないの？」

「今は骨組みだけだから、そう見えるだけさ。こいつに、お前のそのフリフリのついた服を着せれば、遠目からはわからないと思うぜ。まして人形だけじゃなくて、お前が物もの陰かげから攻こう撃げき魔法を連発してみろ、本物の魔導師のドレスを着たヤツが城壁の上で手を振り回して攻撃魔法が本物なんだぜ？　そいつを喰くらった敵兵は、このゴーレムを本物のお前だと思うさ」

「確かに言われて見ればそうかもね……」

　瀬里奈は、そこで言葉を切って、瀬里奈に殴なぐられた右の頰ほおをさすっている翔馬の顔をちらっと見た。

「……最初からそう言えば殴らなかったわよ」

「説明する前にいきなり殴りやがったくせに、よく言うよ……」

「いきなり服を脱げと要求するところから始める説明なんか聞いたことも無いわよ！」

「まあ……色々途中を省略した俺も悪かった……とにかくこいつに服を着せてみるとしよう。サイズ的に直さなけりゃならない部分とかもあるだろうし……」

「そうね……」

　そう言って、瀬里奈は胸むな元もとのリボンを外しはじめた。

　だが、その手がすぐにぴたっと止まった。

「どうした？　時間が無いぞ？　早く脱げ」

　瀬里奈の手がプルプル、と震ふるえた。

「あんたは部屋を出て行けーッ！」

　ライナと瀬里奈に士官食堂から蹴けり出され、廊ろう下かにしりもちをついた。

「痛いてててて、」

　顔をしかめた翔馬が顔を上げると、フィラメント少佐が目を丸くして見下ろしていた。

「おや、ショーマ様、どうされました？」

「え？　あ、いえ、着替えの邪じや魔まだと言うので追い出されただけです」

「着替え？　ああ、そりゃそうでしょうな。ああ、そうそう、ショーマ様の言っていたとおり、この砦とりでを帝国軍の使い魔の鷹たかが二羽監かん視ししていましたが、追い払ったそうです。これで、こっちの細工が敵に露ろ見けんする可能性は低くなりました。ゴーレム作戦は、うまく行きそうです！」

「そうですか……敵が部隊の再編を終えて再び攻こう撃げきしてくるのは、いつ頃ごろになりそうですか？」

「そうですね、こちらの鷹の目部隊の見たところでは、中州にある帝国軍の前進基地は、二日酔よいになって撤てつ退たいした第一次攻撃部隊の兵士がごろごろ倒たおれて、混乱しているようでして、第二次攻撃部隊が渡と河かしてくるには、あと一時間ぐらいは掛かかりそうだ、とのことです」

「一時間ですか……こちらの撤てつ収しゆうはどうなっていますか？」

「実務魔導師の方々は、すでに砦から撤収し、先ほど醸じよう造ぞう魔導師の方々も護衛の兵士と共に竜車で砦を出ました。現在砦に残っているのは、私と、足の速い近衛このえ騎き士し団の竜りゆう騎き兵へい百人だけです。彼らは最後まで残り、瀬里奈様とショーマ様たちの護衛をします」

「わかりました。敵が来るまであと一時間ですか……長いようで短い時間ですね。あとは瀬里奈の服を着せたゴーレムの出来次し第だいってことか……」

　翔馬がそう答えた時、士官食堂の引き戸が、がらりと開いて、ライナが顔を見せた。

「お着替えが終わりました、どうぞ……」

「あ、終わったみたいだな。ゴーレムの具合を確かく認にんしましょう」

　翔馬はそう言うと、フィラメント少佐を連れて、士官食堂の中に入った。

　食堂の真ん中にあるテーブルの上では、たくさんフリルのついた真っ赤な魔導師のドレスを着たゴーレムが、カタカタ音を立てて腕を振り回していた。

　枕で作られた頭には、髪かみの毛のように見える黒い長い毛糸が縫ぬい付けられており、それを、頭の後ろで、ひらひらとした白い大きなリボンで結んでいる。

「すごいですね、これなら遠くから見れば瀬里奈様に見えますよ、こう言うと悪いですけど、もっと簡単な、棒切れで作られたもののように考えていました」

　感心したようにつぶやいたフィラメント少佐の言葉を聞いて、ライナが嬉うれしそうにうなずいた。

「ええ、瀬里奈様の服を着せるのだから、ちゃんと体型を似せなきゃダメだ、と翔馬様がおっしゃいまして……有り合わせの品物でなんとか似せることが出来ました」

「確かに、棒切れに服を着せたのでは不自然すぎますからね……」

「このゴーレムは、瀬里奈の体型に似せて、胸のところには洗せん濯たく板を使って、張り出しているお尻しりのところにナベを入れてあるんですよ。だからシルエットが、そっくりなんです」

　一いつ般ぱん魔導師の黒いドレス風の服に着替えた瀬里奈が、不機嫌そうに答えた。

「悪かったわね！　どーせ私の胸は洗濯板で、お尻はナベみたいに大きいわよ！」

「あ、いえ、瀬里奈様、手ごろな板が無かったので洗濯板を使っただけでして……他意はございません！」

「そうだよ、別に洗濯板でなくても、まな板でも何でも良かったんだ」

「ぜんぶ板じゃない！」

　フィラメント少佐は、むくれる瀬里奈に苦く笑しようしてみせた後で、ゴーレムの頭の部分を見て怪け訝げんな顔になった。

「顔が無いようですが……？」

　ライナが申し訳無さそうに答えた。

「え？　あ、はい……髪の毛をつけるのに手間取って、目鼻を描かく時間が無かったものですから……」

「うん、俺もそこが気になった。体型を似せても、顔が無けりゃ意味が無い。簡単な目鼻だけでも描いてあるのと無いのでは大違いだからな」

　翔馬はそう言うと、士官食堂の隅すみにある戸と棚だなに近づいて、そこにあった通学用のリュックの中を、ごそごそかき回し始めた。

「何を探してるの？」

「筆箱の中に油性マーカーがあったと思ってね……あ、あったあった」

　翔馬は細書きのマーカーを持って戻もどってくると、ライナに言った。

「ちょっとゴーレムを止めてもらえる？　顔を描くから」

「あ、はい、わかりました！」

　ライナがゴーレムを指差して命令を下した。

『かりそめの命を持ちし者よ、我が命に応こたえよ！　止まれ！』

　両りよう腕うでを振り回してカラカラと動き回っていたゴーレムが、その命令と同時に、ぴたりと止まった。

　顔を描くために、立っているゴーレムに手を伸のばして、寝かせようとした翔馬は、ゴーレムの手足が生き物のようにしなやかに動くのを感じて、思わず声を上げてしまった。

「おわっ！　なんだこいつ！　柔やわらかいぞ？」

「柔らかい？　そんなわけ無いじゃない、腕は麵棒だし胸は板なのよ？」

「いや、確かに腕とかを触さわった感かん触しよくは硬かたい木の棒だけど、縄で結んだだけの関節に、妙みような抵てい抗こう感があるんだ。生き物みたいに」

「ええ、生命付与の魔法を掛けるとそうなります。そうでなければ動けませんから」

　何の疑問も持たない顔で、さらっと答えたライナを見て、翔馬は思った。

　──そうか。この世界ではそれが当たり前なんだ。

　なぜ、そんなことができるのか。と考える理由すらない。だってそういうものなんだから……というわけか。

　翔馬の顔を見て、瀬里奈が小さくため息をついた。

「まーた、難しい顔して考え込んでる……」

「あ、いや、ファンタジーに出てくるスケルトンが、なんで筋肉も何も無いのに、骨だけで動けるのか、その理由がわかった。要するに魔法なんだな、うん」

「私たちがいた世界とは法則が違うんだから、余計なことに頭使っても無む駄だよ。それより、そのゴーレムの顔、どんな顔を描くつもりなの？」

「どんな顔って……こう、適当に、へのへのもへ……とか」

「あのねえ、このゴーレムちゃんは、私の服を着て私の身代わりをつとめてくれるのよ？いわば私の分身なのよ？　そんないいかげんな顔描くのやめてよね！」

　形の良い眉まゆを吊つり上げて怒る瀬里奈の顔を見て、翔馬は気がついた。

「そうだよな。こいつはお前の身代わりだものな。いいかげんな顔じゃダメだ。帝国兵を恐きよう怖ふのどん底に叩たたき込み、夢に出て来て、不ふ眠みん症しようになるくらいじゃないとな。その恐おそろしさが、代々言い伝えられるような、凄すごみのある恐ろしい顔でなきゃ」

「なによそれ！」

「そうだ、その顔その目つき、それ、いただき！」

　翔馬はそう言うと、マーカーのキャップを外し、ゴーレムの何も描かれていない白い布の顔の部分に三白眼のような半月型の目を描き込んだ。

「ちょっと、戯ぎ画が化しすぎていませんか？」

　翔馬の手元を覗のぞき込んで、フィラメント少しよう佐さがつぶやくと、ライナも無言でうなずいた。

「そうか……そう言われてみると確かにマンガチックだよな……じゃあ、太い眉毛と、眉み間けんにタテジワを描いてみようか」

　翔馬はそう言うと、三白眼の上に太い眉毛と、眉間を寄せているようなタテジワを描き込んだ。

「……これは、なんというか、凄みが出ましたね……見るからに人殺しが仕事！　みたいな……」

「ええ、黙だまって後ろに立ったら殺されそうです」

「モデルは凄すご腕うでのスナイパーです。こっちをにらんでいる目と無表情が特とく徴ちようなんです」
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　翔馬はそう言ってうなずいた後で、自分をにらんでいる瀬里奈に向き直った。

「どうだ、迫はく力りよく満点だろう？」

「……どうせ私は三白眼で、一目見たらうなされるような顔してますよ！」

「あのな、これは心理戦なんだ。田んぼのカカシは、スズメを脅おどかすから意味がある。スズメに愛されるようなカカシじゃ失格なんだ」

「わかってるわよ！　わかってるけどさあ……」

　唇くちびるを尖とがらせて不満そうな顔をする瀬里奈を見て、ライナが言った。

「御安心下さい！　瀬里奈様の活かつ躍やくは、救国の女め神がみとして、このアンゼリカ王国の歴史に残るだけでなく、伝説として子々孫々に至るまで語り継つがれることになるでしょう！

　たとえ帝国の民たみが、血も涙なみだも無い恐ろしき破は壊かいの魔ま女じよと言い伝えても、アンゼリカ王国の民は、瀬里奈様を素す晴ばらしき慈じ愛あいの女神として敬愛し続けます！」

　瀬里奈はしばらく黙ったままライナの顔を見ていたが、やがて、はあ、とため息をついた。

「要するに、誰だれからも好かれ、愛されるキャラ……なんてのは、理想であって現実には存在しないってことなのね……シビアだわ」

「まあ、仕方ないよ、帝国とアンゼリカ王国は戦争中なんだから……でも、俺は思うんだけど、そのうちに帝国の連中も、この瀬里奈の戦い方の意味に気がつく時が来るんじゃないかな？」

「私の戦い方？」

「死人を出さない戦い方さ。帝国軍はどう思っているかわかんないけど、少なくとも俺たち王国側は、なるべく死人を出さない戦い方に徹てつしている。

　そんなのを放ほう棄きして、ひたすらに殺しあうだけの戦争でいいなら、こんなゴーレムを使った心理戦なんてめんどくさいことをやる必要は無い。これはすべて、戦いにおいても礼節を失わず、国家の尊厳を持って戦いなさい。というアニス女王の意思を尊重しているからさ。

　俺たちは、猿さるを相手に紳しん士しのゲームをやっているだけなのかもしれない。でも、俺は、女王の誠意が通じる時が来ると、心のどこかで信じている。だから、こうやって戦っているんだと思う……」

　瀬里奈は無言のまま、じっと翔馬の顔を見つめていたが、やがて、ふっと微笑ほほえんだ。

「確かに……翔馬の戦い方は、殺し合いじゃないものね……もしかしたらそれって、すごく大事なことなのかもしれないね……」

「キレイゴトかもしれないけど、どんなひどい状じよう況きようでも人間が人間でいられる理由は、キレイゴトを捨てないからだと思ってる。最強のサバイバルツールは、欲よく望ぼうに負けない理性とモラルなんだ。さあ、準備は出来た！　こいつを取り付けに行こうぜ！」

　翔馬はそう言うと、テーブルの上に寝ていた瀬里奈の服を着たゴーレムを抱かかえ上げた。廊ろう下かを歩いていく翔馬の後を付いていく瀬里奈が、不満と憧あこがれが入り混じったような複雑な表情をしているのを見て、ライナが小声で聞いた。

「あの……どうかしましたか？　なにかご不満な点でも？」

「え？　あ、たいしたことじゃないの……」

　瀬里奈は驚おどろいたように目を見開いた後で、少し顔を赤くして肩をすくめると、小声で付け足した。

「……翔馬にお姫ひめ様さま抱だっこされているゴーレムに思わず嫉しつ妬としちゃった自分に半分呆あきれてただけ……馬ば鹿かみたいでしょ？」




　城じよう壁へきの上に設けられていた指揮台には、帝国軍に仕し掛かけが見られないように周囲に棒を渡わたしてどこかの部屋のカーテンらしい黒い布が掛けられていた。

　翔馬はその布の裏側から指揮台に上ると、真ん中にゴーレムを立たせた。

「ライナさん、動かしてみてくれないか？」

「はい！」

　ライナはゴーレムを指差して、呪じゆ文もんを唱えた。

『汝なんじかりそめの命を吹ふき込まれしものよ、その依より代しろを得て我が命に従え……動け！』

　呪文が終わるのと同時に、ゴーレムはカタカタと音を立てて動き始めた。

　その場で両腕を左右に水平に広げ、身体からだをねじるように半回転させると、着せてあった瀬里奈の赤いドレスの裾すそが。ふわりと宙に舞まう。

「よし！　後は魔ま法ほう攻こう撃げきを仕掛ける直前に、縄なわを引っ張って、この布を外せばいい！」

　うなずく翔馬を見て瀬里奈が聞いた。

「この子はここで私の身代わりに動き回ってもらうとして、私はどこから魔法で攻撃するの？」

　翔馬は城壁の隅にある小さな石積みの小屋を指差した。

「あの中に入ってその隙すき間まから魔法を掛けてくれ」

「魔法は視線でコントロールするから、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、そんな隙間から攻撃したこと無いからちょっと心配だな……練習しちゃダメ？」

「仕掛けがバレる可能性は少しでも低い方がいいからなあ……ぶっつけ本番で悪いけど」

「わかったわ、そう言われてみればそうね」

　瀬里奈がそう言ってうなずいたとき。川の中州の方角から、帝国軍の進しん撃げきを告げるラッパの音が鳴り響ひびいた。

「始まった！　小屋の中に入るぞ！」

「うん！」

　翔馬たちは指揮台を駆かけ下りた。




　二階建てのモーントーン砦とりでの建物は、頑がん丈じような石造りの細長い建物で、外見は、鉄筋コンクリート造りの学校の校舎によく似ている。

　砦の左右には、大水の時は堤てい防ぼうとしても作用する万ばん里りの長城のような高さ五メートルほどの石積みの防ぼう壁へきが延びており、川を渡ってきた敵を、そこで食い止めることができるようになっている。

　砦の建物の川に面した側の壁面には、小さな覗き窓まど以外にほとんど窓が無く、建物そのものが城壁の一部になるように作られており、防衛する側は城壁の上、校舎で言うところの屋上に登って、そこから押し寄せる敵兵に向かって、矢を射掛けるようになっている。

　指揮台から少し離はなれたところにある小屋は、城壁に立つ衛兵の控ひかえ室しつなのだろう、六畳じよう間ほどの広さで、小さな椅い子すと机が置かれていた。

　小屋に入ってきた翔馬たちを見て、小窓から対岸の様子をうかがっていたフィラメント少佐が答えた。

「敵の先せん遣けん部隊が川に入りました。まもなくこちら側の川岸に上陸すると思われます！」

「どのあたりに来たら攻撃を仕掛けるの？」

　窓から外を見ていた翔馬は、河川敷に立てられている小さな赤い旗を指差した。

「あの赤い旗は、醸じよう造ぞう魔導師の目印だったけど、あれを目印にしよう。遠すぎても効果は薄うすいし近づけすぎると、俺達が逃げる時間が無い」

「わかったわ！　爆ばく破は魔法の拡大版でいいのね？」

「ああ、あれが一番派手だからな、どかんと一発食くらわせてやれ！」

　やがて、川の方から聞こえていた、わあわあという喚かん声せいがひときわ大きくなるのと同時に、水しぶきを撥はね上げて突つっ込んでくる赤い服の兵士の群れが視界に飛び込んできた。

「来た！　兵力は第一波と同じくらいです！」

　フィラメント少佐が冷静に敵情を判断した。

「いいか、順番を間ま違ちがえるなよ？　俺がここで縄を引っ張って、あのカーテンを外してから魔法攻撃だぞ。それが逆になると、驚かす効果は上がるけど、辻つじ褄つまが合わなくなる」

「わかってるわ、見えない相手に向かって魔法を掛けるのは無理だものね」

　やがて、川を渡り終わった帝国軍の先せん陣じんが隊列を組み、こちらに向かって進み始めた。

　ほぼ真上から照らす日光を浴びて、構えた槍やりの穂ほ先さきがキラキラと光るのが見えた。

「まもなく赤い旗の位置に達します！」

「了りよう解かい！」

　翔馬は短く答えると、ゴーレムが立っている指揮台の前と脇わきに張られている目め隠かくし用の黒いカーテンの端はしに結び付けてある縄を握にぎって、瀬里奈に言った。

「攻こう撃げき呪じゆ文もんの詠唱を始めてくれ！　呪文の終わり際にこいつを引いて、帝国軍の連中の前に、姿を見せてやる！」

「わかったわ！　じゃあ、始めるね！」

　瀬里奈はそう言い返すと、小さな窓の前に立って、呪文の詠唱を始めた。

『熱と圧力の精せい霊れいよ、我が求めに応じその力をもって我が目の前を爆炎の花はな園ぞのと為なせ！　爆炎クラス乱舞・ター！』

　その呪文が、最後の『爆炎クラス乱舞・ター』に差し掛かるその寸前。

　翔馬は手に握っていた縄を、思いっきり引っ張った。

　ぐらり。

　指揮台の周囲に組んだ枠わく組ぐみが、そこに取り付けてあったカーテンと共に、ばたり、と倒たおれ込み、指揮台の上で腕を振りまわす瀬里奈の赤いドレスを着込んだゴーレムがむき出しになった。

　川を渡って、砦に向かって進撃していた帝国軍の歩兵の足が、ぴたりと止まった……と思った、次の瞬しゆん間かん。

　ドカドカドカドカドカ！

　兵士の隊列のど真ん中をなぎ払はらうように、瀬里奈の掛けた爆発の魔法が炸さく裂れつすると閃せん光こうが走った。

「うぎゃあ！」

「ひぇええ！」

「魔女だ！　破壊の悪魔だぞ！」

「誰だ！　暴ぼう虐ぎやくの魔ま女じよは、とっくに逃げたと言ったヤツは！」

　風に乗って、小屋の中に帝国軍の兵士の叫さけび声が聞こえてくる。

「誰が暴虐の魔女よ！」

「……なんだか、聞くたびにどんどんヒドイ呼ばれ方になって行きますわね……」

「もう頭に来た！　いいじゃない。呼ばれたからには、そのとおりのことをしてやろうじゃないの！　エリア拡大で、爆炎乱舞を掛けてやる！」

　瀬里奈は、目の前に広がる帝国軍の兵士をにらみつけて、早口で呪文を唱えた。

『熱と圧力の精霊よ、我が求めに応じそのもてる限りの力を解放し、我が目の前を爆炎の海と変えよ！　広域メガ・爆炎クラス乱舞・ター！』

　次の瞬間。

　花火大会の発射場のような連続した爆発音とともに、目の前の河川敷がすべて爆発の火花で覆おおわれた。

　一つ一つの爆発はさほど大きくは無いが、それが五百メートル四方を覆い尽つくしたのだ。その迫はく力りよくは想像を絶するものだった。

　目の前で五千人近い兵士が、爆風でなぎ倒されるのを見たフィラメント少しよう佐さが、小さく口笛を吹いた。

「すごい……なんて威い力りよくだ……こいつは、大量破は壊かい魔法とでも言うべきか……」

　そのつぶやきを聞いたライナが、震ふるえ声で答えた。

「……すごいです……こんな魔法を使うことが出来る魔法使いが、瀬里奈様お一人しかいないことを、神に感謝します……もし、戦争が、お互たがいにこんな魔法をぶつけ合うものだったら、地上から生きている人間が消えてしまうかもしれません……」

　ライナのつぶやきを聞いた翔馬は思った。

　──俺のいた世界には、都市一つ消し去るくらいの爆ばく弾だんが、何百発もあるんだよ。それに比べれば瀬里奈の魔法なんか子供だましさ……なんてことを言ったら、ライナさんは、どんな顔をするだろう？

　というか、考えてみれば、そんなものがゴロゴロしている世界で俺たちは平気な顔で暮らしていたんだよなあ……。

　そんなことを考えていた、そのとき。

　カッツーン！

　ナベを叩たたいたような金属音があたりに響いた。

「見て！　ゴーレムの腰こしのところ！　矢が！」

　瀬里奈の声のとおり、指揮台で踊おどっているゴーレムの腰のところに深々と矢が突き立っていた。

「狙スナ撃イプ弓アロ射ーです！」

　ライナの声が飛んだのと同時に、さらに二本の矢が、カツ！　カツ！　という乾かわいた音を立てて同時にゴーレムの身体に突き立った。

　翔馬は、矢を射た弓兵を探した。だが、目の前には瀬里奈の爆破魔法を喰らって大混乱に陥おちいっている歩兵の群れが見えるだけで、弓兵らしい兵士の姿は無い。

「どうしました翔馬様。なにを探していらっしゃるのですか？」

　窓の外を見てきょろきょろしていた翔馬を見て、ライナが声をかけて来た。

「あの矢を放った弓兵を探しているんだ。瀬里奈の爆発に巻き込まれなかったのかな？　と思ってね……」

「弓兵ならあそこにおります。ほら、敵部隊の最も後方の、川岸にいる、緑色の軍服を着た兵士が見えますでしょう？　あれが帝国軍弓兵です」

　ライナが指差したところに、確かに緑色の軍服を着た兵士の姿があった。だがその距きよ離りは遠く、どう見ても四百メートル以上離れている。

「あんな遠くから狙ねらって矢を当ててくるの？」

　翔馬は驚おどろいた。

　武器についてまとめた本の中に、古代イングランドで使われたロングボウの射程距離は五百メートルあったという説が書かれていたのを読んだことはあったが、その矢は角度をつけて発射された、いわば矢を上から降らせるような使い方をしたときの射程であって、目標を狙った矢ではない。

　ダイレクトに目標を狙って矢を射ているのだとしたらその腕うで前まえは神かみ業わざだ。

　驚く翔馬を見て、ライナはこともなげに言った。

「ここまで矢を届かせる腕前さえあれば、狙スナ撃イプ弓アロ射ーの魔法を掛かければ、視線で矢をコントロールできるのです」

「視線で？　じゃあ射手は到とう達たつ距きよ離りだけ考えて矢を射るだけで、後は目標を見ているだけで、矢が勝手に目標に向かって飛んで行ってくれるってわけ？」

「はい、そうです。しかし、狙撃弓射の魔法でコントロールされている矢は、同じ狙撃弓射の魔法を掛けた魔ま導どう師しの視線の影えい響きようも受けます。つまり、防衛側に、目の良い魔導師が多くいれば、飛んできた矢を逸そらせることができるのです」

「じゃあ、今までの戦いで瀬里奈が指揮台で攻こう撃げき魔法を使っていたとき、瀬里奈を矢から守るために魔導師の人たちががんばってくれていたってこと？」

「はい、指揮台の前に魔導師が横一列になって、飛んで来る矢を視線で逸らせる魔法障しよう壁へきを作ってお守りしておりました。それに気づいたので、帝国軍は矢を飛ばしてこなかったのだと思います」

　ライナの言葉を聞いて、翔馬は、この世界の軍隊の弓兵が狙撃に特化した理由を理解した。

　──そうか、距離さえ出せば、あとは百発百中で矢を当てられるのなら、何百もの矢を頭上から降らせるような、いわば下手へたな鉄てつ砲ぽうも数撃うてば……みたいな、そんな矢を無む駄だにするような戦法など考えもしないだろう。

　翔馬がそんなことを考えている間に、さらに三本の矢が飛来して、ゴーレムに突き立った。

　だが、ゴーレムはそんな矢などお構いなしに動き回り、踊るように手足を振り回している。

　それを見ていた帝国軍の兵士の中に、動どう揺ようが広がっていくのが、叫び声でわかった。

「見ろ！　矢が突き立っても、平気だぞ！」

「倒れもしない！　あの魔女は不死身なのか！」

「悪魔に魂たましいを売って不老不死の力を手に入れた、というのは本当だったんだ！」

「捕ほ虜りよの生命を吸い取っているから、何度殺しても甦よみがえってくるって聞いたぞ！」

「あれは、人間が相手にしちゃいけない存在だったんだ！」

　兵士の叫び声を聞いていた瀬里奈は、怒ど鳴なり返した。

「なんとでも言えーっ！　喰くらえ！　業炎火球！」

　砦の上空に禍まが々まがしい熱気を伴ともなう巨きよ大だいな火球が出現した。

「火だ！　火の雨が来るぞ！」

「冷気魔法！　最大詠唱はじめ！」

「冷気魔法を使えぬものは水だ！　水をかぶれ！」

　帝国軍の兵士たちは、腰に提さげていた皮の水袋を頭上に掲かかげ、頭から水をかぶりはじめた。

　敵てき愾がい心しんを燃やした目でその姿を見た瀬里奈は、にやっと笑った。

「あいつらに焼け石に水、ってコトワザの意味を教えてあげるわ！」

　瀬里奈は目を閉じて、さらに念を込めた。

　頭上に浮うかぶ白熱した火球が、一回り大きくなったような気がした。

　石造りの小屋の中にいても、熱さが伝わってくるのがわかった。

　輻ふく射しや熱ねつで、指揮台の周囲に落ちているカーテンや木の枠わくが、焦こげ始めた。

「おい、やりすぎるな！　ゴーレムが燃えちまう！」

「え？　あ、ホントだ！　いけない！　とにかくこいつをあいつらにぶつけるわ！　それっ！」

　瀬里奈が右みぎ腕うでを振ると、白熱した火球が、すうっと帝国軍の兵士たちの頭上に移動した。

「うぉっ！　熱あちちちッ！」

「逃にげろ！　焼き殺されるぞ！」

「ひえええ！」

　火球の真下にいた兵士が、悲鳴を上げて逃げ惑まどうのが見えた。

　瀬里奈は右腕を伸のばしたまま、早口で爆ばく発はつ魔法を唱えた。

『爆タウ裂・火リ炎ン！』

　ドッカーン！

　腹の底に響ひびくような低周波と共に、空中で爆発した白球は、無数の白熱したプラズマの砕さい片へんとなって地上に降りそそぐ。

　だが、その半数は、地上から二メートルほどの位置で輝かがやきを失い、消えてしまった。

　よく見ると、そのあたりに、ゆらゆらとたなびく白い霧きりのようなものが見える。

「……あれは？」

「冷気魔法です！　冷気の層を作り、落ちてきた白球の破片を無力化したのだと思われます。白く見えるのは、冷気で空気中の水分が凝ぎよう固こしたからです！」

「くそ！　やつらも馬ば鹿かじゃないってことだな……というか、これが魔法を『抵抗レジスト』するってことなんだ！」

　ライナの言葉を聞いた翔馬が、悔くやしそうにつぶやいたとき。

「いかん！　火の手が！」

　フィラメント少佐が叫んだ。

　見ると、ゴーレムの周囲に積みあがっていた木の枠と目め隠かくし用の黒いカーテンから火の手が上がり、燃え始めていた。

「消さなくちゃ！」

　そう言って飛び出そうとした翔馬の腕を、フィラメント少佐がつかんで、ぐい、と引いた。

「飛び出すな！　敵の矢が狙っているんだ！　死ぬ気ですか！」

　腕を引っ張られてその場にしりもちをついた翔馬の目の前にフィラメント少佐の真しん剣けんな顔があった。

　その顔を見たとたん、一気に現実感が襲おそってきた。

　──そうか、そうだった。ここは戦場だったんだ！　一歩間ま違ちがえれば、俺の頭に矢が突つき立ったかもしれない！

「……申し訳ありません」

「いや、わかっていただければよろしいのです。あなた方を死なせるわけにはいかないのですから……」

　フィラメント少佐はそう言うと、炎ほのおを上げて燃え始めた指揮台を見た。

「少し早いが潮時ですね。砦とりでに火を放って逃げましょう！　城じよう壁へきから下りてください！」

　小屋から出た翔馬は、燃え始めた指揮台の上で踊っている瀬里奈の衣装を着たゴーレムを見上げた。

　人間では耐たえられない炎の中で踊るゴーレムの姿には不思議な美しさがあった。

　その光景を見た翔馬の中に、あるアイディアがひらめいた。

　──この光景は、帝国兵たちも見ているはずだ！　ならば……。

「フィラメント少佐は、拡声魔ま法ほうを使えますか？」

「え？　あ、ああ、拡声魔法は兵を指揮する時の号令に必要だから、軍人は誰だれでも使えますが、それがどうかしましたか？」

「帝国兵に最後の脅おどしを掛けておこうと思うんです！　俺の言葉を、拡声魔法で帝国軍に流してください！」

　フィラメント少佐は、にやっと笑った。

「そうか、心理戦ですね……わかりました！」




　やがて燃え上がる炎の中で踊る服を着たゴーレムの姿に合わせて、おどろおどろしい声が、砦から帝国兵に向かって流れ始めた。


『わが名は瀬里奈……暴ぼう虐ぎやくと死をつかさどる破は壊かいと破は滅めつの魔女……

　瀬里奈は死なぬ！　たとえこの身は炎の中に朽くち果てても、何度でも甦よみがえる！

　見よ！　炎の中で舞まう我の姿を！

　この舞まいは、わが王国に足を踏ふみ入れたお前たち一人一人に、消えることの無い不運の呪のろいを掛けるための舞だ！

　お前たちは未み来らい永えい劫ごう不運に見舞われるであろう！　この先何一つ良いことは起きぬ！　たとえ良いことがあっても、それはさらなる不幸への落とし穴にすぎん！

　呪いはお前たちだけに降りかかるわけではない！　故郷に残したお前たちの家族の上にも降りかかるであろう！

　年老いた父母は病に倒たおれ、家か畜ちくは子を産まず、長雨が続き作物は腐くさり果て、雨が止やめば日照りが続き、田畑は干ひからびる。

　そして、生まれてきた幼子は己おのれの名を口にする前に死ぬ！

　パンを落とせば必ずバターを塗った側が下になる！

　小さな不運に見舞われるたびに、今日のことを思い出せ！　わが名を思い出せ！

　その小さな不運がやがて大きな不運を呼ぶだろう！

　破壊と破滅の女め神がみ、瀬里奈の名を忘れるな！

　瀬里奈の呪いは永遠に続く！　永遠にだ！　誰も破滅と不運から逃のがれることは適かなわぬ！　もがき苦しみ息絶えるそのとき、憎にくしみと共にわが名を呼ぶがいい！

　我にとって、それこそが最高の名めい誉よなのだ！

　うゎあはははははははは！』



　その哄こう笑しようと共に、ゴーレムが炎の中に崩くずれ落ちた。

　そして、砦のあちこちから、黒い煙けむりと炎が噴ふん出しゆつし始めた。




　砦から少し離はなれたところでそれを見ていた翔馬に、フィラメント少佐が感心したように話しかけた。

「すごいですね、よくあんな言葉がすらすら出てきますねえ」

「あ、いえ、あれは今まで見てきたアニメとか、小説とかの悪役の言葉をそれっぽくつなげただけです。少しは効果があったと思いますがどうでしょう？」

「効果は上々だと思います」

「私の評判を地に落とすのが、そんなに嬉うれしいか！」

　むくれた瀬里奈が、後ろから翔馬のふくらはぎを蹴け飛とばした。

「痛いてえ！　まあ、そう怒るなよ、仕方ないじゃないか、心理戦なんだから……」

「あんた、半分面おも白しろがってるでしょ？」

「え？　そんなこと無いよ、誤解だよ」

「……どうだか？」

　瀬里奈が半目で翔馬をにらんだ時、近衛このえ騎き士し団の竜りゆう騎き兵へいたちがやってきた。

「早く我々の竜に乗って下さい！　やつら、追っ手を放ちました！」

「追っ手？」

「ええ、敵は、砦に瀬里奈様が最後まで残っていたことを知っています。瀬里奈様さえなんとかしてしまえば、王国に勝てると判断するのは当然です！　さあ！　早く！」

「わかりました！」

　翔馬と瀬里奈、そしてライナたちは、竜騎兵の後ろに乗り込んだ。

「いいですか？　しっかりつかまっていてください！　飛ばしますよ！」

　竜騎兵の指揮官であるカルダモン大たい尉いは、そう言うと大きく腕うでを振ふり上げて、前を指差した。

「アンダルム峡きよう谷こく砦とりでまで、全速力だ！　出発！」

　翔馬たちを後ろに乗せた百騎の走竜は、燃えるモーントーン砦を後に残し、全速力で走り始めた。







　第三章　逃避行　CHAPTER THREE







　夕暮れが迫せまっていた。

　翔しよう馬またちを乗せた走竜は、森の中の小さな沢さわ沿ぞいに山の奥へと入っていく曲がりくねった細い道を走っていた。

　前の鞍くらに座って走竜を操あやつる竜りゆう騎き士しの肩かた越ごしに時折見える遠い山の頂が、傾かたむいた太陽に照らされて黄色く染まっているのがわかる。

　翔馬は、後ろを振り返った。

　さっき振り返ったときに、うっすらと見えていた燃えるモーントーン砦の煙は、もう、ほとんど見えなかった。

　──燃え尽つきたのか、それとも、それくらい遠くまで来た、ということなのか……いや、それもあるけど、夕ゆう闇やみが迫っているというのが最大の理由かもしれない。

　翔馬の周囲には、竜騎兵と瀬せ里り奈なたちが乗った二十騎ほどの走竜が走っている。

　砦を出たときは百騎いた竜騎兵だが、今はこれしかいない。

　追っ手を混乱させるために、隊長のカルダモンが、分ぶん岐きに差し掛かかるたびに、少しずつ騎兵を分散させたからだ。

　分ぶん離りした二十騎はそれぞれに、別のルートを使って、目的地である峡谷砦に向かうことになっている。

　追っ手の帝国騎兵の数は多いが、彼らはアンゼリカ王国の地理に疎うとい。分岐点ごとに分散して逃げることで、追っ手も分散せざるを得なくなる。集団でまとまって逃げるよりも逃げ切れる確率が高いとカルダモンが判断したのだ。

　森の中に夕暮れの冷気が漂ただよい始めると、竜が踏む湿しめった落ち葉の臭においが強くなる。

　どれくらい森の中を走っただろうか？

　沢を渡わたって、少し開けた場所に出たとき、隊長のカルダモン大尉が右手を挙げて隊列を止めた。

「よし！　ここで小休止だ！　竜を休ませよう！」

　竜騎士たちは走竜の足を止め、その場にしゃがませた。

　翔馬は、つかんでいた鞍のふちから手を放して、走竜の背中から飛び降りた。

　すたっ！　とカッコよく降り立ったつもりだったが、かなり長い時間同じ格好で鞍にまたがっていたので、膝ひざに力が入らなかった。

　背負っていた大きなサバイバルリュックの重さを支えきれずに、翔馬はその場にずてん！　と、しりもちをついてしまった。

「おわっ！」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうに覗のぞき込む竜騎士に、翔馬はあわてて首を振ってみせた。

「あ、大丈夫です！　ちょっとリュックが重くて、バランスが取れなくて……」

　近寄ってきた瀬里奈が、あー恥はずかしい。という顔で言った。

「そんな大きなリュック背負ってるからよ！　サバイバルに必要だからって、詰つめ込みすぎ！」

「なに言ってやがる、お前がもしもの時でも、温かいお茶が飲みたいとか、寒い野宿は嫌いやだとか言うから、そういったものを全部詰め込んでいるんじゃないか！　俺だけがサバイバルするなら、こんな大きな荷物はいらないんだ！」

「あら、そうなの？」

　瀬里奈は目を丸くした。

「そんな重いもの持っていけるか、とか、ぶつくさ文句言っていたから、てっきり持って来てくれていないんだと思ってた……」

「お前が不ふ機き嫌げんになると、まともに戦争できないからな。これはまあ、その、なんだ……大たい砲ほうのメンテナンス用品みたいなものだ」

「何よ、その言い方！　感激して損した！」

「まあまあ、そう、怒らずに。翔馬様にお茶の道具一式を持って来ていただいたのですから、お茶をいれましょう」

　ライナは、困ったような表情で小さく首を傾かしげ、瀬里奈をなだめるように言うと、カルダモン大尉に向き直った。

「お茶を入れるくらいの時間はございますか？」

「ええ、大丈夫です。今、鷹ホーのク・目アイ部隊が、追つい撃げき中の敵の状じよう況きようを確かく認にんしていますので、あとしばらくは、ここに留とどまります」

「そうか、それなら道具を出そう」

　翔馬はそう言うと、背負っていたリュックを下ろして、その場に座り込み、中から、グランドシートと小さな野外用のコンロとヤカン。そして布に包まれたティーポットと、香こう茶ちやの入った小さな缶かん、そしてステンレスの保温マグカップなどを取り出しはじめた。

「お茶だけ？　ミルクと砂糖は？　あと、お茶菓が子し！」

　翔馬のリュックの中を覗き込んで瀬里奈が聞いた。

「あのなあ、このリュックは四次元ポケットじゃねえんだ。そんなに色々持っているわけ無いだろう。砂糖とクリーミングパウダーなら、その缶に小分けしたパックが入ってる。お茶菓子は、この防ぼう湿しつパックの中のクッキーでガマンしろ」

「なんだかんだ言っても、ちゃんと持ってきてるじゃない」

「今あるものでガマンしろってことだ。シュークリームだカレーパンだ、と要求されても出てこないぞ、ってことだよ」

「そんなわがまま言うわけ無いじゃん」

「最初に出会ったとき、目め一いつ杯ぱいわがまま言っていたくせによく言うぜ……」

「あれは……翔馬が来てくれたから舞まい上がってただけよ、だって、ホントに欲しかったもの……カレーパンとか持ってきてくれたし……ホントに、人間コンビニみたいだなとかは思うけど……」

「俺は二十四時間なんでもそろう、街角のなんでも屋かよ！」

「馬ば鹿かにした意味で言っているわけじゃないよ！　だってこうやって何でも出してくれるから、ホントに便利だなあって思っただけで……」

「あのなあ……」

　いつもの口げんかが始まりそうなのを見て、ライナが簡易コンロの上に水すい筒とうの水を入れたヤカンを載のせながら話を逸そらした。

「そう言えば、翔馬様から簡単なレシピをお聞きしましたので、今度、瀬里奈様の大好物のカレーパンを作ってみようと思います。カレー粉がございますから、それらしいものが作れそうですわ」

「ホント？　すごいじゃない！　ライナが作るなら、きっと美味おいしく出来るだろうなあ……楽しみ！」

「もし、美味しく出来なくても、お許し下さい、生まれて初めて作りますので……」

　ライナはそう言うと、口の中で小さく呪じゆ文もんを唱え、簡易コンロの中を指差した。

　すると、そこにオレンジ色に輝かがやく小さな火球が出現し、やがて、ヤカンがシュウシュウいいはじめた。

「いやあ、魔ま法ほうって便利だなあ。燃料の心配無しでお湯が沸わかせるんだものなあ」

　感心したようにつぶやいた翔馬を見て、ライナは小さく首を振った。

「火球の魔法は精神力を浪ろう費ひしますので、本来ならば点火のときに補助的に、一いつ瞬しゆん使うだけで、連続して火球を作り続けたりはしません。普ふ通つうに薪まきを燃やした方が楽ですし、強い火力を維い持じできますから」

「魔法の火ってのは着火ライターみたいなもの……ってことか……」

「ちゃっからいたー？　ああ、あの、翔馬様の持っていた不思議な道具ですね、水が入っているのに、火が付く……」

「水？　ああ、あれは液化ガスなんだけど……確かに水にしか見えないよな」

「えきか……がす？」

「えーと、なんと言えばいいのかな？　あれは燃える気体なんだけどそれを高圧で圧縮すると液体になって……えーと」

　ぽかん、と口をあけているライナと瀬里奈を見て、翔馬は説明をあきらめた。

「……まあ、いいや、とにかくそういうものなんだ。というか、瀬里奈は俺の言っている意味はわかるだろう？　俺の世界の人間なんだから」

　瀬里奈は、首を振った。

「あれがガスライターだってことは知ってるけど、どうしてガスが水みたいになっているかは知らないわ。魔法みたいなものなんでしょ？」

「……なんでお前がこの世界に順応したかよくわかったよ」

「なによ、その可か哀わい想そうな子を見るような目は！」

　むくれた瀬里奈を見て、ライナは困ったような表情で、腰こしに手をあてた。

「瀬里奈様、ご機き嫌げんをお直し下さい。嫌な気分で飲むとお茶も美味しくありませんわよ？」

「そうね、デリカシーの無い翔馬の言うことなんか気にしてもしょうがないものね」

　瀬里奈はそう言うと、翔馬が広げたグランドシートに座って、ライナから香茶の入ったカップを受け取った。

「わあ、いい香かおり！　お砂糖とミルクたっぷりにしようっと！」

　カップの香茶に小こ袋ぶくろの砂糖とクリーミングパウダーを入れて、かき回していた瀬里奈は、はっと顔を上げた。

「……みんなの分もあるの？」

「ヤカンが小さいので……ギリギリ間に合うかどうかですね」

「ああ、俺は後でもいいよ、カルダモン隊長と騎き士しの人たちを優先してくれ」

「かしこまりました」

　ライナはそう言って一礼すると、ティーポットを持って、輪になって小休止している竜騎士たちのところに向かった。

　ライナの手にあるティーポットを見た騎士たちは、座り込んでいる自分の走竜のところに行って、鞍くらにつけてあったサドルバッグの中からそれぞれに私物のカップを取り出して、走って戻もどって来た。

　嬉うれしそうにライナのティーポットから注つがれるお茶を見ている騎士と、それを見て談だん笑しようする騎士たちを眺ながめながら、翔馬はつぶやいた。

「夕暮れの近づく森の中で、お茶を飲んでいる騎士たち……か。絵になる光景だよな。後ろで座り込んでいる走竜だけが、どう見ても非現実的だけど」

「そう？　慣れると気にならないわよ。子供の走竜は、人なつっこくてかわいいし」

「確かに、人に慣れている走竜や牽竜はカワイイけど……最初の晩に山で見た野生の竜のイメージが強すぎて、まだ、ちょっと怖こわいな」

「あの時は怖かったよね……卵から孵かえして飼うとすごく懐なつく。今は産卵期で誰だれでも簡単に卵が取れるって聞いたから、のこのこ山の中に入ってひどい目にあっちゃった……」

　瀬里奈がそう言ってうなずいたとき、部下と話をしていたカルダモン隊長が翔馬のところに早足でやってきた。

　さっき、部下たちとお茶を飲んでいたときとは、比べ物にならない厳しい顔つきを見て、翔馬は思わず立ち上がった。

「何かあったのですか？」

「ええ、先ほど鷹の目部隊の隊員に、追っ手の状況を確認させたのですが、何組かは敵に追いつかれて捕ほ虜りよになったようですね……敵はこの土地に疎うといと思っていましたが、どうやら道案内に傭よう兵へいを使っているようです」

「傭兵ですか！」

　翔馬の脳のう裏りに、この世界に召しよう喚かんされた次の日に、森番の小屋を探しに来た連中の顔が浮うかんだ。

「やつら、森や山には詳くわしいようですね……」

「ええ、傭兵は、雇やとわれていないときは走竜の卵などを採取して生計を立てておりますので、山道に詳しいのです……帝国は、かなり周しゆう到とうに戦争の準備をしていたのだと思われます。暗くなれば追っ手も動きが鈍にぶくなると思っていましたが、地理に明るい道案内がついているとなると、のんびりしていられません。追っ手はすぐそこに迫せまっています。目的地の峡きよう谷こく砦とりでまで全速力で行きましょう」

「わかりました、では道具を片付けます」

「せっかくお茶の用意をしていただいたのに、申し訳ありません」

「いえ、事態が切せつ迫ぱくしているんですから当然です。お茶の続きは峡谷砦ですね」

　騎士団の騎士たちは、飲み残しのお茶を地面に撒まくと、それぞれの走竜に走り寄った。翔馬も、ティーセットや簡易コンロをリュックの中に詰つめ込み始めたが、グランドシートがどうしてもリュックの中に納まらない。

　きっちり畳たたんで体重を掛かけて圧縮しないと小さくならないのだが、そんなことをやっている時間は無い。

　──くそ、このまま丸めて、リュックの口に突つっ込むしかないか……リュックの口が閉まらないけど仕方ない。

　翔馬は、シートを円えん筒とう形にくるくると巻いて、リュックの口に突っ込んで、それを背負った。

　他ほかのみんなはすでに走竜の背に乗っている。

「翔馬！　遅おそいよ！　早く！　すぐそこに追っ手が来ているんだって！」

「わかってるよ！　荷物が多いんだから仕方ないだろうが！」

　翔馬はそう言い返すと、大きなリュックを背負って、自分を乗せてくれている騎士のところに駆かけ寄った。

「待たせてすみません！」

「いえ、それより、ここからは速度を上げます。かなり揺ゆれますから、しっかりつかまっていてください！」

「はい！」

　翔馬が後ろの鞍に乗ったのを見たカルダモン隊長が叫さけんだ。

「追っ手はすぐ後方に迫っている！　全速力で峡谷砦に逃げ込むぞ！　何があっても止まるな！　落らく伍ごしたものを助けに戻ることはできない！　出発！」

　竜りゆう騎き士しが駆る走竜たちは、一列になって山の中に延びる細い道を走り出した。

　速度が増すのと同時に、今までとは比べ物にならないほど激しく揺れ始めた。

「うわ！」

　翔馬は、鞍の前に付いているグリップをあわてて握にぎり直した。

　そして、走り始めて十五分ほどすぎた時。後方の森の中から『パプゥーン！』という角笛を吹ふく音が聞こえて来た。

「あれは？」

　思わず尋たずねた翔馬に、走竜の手た綱づなを握っている騎士は振ふり返りもせずに答えた。

「帝国軍の追っ手です！　仲間を呼んでいるのだと思います。おそらく茶の臭においを嗅かぎつけて、あそこで我々が小休止したことに気がついたのでしょう！」

　その声には焦あせりの色があった。

　──思ったより追いつかれているってことか……。

　翔馬がそう思ったとき、最さい後こう尾びを走っていたカルダモン大たい尉いが叫んだ。

「道を外れて左の森に入れ！　ショートカットするぞ！」

　その声を聞いた騎士たちは、走竜の手綱を引いて、行き足を止めると、そのまま方向を変えて道の左側の山の斜しや面めんに走竜を乗り入れた。

　翔馬の乗った走竜もガサガサと茂しげみを搔かき分けながら、猛もうスピードで山を登り始めた。

　──すごいな。車輪じゃこういうところは走れない……いや、バイクなら走れるな……二足歩行というのは二輪車と共通点があるのかも知れない……。

　そんなことを考えたそのとき、一本の太い枝が目の前に現れた。

　翔馬は、ひょい、と首を引っ込めてその枝をくぐった……つもりだった。

　だが、次の瞬しゆん間かん。翔馬の身体からだは、ぐい！　と後方に引っ張られた。

　──え？　あ、しまった！　リュックか！

　そう思うのと同時に、翔馬の身体は走竜の背を離はなれ、宙に浮いた。

　翔馬が背中を丸め首をすくめるのと、激しい衝しよう撃げきと共に地面に叩たたきつけられるのは同時だった。

　ぐふっ！

　背中を叩きつけられ肺から空気が押し出されたのだろう、うめきとも咳せきともつかない声を上げて、翔馬はそのまま意識を失った。

　急な山の斜面を、ごろごろと転がり落ちていく翔馬を見た騎士が、走竜の足を止めて、翔馬のところに戻ろうとしたが、カルダモンがそれを止めた。

「止まるな！　止まれば全員が危険に晒さらされる！　申し訳ないが、我々はここで止まるわけにはいかんのだ！」

「しかし！」

　騎士がそう答えた時。すぐ後方で、再び角笛の音が聞こえた。

「やつら、道を外れたところまで来ている！　もはや猶ゆう予よは無い！　行け！　行くんだ！」

　騎士は悔くやしそうに首を振ると、手綱を引いて、走竜の向きを変え、先行する瀬里奈たちを追って走り始めた。

　カルダモンは山の斜面を転がり落ちて行った翔馬の姿を目で追って捜さがしていたが、かなり下に転がっていったらしく、夕暮れの森の中では、もはや見つけることは出来なかった。

「……必ず救出いたします！　ご無事で！」

　カルダモンは自分に言い聞かせるようにそうつぶやくと、瀬里奈たちを追って走竜を走らせ始めた。




　朦もう朧ろうとした意識の中で身体を動かそうとした翔馬は、腕うでと足が自由に動かないことを知って、はっと我に返った。

　自分の腕を見ると、両腕は細い縄なわで縛しばられていた。きっと足も同じように縛られているのだろう。

　どうやら首は動かせるらしい。

　そーっと首を動かして周囲を見回すと、そこは、どうやら天幕の中らしい。身体の下には柔やわらかな毛布のようなものが敷しかれている。

　壁かべになっている部分に、小さなランタンのようなものが引っ掛けられていて、それが天幕の内部を照らしているので、それほど暗くはない。

　ランタンの光が、炎ほのおのように揺らぐこともなく、一定の光を放ち続けているところを見ると魔ま法ほうによる光源なのだろう。

　──どうやら俺は帝国軍の追つい撃げき部隊に捕つかまったらしいな……。

　いきなり殺されるようなことはないと思うが……問題は俺の正体が帝国軍の連中にバレているかどうかだ。

　俺が瀬里奈と同じ世界から来た異世界人だということがわかれば、俺を人ひと質じちにして王国に譲じよう歩ほを迫るかもしれない……どうしよう？

　そのとき、翔馬の脳裏に、逃げている途と中ちゆうで一休みした時に瀬里奈に言われた言葉が浮かんだ。

『……ホントに、人間コンビニみたいだなとかは思うけど……』

　──そうだ！　俺はただのなんでも屋だ。そういうことにしてしまおう！

　リュックの中身は俺とは無関係。何だかわからないし、何も知らない。荷物背負って付いて来いと言われただけの人間で、時給がよかったので応おう募ぼしたフリーターだ！　尋じん問もんされてもそれで押し通せばいい！

　翔馬が小さくうなずいたとき。話し声が近づいてきた。

「異世界人と思われる若者だと？」

「はい、先ほどお見せした道具が入った背はい囊のうを背負って、山に倒たおれておりました。あまり見たことの無い風ふう体ていの若者でしたので……おそらくは」

「そうか……もし異世界人だとしたら、皇こう帝てい陛下に御ご報告せねばなるまい」

　やがて、天幕の入り口の幕が開く、ばさり、という音がして、声の主が入ってきた。声の主は、天幕の中に下がっていたランタンを外して、翔馬の顔に近づけてのぞき込んできた。

「……この若者か？　ふむ、確かにこのあたりでは見たことのない顔だちだな」

　翔馬は好こう奇き心しんの誘ゆう惑わくに勝てず、思わず薄うす目めを開けて、顔をのぞき込んできた男の顔を見た。

　光を背にした男の顔は、うす暗く、よく見えなかったが、その男が、にやりと笑ったのだけはわかった。

「意識が戻もどっておるようだな……目が動いたぞ」

　──しまった！　どうする？　このまま意識を失った振りをしていた方がいいだろうか？　いや、この男は騙だませそうにない……。

　どうせ捕まっているんだ、覚かく悟ごを決めた方が良さそうだ。

　翔馬は、ゆっくりと目を開けた。

「やはりな、気づいておったか……」
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　翔馬の顔をのぞきこんでいたのは、三十代半ばの、上級将校らしい肩かた飾かざりをつけた青い軍服を着た、がっちりとした体格の男だった。

　その男は、横に立っている革かわの鎧よろいを着込んでいる、髭ひげ面づらの男を見て聞いた。

「この者は、武器を持っていたのか？」

「いえ、丸まる腰ごしでした。代わりに先ほどお見せした大きな背囊を背負っておりました」

「……そうか」

　将校は、少し考えたあとで、髭面の男に言った。

「よし、この者の手足の縄を解いて、腰こし縄なわにして、司令部の天幕まで連れて来い」

「よろしいのですか？　手足を自由にして……」

「鍛きたえたような体つきはしておらん。こやつは軍人ではない。暴れてもどうということはなかろう……だが、目を離すな」

「かしこまりました」

　髭面の男はそう言うと一礼した。

　将校が出て行くと、髭面の男は、翔馬の脇わきにしゃがみこんで、翔馬の肩かたに手を掛けて、上半身を引き起こしながら聞いてきた。

「お前……言葉はわかるんだろう？」

「わかる……」

　髭面の男は、ほっとしたような表情になった。

「そうか、よかった。どこか違う国の人間で、言葉が通じなかったら、どうしようかと思った。俺はそっち系の魔法は使えねえしな……」

「あんたは、帝国軍の軍人じゃなさそうだが……猟りよう師しか？」

　髭面の男は、にやっと笑ってうなずいた。

「おうよ、猟師もやれば、用心棒もやる。何でも屋だ……これからお前の手の縄を解くが、ここは帝国軍の前進キャンプだ、周りには帝国軍の騎き兵へいが山ほどいる。それと、念のために言っておくが俺を人質にしようなんて思うなよ？　帝国軍から見れば俺みたいな傭よう兵へいの命を尊重する理由は無いからな、俺は盾たての代わりにもならんぞ？」

「そんなことしないよ……」

　翔馬は目の前にいる傭兵の肩に盛り上がる筋肉を見て、言葉を継ついだ。

「……勝ち目は無さそうだしね」

「そうか、物分りが良くて助かった」

　傭兵は、にやりと笑うと手早く翔馬の腕の縄を解いた。

　翔馬は腕についた縄の跡あとを擦こすりながら話しかけた。

「今いま頃ごろは、走竜の卵狩がりで忙いそがしいんじゃないの？」

「帝国軍は金払ばらいがいいんでね……それに山狩りの途中で卵を取ってもいいって話だったしな……」

　傭兵はそう言うと、翔馬が寝かされていた毛布の脇に積み上げられている木箱を指差した。

「あとは、お前さんが金になれば、見つけた俺は大金持ちよ、一石二鳥ならぬ三鳥ってことさ」

「期待に添そえないと思うよ。俺はただの荷物持ちだからね」

　翔馬の足を縛っていた縄を解く手が止まった。

「……まさかそんなこたあねえだろう」

「いや、ホントだって。俺もあんたと同じ、ただの雇やとわれなんだ。給料がいいからついてきただけなんだ」

「そうは思えねえな、お前の持ってた荷物の中にあった、得体の知れねえ道具は、どう見たって俺達の世界のものじゃねえ」

「あ、いや、あれは、魔女の持ってたものなんだ。俺の荷物は瀬里奈って、あのおっかねえ女の持ち物なんだよ、俺のじゃねえんだ」

「なんだ、そうだったのか……でもよ、お前が魔女の付き人みたいなことやってたことに変わりはねえんだろ？　色々情報持ってそうだし、重要人物に変わりはねえってことだ。よし、足の縄は解いたぜ。代わりと言っちゃなんだが、腰に縄を巻かせてもらう。勝手に逃げられちゃ困るんでな……」

　傭兵は、翔馬の腰に巻いた縄の先を左手でしっかり握にぎると、右手で腰につけたナタのようなナイフを抜ぬいて見せた。

　それは鋼鉄とは違う白く輝かがやく金属で作られた、幅はば広びろの刃はを持つ無骨なナイフだった。

「俺の右手は自由になる。くれぐれも変な気を起こすな。さあ立て。司令部に行くぞ」

「わかったよ、俺だって痛いのは嫌いやだ。その危ないものを引っ込めてくれよ」

「ははは、物分りのいい人間は嫌きらいじゃないぜ」

　傭兵はそう言うと、ナイフを革の鞘さやに差し込んだ。




　司令部の大きな天幕は、軍人たちが着ている軍服と同じ青い布地で作られていた。

　きっと遠くから見ても、どの部隊の司令部なのか判別できるようにするためなのだろう。

　──迷めい彩さい色しよくの思想とは正反対の考え方だ。やっぱり戦術思想が、ナポレオン戦争の頃ころと同じなんだろうな。

　翔馬は、自分の中にある不安から気を紛まぎらわせるために、そんなことを考えながら天幕の中に入った。

　天幕の中央には太い柱があり、そこからパラソルのように薄うすい板のようなものが放射状に延びて、天てん井じようの布を支えている。

　内部は簡単な板で仕切られており、壁へき面めんに沿って折りたたみ式の簡単な椅い子すが置かれている。

　仕切り板の奥に通された翔馬の目の前には、少し変わったデザインの黒い椅子が置かれ、その前に置かれた机の上には、翔馬のリュックと、その中身である様々なサバイバルグッズが並べられていた。

　傭兵に連れられて入ってきた翔馬を見た将校は、衛兵に言った。

「よろしい、その者を、その真実の椅子に座らせろ」

「はっ！」

　衛兵は小さく敬礼すると、翔馬の腰に巻いた縄を傭兵から受け取った。

　将校は、傭兵を見て言った。

「報ほう酬しゆうは、この者の正体が判明し次し第だい貴殿に支し払はらう。契けい約やくどおり重要人物ならば、規定の報酬にさらに上乗せするが、小物なら基本報酬のままだ。悪く思うな」

「ええ、それで構いません。重要人物であることを願ってますぜ……」

　傭兵は、そう言って愛あい想そ笑いを浮うかべると、翔馬を置いて天幕を出て行った。

　傭兵が出て行ったのを確かく認にんした将校は、ゆっくりと翔馬に近づくと、そこで一礼した。

「ご挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ない。私はユーロディエル帝国第三騎兵団第二大隊所属、第一偵てい察さつ騎兵中隊の中隊長、デロンギ少しよう佐さだ。差し支つかえなければ君の名前を教えてくれないか？」

「俺の名前はヤマブキ・ショーマ。海辺に住んでいるヤマブキ族の人間だ」

　翔馬が名乗ると、デロンギ少佐は目を丸くした。

「ショーマ？　それが名前なのか？　これまたとんでもない名前だな……」

「俺の名前を馬ば鹿かにするな。俺の一族では空を飛ぶ馬という意味だ。俺の一族にはショーマなんて悪あく龍りゆうの伝説は無い！」

「そうかそうか、君の一族には暴龍ショーマの伝説は伝わっていないのか……」

　デロンギ少佐は、興味深そうにうなずくと、小さな声で呪じゆ文もんのようなものを唱えた。

『真実の精せい霊れいの力宿りし漆しつ黒こくの椅子よ、その依より代しろに座りし者の言の正否をここに答えたまえ……虚言ポリグ判定・ラフ！』

　呪文が終わるのと同時に、椅子全体が、ぼうっと紫むらさき色いろのオーラに包まれた。

「ショーマの伝説は知らなくとも、この真実の椅子の魔ま法ほうは聞いたことがないかね？　この椅子は、お前言っている言葉が正しいかどうかを判別する。

　お前が何を言おうと、間ま違ちがっていればたちどころにそれを見み抜ぬく。お前の言っていることが正しければ『肯ポジ定テイブ』間違った答えを口にすれば『否ネガ定テイブ』と答える。この椅子の答えは絶対だ。間違うことはない。試ためしてみよう……これからお前に質問をする、ウソを答えてみろ……お前は女か男か？」

　翔馬は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、ゆっくりと答えた。

「俺は女だ」

　すかさず椅子から明めい瞭りような声が響ひびいた。

『否ネガ定テイブ！』

「では男か？」

「そうだ」

『肯ポジ定テイブ！』

「お前は人間か？」

「違う」

『否ネガ定テイブ！』

「もう一度聞く。お前は人間か？」

「そうだ」

『肯ポジ定テイブ！』

　デロンギ少佐は、勝ち誇ほこったような微び笑しようを浮かべた。

「どうだね？　真実の椅子の力が理解できたかね？　ウソをついても無む駄だだ。お前の言葉が間違っていれば、この椅子は即そく座ざに『否ネガ定テイブ』と答える！」

　翔馬は、自分の脇の下に冷たい汗あせが流れ落ちるのを感じていた。

　──ヤバイ！　こいつは人の心を読むのか！　ウソが通じない！

　少佐は翔馬の表情を見て、余よ裕ゆうの微笑を浮かべた。

「なにやら顔色が悪いぞ？　さあ、回りくどいことをやっている暇ひまは無い。単刀直入に聞こう。お前はこの世界の人間か？」

　翔馬の頭の中に様々な考えがぐるぐると回った。

　──どうする？　どうすればいい。なんて答えればいいんだ？　ウソを言えば見抜かれる。この椅子が『肯ポジ定テイブ』と答えるのは、俺が正しいことを口にしたときだけだ！

　そのとき、翔馬の脳内に一つのアイディアがひらめいた。

　──そうか！　言っていることが正しいかどうかだけを判断するってことは、質問の前提条件を変えてしまえばいいのかもしれない！

　ダメで元々だ！　一か八ばちか答えてみよう！

「今の、俺はこの世界の人間だ！」

　翔馬は『今の』と言う部分を口に出すとき下を向いて早口の小声で、そして後の『俺はこの世界の人間だ』と言う部分は顔を上げて大声ではっきりと発音した。

　椅子は、すかさず答えた。

『肯ポジ定テイブ！』

　その答えを聞いたデロンギ少佐は目を見開いた。

「なんだと？　どう見てもお前はこの世界の人間ではないぞ？　だが……真実の椅子が間違うわけがない……」

　少佐の顔を見ながら、翔馬は胸の中で快かい哉さいを叫んでいた。

　──やっぱり思ったとおりだ！　この椅子は心の中を判別するのではなくて、単に言っている言葉が真実かそうでないかを判別するだけなんだ！

　答える言葉を上手うまく選べば、この尋じん問もんを切り抜けることが出来るかもしれないぞ！

　デロンギ少佐は、しばらく考えていたが、やがて小さくうなずいた。

「では、質問を変えてみよう……お前はアンゼリカ王国軍の軍人か？」

「違ちがう、軍人ではない」

『肯ポジ定テイブ！』

「軍人ではない人間が、なぜ、軍と共に行動していたのだ」

「軍の用事を手伝っていただけだ。俺は手伝いだ」

『肯ポジ定テイブ！』

「お前の持っていたこの道具は異世界の道具か？」

「そうだ、それはこの世界で作られたものではない」

『肯ポジ定テイブ！』

「お前は誰だれと共に行動していた？」

「破は壊かいと破は滅めつの魔女の瀬里奈だ」

『肯ポジ定テイブ！』

「魔女の瀬里奈は、異世界の人間というのは本当か？」

「瀬里奈は異世界で生まれ異世界で育った、そういう意味では確かに異世界の人間だ」

『肯ポジ定テイブ！』

　デロンギ少佐は、再び難しい顔になった。

「この椅子が間違うことはありえない……ということは、お前の言っていることは真実だ。ということになる……私はお前が、魔女瀬里奈が、この世界に召しよう喚かんした守護勇者だと目星をつけていたのだがな……そうか、それを聞いていなかった……」

　少佐は翔馬の顔を正面から見つめて聞いた。

「魔女瀬里奈は、お前をなんと呼んでいる。お前の呼び名だ！」

「翔馬……そして、人間コンビニ……つまり二十四時間営業の、なんでもそろう便利屋だ」

『肯ポジ定テイブ！』

「お前は剣けんを使えるか？　弓や槍やりを使ったことはあるか？」

「俺は剣も弓も槍も使えない、その修しゆ行ぎようもやったことは無い」

『肯ポジ定テイブ！』

「お前はただの荷物もち、ということか……」

「そうだ、俺はいつも出歩くときに、あの荷物を全部持って歩いている」

『肯ポジ定テイブ！』

　デロンギ少佐は、露ろ骨こつにがっかりとした顔になった。

「剣も弓も槍も使えない人間が、守護勇者であるわけがない……お前は、ここにある瀬里奈の荷物を持って付いて回っているだけの荷物もちということか」

「そうだ」

　翔馬が、思わずそう答えると、椅子は翔馬の言葉を否定した。

『否ネガ定テイブ！』

「ん？　なぜ否定する？　お前は今ウソをついたのか？」

　──やばい！　今の俺の答えのどこが間違っているんだ？　あ、そうか！　荷物は瀬里奈のものじゃない、俺のだ！

　翔馬はあわてて言い直した。

「あ……あの荷物は瀬里奈の荷物ではない。俺の……俺が背負って運んでいた荷物だ」

　翔馬は祈いのるような気持ちで椅子の答えを待った。

『肯ポジ定テイブ！』

　椅子は翔馬の言葉を正しいと認めた。

「そうか、それで否ネガ定テイブ、と答えたのだな、うむ、真実の椅子は正確だ。しかし……瀬里奈が守護勇者を召喚したという情報が間違っているとは思えん……」

　デロンギ少佐は、顔を上げると、翔馬に聞いた。

「お前は瀬里奈が召喚した守護勇者を見たことがあるか？」

「守護勇者かどうかは知らないが、異世界人の男は見たことがある……鏡の中で」

　鏡の中で、という部分は、下を向いてささやき声なのは言うまでもない。

『肯ポジ定テイブ！』

「どんな男だ？　年ねん齢れいは？」

「まだ若い、十八歳くらいだ」

『肯ポジ定テイブ！』

「瀬里奈と共に行動しているのか？」

「そうだ、瀬里奈と共にいる」

『肯ポジ定テイブ！』

　デロンギ少しよう佐さは、しばらく無言のまま考え込んでいたが、やがて、大きくため息を吐ついた。

「ふうむ、そうか、わかった……どうやら私の見込み違いということらしいな……お前が異世界人なら、王国との取引材料になると思ったのだが、ぬか喜びだったようだ……」

　デロンギ少佐は、そうつぶやくと、小声で呪文を唱えた。

『椅子に宿りし真実の精霊よ、我は汝なんじを、その依り代より解き放つものなり！　精霊カツト・解放オフ！』

　その呪文を唱え終わるのと同時に、黒い椅子の周囲に漂ただよっていた紫色のオーラが、すうっと消えた。

「お前は、この品物と一いつ緒しよに、帝国本国に送る。そこで情報部の連中に詳くわしく調べてもらうことにしよう」

「家に帰してもらえないのか？　俺は軍人じゃないんだぞ？」

「確かに軍人ではないが、お前は、あの魔女と行動を共にしていた。となれば色々聞きだせることが多そうだ。運が悪いと思ってあきらめろ。連れて行け！」

「はっ！」

　翔馬の腰こしに巻いた縄なわを持っていた衛兵がデロンギ少佐に尋たずねた。

「どちらに収容しておけばよろしいのでしょうか？」

「ん？　あ、ああそうか、こいつは軍人ではないからな。今日の追つい撃げき戦で捕ほ虜りよにした王国軍の騎き兵へいと同じ待たい遇ぐうで扱あつかうわけにはいかんな……武人は尊ぶべきだが、こいつは雇やとわれただけの運び屋らしいからな、最初に寝かせてあった傭よう兵へいの天幕で構わん。手足を縛しばりなおして転がしておけ！」

「了りよう解かいしました！」

　衛兵はそう答えると、翔馬の腰に巻いてある縄を引っ張った。

「さあ来い！」

「痛いて！　いきなり引っ張らないでくれよ、口で言えば聞こえるよ」

「口答えをするな、さあ行くぞ！」

　翔馬は司令部の天幕から、傭兵にあてがわれていた小さな天幕へ戻もどされ、再び手足を細い縄で、きっちり縛られ、転がされた。

「ときどき様子を見に来るからな、おとなしくしていろよ」

「おとなしくも何も、手足を縛られていたんじゃ何も出来ませんよ」

「まあそう言うな。後ろ手で縛っていないだけマシだと思え」

　衛兵はそう言うと、翔馬を地面に転がして、天幕から出て行った。

　一人になった翔馬はその場で考え込んだ。

　──デロンギ少佐が言っていたが、帝国軍はどうやら俺が異世界からの召喚者だったら、人ひと質じちにして交こう渉しようの道具にするつもりだったらしい。

　敵対行動の中止や国土の割かつ譲じよう、瀬里奈の幽ゆう閉へいなどを要求し、要求が受け入れられなければ俺を殺す、と通告するつもりだったのだろう。

　アニス女王が要求を拒きよ絶ぜつして、見殺しにされるのは嫌いやだけど。要求を受け入れて、国土を失い、帝国の属国になってボロボロになった王国に生きて帰って、ずっと白い目で見られるのはもっと嫌だ。

　でも、なんとか俺の正体はバレずに済んだようだ。

　こうやって、見張りもつけずに物置みたいな天幕の中に一人で置いておくというのが、俺にはたいした価値は無いと思っている証しよう拠こだ。

　でも、明日の朝になって、捕虜になった王国の騎士たちと顔をあわせれば、俺の正体は間ま違ちがいなくバレるだろう。

　扱いがぞんざいな今夜のうちに、なんとかして脱だつ出しゆつしなければ。

　チャンスは今しかない！

　翔馬は周囲を見回した。

　──この天幕は傭兵が使っていた、いわば物置だ。刃は物ものとか金具とか、どこかに落ちていないか？　落ちていなくてもいい、硬かたい金属が露ろ出しゆつしていればそこに縄をこすり付けて切ることが出来るはずだ。

　翔馬は、ごそごそと天幕の中を這はいずり回った。

　だが、使えそうな金具はどこにも無かった。唯ゆい一いつとがった部分があるのは、積み上げられた木箱の角だけだった。

　翔馬は腕うでを縛った縄を木箱の角に、ガシガシとこすり付けてみた。

　だがその縄は強きよう靭じんな繊せん維いで作られているらしく、縄が切れずに木箱の角が、ぽろぽろと剝はがれるだけだった。

　──くそ、だめか……。

　翔馬は床ゆかに仰あお向むけにひっくり返り、天幕の天てん井じようを見上げた。

　──そうだ！　あの壁にあるランタンを使って縄を焼き切れば……って、ダメか、あれは魔ま法ほうの光で炎ほのおじゃない。

「くそ！　何がサバイバルだ！　俺は道具が無けりゃ何も出来ないのかよ！」

　翔馬が、そう独り言をつぶやいた、そのとき。

　視界の中を、何かがちょろっと動いたような気がした。

　──ん？　なんだ？

　思わず顔を上げた翔馬の視線の先に……一いつ匹ぴきのネズミがいた。

　──なんだ……ネズミか。食い物のにおいに釣つられて入ってきたのかな？

　ネズミは、鼻をひくひくさせながら、物もの怖おじせずに翔馬の近くまでやってきた。

　──ココまで無警けい戒かいに人間に近づくというのは、人間を知らないか、人間に慣れているかのどっちかだな。

　いや、もしかしたら、この世界のネズミは、俺達の世界のネズミのように穀物を食わないので、害がい獣じゆうとして駆く除じよされていないのかもしれない。

　待てよ……穀物を食わないとしたら、何を食うんだ？　ひょっとして、この世界のネズミは肉食か？

　目を見開いた翔馬の目の前にやってきたネズミは、そこでひょい、と後ろ脚あしで立ち上がり、翔馬に向かって右手を振ふった。

　──え？

　今、こいつ、右手を振ったよな？　いや、右手というよりは右前足だが……目の錯さつ覚かくか？

　驚おどろく翔馬の前で、ネズミは再び手を振った……今度は両手だった。

　──手を振るネズミなんか見たことが無い。まるで誰だれかが乗り移っているみたいだな……。

　そこまで考えたとき、翔馬は思わず小さく声を上げた。

「あ！　そういえば、ライナさんが、使い魔はネズミだとか何とか言っていた！　もしかして、このネズミはライナさんの使い魔なのか？」

　翔馬の独り言を聞いたネズミは、嬉うれしそうに、その場でぴょんぴょん！　と跳はねた。

「やっぱり！」

　翔馬は目を見開いたあとで、考え込んだ。

「いや……単なる偶ぐう然ぜんかもしれない。このネズミは手を振って飛び上がる習性がある普ふ通つうのネズミの可能性もある……」

　その言葉を聞いたのだろう、ネズミは後ろ脚だけで立ち上がると、両手を腰に当てて、首をかしげて翔馬を見た。

　翔馬はそのポーズに見覚えがあった。

　──このポーズ、どっかで見たことがあるぞ？　あ、そうだ！　俺と口げんかを始めた瀬里奈を見て、困ったときのライナさんのポーズだ！

　翔馬は、ネズミに話しかけた。

「えーと、ネズミ君は、ライナさんの使い魔なのかな？　もしそうならそこで二回ジャンプしてくれないか？」

　ネズミは、ぴょんぴょん、と二回ジャンプした。

「やった！　ってことは……俺の姿が、ネズミ君の目を通じてライナさんには見えていて、俺の声も聞こえるってことか……」

　ネズミは、もう一度、ぴょんぴょん、と二回ジャンプした。

「ジャンプ二回がイエス。というのは疲つかれるだろうから、右手と左手にしよう。右手を挙げたらイエスで、左手ならノー。これでどう？」

　ネズミは一回ジャンプしたところで、気がついたように立ち上がり、恥はずかしそうに右手を挙げた。

「了解、イエスだね。瀬里奈たちは無事？」

　ネズミは右手を挙げた。

「今は峡きよう谷こく砦とりでにいるの？」

　ネズミは左手を挙げた。

「ノー……ってことは、もしかして、俺を救出するために、近くに来ているとか……」

　翔馬の言葉を聞いたネズミは嬉しそうに、ひょこひょこうなずいたあとで、あわてて右手を挙げた。

「そうか！　よし！　手足が自由になれば、なんとかなるかもしれないってことだな……」

　翔馬がそうつぶやいたとき、目の前にいたネズミが、びくっと身体からだを震ふるわせて、猛もうスピードで天幕の裾すそに逃げ込んだ。

「あれ？　おい、どこに……」

　……行くんだ。と言おうとした時、天幕のすぐ外で足音が聞こえ、ばさり、と入り口の布を開けて傭兵が姿を見せた。

「おう、大人しくしているな、よしよし」

　傭兵は、地面に転がっている翔馬を見てそう言うと、天幕の中に積み上げている木箱に近づいて、蓋ふたを開け、中身をいじりながら言った。

「お前は、ただの荷物もちだったらしいな。重要人物だと思ってたんだが、当てが外れた。特別報ほう酬しゆうは無しだとよ」

「だから言っただろ？　俺は雇われていただけだって」

「ああ、そうだったな、まあ仕方ねえや。道案内の手間賃と、この走竜の卵で我が慢まんするか……」

「その箱には卵が入っているのか？」

　傭兵は、怪け訝げんな顔になった。

「お前……孵ふ卵らん箱を見たことねえのか？」

　翔馬はあわてて弁解した。

「あ、いや、見たことあるさ、でも、こうやって地面に寝ね転ころがって見上げたことは無いからさ。何の箱なのかわからなかったんだ」

「ああ、そうか、言われてみりゃあそうだよな。箱を見るときは上からだ。下から見上げていたんじゃ、何の箱かわかりゃしねえか」

　傭兵は、翔馬の言い訳を聞いて納なつ得とくしたようだった。

「いいか、暴れるなよ？　箱が崩くずれて中の卵が割れたら、とんでもねえことになる。この野営地が山の中だってことを忘れるな。野生の走竜に食い殺されたくなけりゃ大人しくしていることだ」

「わかってるよ、俺だって死にたくない」

「賢かしこい人間は嫌きらいじゃねえな。まあ朝まで窮きゆう屈くつだろうが我慢しろ、ときどき様子見に来てやるからよ」

　孵卵箱の中の確かく認にんを終えた傭よう兵へいは、そう言うと天幕を出て行った。

　足音が遠ざかって、しばらくすると、天幕の隅すみっこに隠かくれていたネズミが再び姿を見せた。

「やあ、ライナさん。傭兵と話していて、面おも白しろいことを思いついたんだが……ライナさんは風を吹ふかせる魔法は使える？」

　ネズミは右手を挙げた。

「イエスだね。じゃあ、手順を説明するよ？　まずネズミ君に、俺の手を縛しばっている縄なわを齧かじって切って欲しい。手が自由になったら足の縄は俺が自分で外す。

　手足が自由になったら、俺はこの箱の中にある走竜の卵を、ありったけ持ち出して、野営している帝国軍のテントに投げつける。

　そのとき、風を起こして、卵が割れた臭においを山の方……野生の走竜がいるほうへ流して欲しい。その臭いを嗅かいだ野性の走竜は、この野営地を襲おそうに違いない。その混乱にまぎれて、野営地から逃げ出す……という作戦さ」

　翔馬の言葉を聞いていたネズミは、まるでうなずくように、ひょこひょこと頭を下げて、両手で拍はく手しゆをした。

「で……問題は俺はライナさんたちがどこにいるのかわからない。ということだ。この天幕を出たら、どっちに逃げればいいんだ？」

　ネズミは不安げに左右を見回したあとで、ここで待っていろ。という風に両手を動かすと、ちょろちょろっと走って姿を消した。

　──きっと方向を確認しに行ったんだろう。考えてみればネズミの視線って、地面すれすれだから、方角とかが、よくわからなくなるのも当たり前だ。

　ネズミは、ほんの二、三分で戻もどって来た。

　ひょこんと翔馬の前に立つと、左手を水平に挙げて、指差した。

「こっちか、わかった！　さあ、手を縛ってる綱つなを嚙かみ切ってくれ！」

　その言葉を聞いたネズミは、翔馬に近づくと手首を縛ってある綱をカリカリと音を立てて齧り始めた。

　硬い繊維を縒よって作られている細縄が少しずつ齧られて、毛羽立っていく。

「すごいな……無事に逃げられたら、何かお礼をしなくちゃな……確か城に置いてきた荷物の中にミックスナッツの缶かんがあったから、それをあげるよ。ピーナッツ……って言ってもわかんないだろうけど、とても美味おいしい種なんだ」

　翔馬がつぶやくと、ネズミは齧るのをやめて、嬉しそうな顔で翔馬を見た。

　──今のはライナさんの表情なんだろうか？　それともネズミの表情なんだろうか？

　そんなことを考えているうちに、手首を縛っていた縄が少しずつ緩ゆるんできた。

「一本でも切れればあとはすぐだ！　頑がん張ばって！」

　翔馬が声をかけると、ネズミの齧る速度が上がった。

　カリカリカリカリカリ……。

　そしてついに、縄が切れた。

「やった！　ありがとう！　よし！　これで自由だ！」

　翔馬はそう言うと、手首を巻いた縄を素す早ばやく解き、続いて足首を縛ったロープも解いた。

　手首をぶらぶらさせて手の血行を回復させながら、ゆっくりと足に力を入れて立ち上がる。

　手に比べて足の結びは弱かったらしく、それほど痺しびれも無い。きっと明日、歩かせるために、足の縛りは緩くしてあったのだろう。

「よし、卵作戦を始めるぞ！　ネズミ君はどっかに隠れていた方がいい、このあと、この野営地は大混乱になるはずだ！　ライナさん！　風を起こして下さい！」

　ネズミは右手をひょい、と挙げると、そのままちょろちょろっと走って姿を消した。

　翔馬が孵卵箱の蓋を開けると、その中には、赤い布に巻かれた、ソフトボールより少し大きいくらいのサイズの薄うす青あおい卵が二個入っていた。

　赤い布は熱を発する魔ま法ほうが掛かかっているのだろう、ふわっと生暖かい空気が立ち昇のぼって翔馬のまつ毛を揺ゆらした。

　手を伸のばし、箱の中から卵を取り出したとき、天幕の外を風が吹き抜ぬける音がして、天幕の裾や入り口の布が、ばたばたと音を立て始めた。

　──よし！　準備は整った！　行くぞ！

　翔馬は走竜の卵を手に持って、そっと天幕の出入り口から外をうかがった。

　目の前には、帝国騎き兵へいの行こう李りや木箱を積み上げた物資集積所があった。

　左右を見て、衛兵の姿が無いことを確認してから、手に持った卵を、思い切り投げつけると、卵は積み上げられた木箱の上の方に命中し、ばしゃ！　と言う小さな音と共に見事に砕くだけ散った。

　──これでいい、臭いが山の中に広がれば、きっと野生の走竜たちが動き出すはずだ！

　だが、翔馬の思おも惑わくは外れた。それより早く、帝国騎兵の乗る走竜たちが騒さわぎ始めたのだ。

　走竜を入れてある囲いの方から、興奮した走竜の足音と、それを鎮しずめようとする厩きゆう務む員いんの声が聞こえてきた。

　その声を聞きつけたのだろう、あちこちで、人の声と動き回る気配が広がり始めた。

　──やばい……いや、かえって好機なのかもしれない……。

　翔馬は天幕に引っ込んで、そこから外の様子をうかがった。

「どうした？」

「なんだかわからんが、竜が騒ぎ始めた！」

「この風も気になるな……おい！　隊長に連れん絡らくだ！」

「配備を増やした方がいいかもしれん！」

「暗視の魔法を使える連中をもっと投入しろ！」

　帝国騎兵たちがそんなことを言い交かわしながら、天幕の前を走って行く。

　そのとき、風下から叫さけび声が聞こえた。

「うわあああ！　来た！」

「敵か！」

「敵じゃない！　あれは……竜だ！　竜の群れが山の斜しや面めんを下ってくる！」

「竜だと？」

「ラッパだ！　ラッパを吹け！　総員起こし！　非常呼集だ！」

　野営地は、蜂はちの巣を棒で叩たたいたときのような大おお騒さわぎになった。

　──よし！　いまだ！

　翔馬は、両手に卵を一個ずつ持って、天幕から走り出した。

　そのまま、ネズミが教えてくれた方向に向かう。

　あちこちで、呪じゆ文もんを詠えい唱しようする声が聞こえ。闇やみ夜よに光や、火球が飛び交い始めた。

「竜を中に入れるな！」

「火だ！　火を持って来い！」

　声が聞こえた方向に目を向けた翔馬は、火球の下にうごめく、何十頭という数の走竜を見た。

　野営地の帝国騎兵たちは、みんなその光景に気を取られており、野営地を横切って斜ななめ右方向に逃げようとしている翔馬を見るものは無い。

　──よし！　これなら逃げられる！

　そう思ったそのとき、目の前に衛兵が立った。

「おい！　お前！　何者だ！」

　やばい！

　と思うより早く、反射的に、翔馬は手に持った卵を投げつけていた。

　ぐしゃ！

　卵は、衛兵の兜かぶとにあたりそこで砕けた。

「うわ！　なんだこれ！」

「それ？　走竜の卵。早く洗わないととんでもないことになるよ」

「な、なんだと、お、おい！　こら！」

「ほら！　俺なんかに構ってないで、早く洗わないと！」

「あ、いや……だが」

「迷っているヒマはないよ、ほら、すぐそこに竜！」

　翔馬は衛兵の背後を指差した。

「うわあ！」

　衛兵は、振ふり返りもせずに逃げ出した。

　翔馬が、走り回る騎兵たちに交じって、野営所の中を走っていると、遠くに、司令部の青い天幕が見えた。

　──よし、残ったもう一つの卵をぶつけるのは、あそこにしよう！

　翔馬は、大きく振りかぶると、思いっきりオーバースローで卵を投げた。

　卵は、放物線を描えがくと、青い天幕の天てん井じように当たり、そこで大きくバウンドして……。

　外の様子をうかがうために、ちょうどそこに出てきたデロンギ少佐の頭に当たり、そこで、ぐしゃりと割れて黄身を撒まき散らした。

「うわぷっ！　な、なんだこれは！　おいっ！　誰だれか拭ふく物をもってこい！」

　悲鳴を上げたデロンギ少佐をそのままにして、翔馬は走った。

　──拭いた位じゃ臭いは消えないと思うな。まあ、あとは野生の走竜に任せて、さっさと逃げよう。

　その頃ころには、すでに野営地の中にまで、野生の走竜が入り込み、暴れまわり始めていた。

　悲鳴と怒ど号ごう、そして魔法の呪文の大騒ぎの声を背中で聞きながら、翔馬は野営地を囲っていた簡単な折りたたみ式の柵さくを乗り越こえた。

　目の前には、黒々とした広葉樹林の森が広がっている。

　──うわ、真っ暗だ。

　とはいえ、ライトも何も無いから、この闇やみの中を逃げるしかない。

　なるべく暗闇に目を慣らしながら、足を木の根っこに引っ掛けて転ばないように、ゆっくりと確実に移動しよう。

　救出部隊は、きっと暗視の魔法を使って、俺を捜さがしてくれているはずだ。こっちから捜すんじゃなくて、捜してもらうことを考えよう。

　翔馬は、ネズミが教えてくれた方向に向かって、森の中を小走りに移動し始めた。

　どれくらい夜の森の中を走っただろう？

　帝国軍の野営地の方角から聞こえてくる帝国騎兵たちの大騒ぎの声が、かなり遠くなった……と思ったそのとき。

　暗闇の中から小さな声が飛んで来た。

「氷アイ突スピきツク！」

　その声を聞いた翔馬は、思わずにやっと笑った。

　この合言葉は、有名なＦＰＳのゲームの中で使われていたもので、それを翔馬がフィラメント少佐に教えたものだった。

「不フエ死ニツ鳥クス！」

　翔馬は小声で答えると、闇の中の声は、少しほっとしたような口調で質問してきた。

「所属分隊名と姓せい名めいを名乗れ！」

「所属分隊は無い。あえて言うなら瀬里奈の荷物もち、名前は山やま吹ぶき翔馬だ！」

　翔馬が答えると、暗闇の中がざわめいた。

　そして次の瞬しゆん間かん。

　誰かが暗闇の中から走ってきて、翔馬に飛びついた。
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「おわっ！」

「おわ！　じゃないわよ！　このバカ！　ホント、バカなんだから！」

　飛びついてきた瀬里奈は、翔馬の胸むな倉ぐらをつかんで揺さぶった。

「わかった！　わかったから、声を出すな！　敵に見つかる！」

「見つかったっていいわよ！　私がぶっ飛ばしてやるから！　それよりどうなの？　怪け我がは無い？　何かひどいことされなかった？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。帝国軍は思ってたほどひどい連中じゃないな」

　翔馬がそう答えたとき、フィラメント少佐の声がした。

「細かい話は後で！　帝国軍が混乱している今のうちに撤てつ収しゆうしましょう！　通信兵！　信号を上げろ！」

　少佐の命令を聞いた騎兵の一人が、暗闇の中で呪文をつぶやくと、指先から白い光を放つ小さな球体が発射され、五百メートルくらい後方の上空で、その小さな白球は赤と青の閃せん光こうを発して消えた。

「こっちの世界は信号弾だんも魔法で撃うてるんだ……」

　翔馬が感心していると、瀬里奈が思い切り腕うでを引っ張った。

「何を気の抜けたこと言ってるのよ！　ホント、緊きん張ちよう感かんが無いんだから！　どれだけ心配したかわかってるの？　さあ！　こっち向いて！　ライナが一時的に暗視能力を上げる魔法を掛けてくれるから！」

「そんなことができるのか！」

「できるわ、こっち向いて目を閉じて！」

　瀬里奈の言うとおりに目をつぶると、ライナが両手を伸ばし翔馬のまぶたの上から眼球を押さえながら呪文を唱えた。

『光と闇をつかさどる精せい霊れいよ、汝なんじの名において、色しき彩さいと引き換かえにこの者の目に入る光に力を与あたえよ、星スタ光ー暗・ラ視イト！』

　翔馬の目の中に何かがじわっと染しみ込んで来る感かん触しよくがあった。

「さあ、目を開けてもいいわよ」

　瀬里奈の言葉に従って目を開いた翔馬は驚おどろいた。

　周りが昼のように明るかった。瀬里奈の顔も、ライナの顔もフィラメント少佐の顔もよくわかる。しかし、その光景はモノクロだった。

「うわ、なんだこれ……赤外線かと思ったら、光学増ぞう幅ふくなのか」

「そうよ、網もう膜まくの色彩能力を下げる代わりに、明暗の知覚を上げたの。この呪文の効果がある間は明るい場所に近づいちゃダメよ」

「わかった……いや、しかし、こいつは便利だな」

　翔馬はそう言うと辺りを見回した。

　黒々とした塊かたまりにしか見えなかった森の木々が、葉の一枚一枚まで見える。

「さあ、行きますよ！」

　フィラメント少佐の言葉を合図に、翔馬たちは、暗闇に包まれた森の中を、峡きよう谷こく砦とりでに向かって動き始めた。







　第四章　峡谷砦　CHAPTER FOUR







　次の日の朝、翔しよう馬まは峡谷砦の本丸の城じよう壁へきの上に立って、眼下に広がる砦の全容を見下ろしていた。

　峡谷砦のあるアンダルム峡谷は、国境を流れるモーントーン川の下流域に広がる森林地帯と、アンゼリカ王国の首都があるキャラウェイ盆ぼん地ちとを隔へだてる北部山さん岳がく地帯にある。

　左右から迫せまった山の間に小さな川と、その川が削けずった幅はば五百メートルほどの細長い平地がおよそ七キロにわたって延のびており、峡谷砦は、その細長い窪くぼ地ちの両側の山の中腹に作られた複数の出城と、谷をせき止めるように構築された三重の城壁を持つ、広大な構造物である。

　谷の中は白い朝あさ霧ぎりが雲海のように広がり、その白いもやの中に、三重になった城壁と矢倉が浮うかび上がっている。

「お城からモーントーン砦までは、飛ひ竜りゆうに乗って行ったから、この峡谷を通らなかったけど、ここは、確かに難なん攻こう不ふ落らくかもしれないな……」

　城壁の上から、谷を見下ろしていた翔馬がつぶやくと、脇わきに立っていたフィラメント少しよう佐さが、自じ慢まんするように胸を張った。

「首都があるキャラウェイ盆地に攻せめ込むには、人一人がやっと、という細い山道を通って、この左右にそびえたつ山岳地帯を越こえるか、盆地への唯ゆい一いつの通り道である、このアンダルム峡谷を抜ぬけるしかありません。つまり、この峡谷さえ守れば、わが国は守れるのです。

　アンゼリカ王国のような小国が、長い間他国の侵しん略りやくを逃のがれてきた理由は、この地の利にあります」

「でも、それはつまり、ここが落ちたら、もう、後がないということですよね？」

　翔馬の答えを聞いた瀬せ里り奈なが怒おこった。

「なんで、あんたは、そう、悪いほうへ悪いほうへと話を持って行くのよ！　だから性格が悪いって言われるのよ！」

「そうか？　俺はいつもみんなから『あいつはイイ性格をしている』って言われてるぞ？」

「それ、褒ほめてないから！」

　瀬里奈と翔馬の会話を聞いていたフィラメント少佐が笑いながらうなずいた。

「いや、確かに、ショーマ様は、実にイイ性格の持ち主です。あの、次から次に繰くり出される心理作戦という名前の嫌いやがらせは、まさしくイイ性格あってのものです」

「フィラメント少佐も、しれっとヒドイこと言うわね」

　瀬里奈がにらむと、フィラメント少佐はあわてて顔の前で両手を振ふった。

「いえ、とんでもないです！　私は褒めているんですよ？　ショーマ様ほど、他人の痛みがわかる人間はいません。思いやりにあふれ、常に他人の立場に立って物事を考えることが出来る人格者だと思っております」

「ちょっと待ってよ。相手の立場に立って考える、相手のことを考えることが出来る人って、すごくいい人のことなんじゃないの？　こいつみたいな極ごく悪あく人とは正反対だと思うけど？」

「はい、相手のことを考える人間は、理性的で、自分と相手を客観的に見ることができる人格者です。自己中心的な考えしか出来ない幼よう稚ちな人間には、それは出来ません。

　思いやりを持ち、相手の望むものを洞どう察さつできる人格者だからこそ、心理作戦を思いつけるのです。つまり、相手が喜ぶことを考えるか、相手が嫌がることを考えるか。というだけの違いです。ショーマ様が味方でいてくれて良かったと思っている兵士は数多いはずです」

「他人の気持ちがわかるような人間には思えないんだけど……鈍どん感かんだし、デリカシーのカケラも無いし……」

　瀬里奈が、疑うような目で翔馬を見て、そうつぶやいたとき。

　後ろにある階段を、誰だれかが駆かけ上がってきた。

　見ると、それは竜りゆう騎き兵へい隊の隊長、カルダモン大たい尉いだった。

「ショーマ殿！　感謝します！　たった今、最前線の見張り所から連れん絡らくがあり、昨日野営地から脱だつ走そうした隊員三名を未明に保護した、とのことです！　これで、負傷者以外の隊員全員が脱出できたことになります！　すべてショーマ殿に引き起こして戴いただいた大混乱のおかげです！」

「捕ほ虜りよになったのは二十七名だと聞いているが、何名帰き還かんしたのかね？」

　フィラメント少佐の質問に、カルダモン大尉は嬉うれしそうに答えた。

「はい、二十一名が帰還しました！　六名は負傷していた、とのことですので、脱出できなかったのだと思います」

「騎兵の戦力が回復したのは大きいな……」

「はい、騎兵は特とく殊しゆ技能兵ですから、補ほ充じゆうが大変です。熟練者を失わずに済んだのは幸いでした！」

「敵の損害はどの程度なのでしょう？　監かん禁きんされていた捕虜が脱走できるほどの混乱状態になったというのは、かなりのものだと思うのですが？」

「はい、脱走してきた者の話ですと、帝てい国こく軍は、人的な被ひ害がいはそれほど多く無さそうですが、野生の走竜を追い払うために放った火球が、天幕などに燃え移ったため、補給物資などをかなり失ったようです。

　捕虜が収容されていた天幕にも火が燃え移ったのですが、それを見た帝国軍の監かん視し兵が捕虜の拘こう束そくを解いてくれたのだそうです」

　カルダモン大尉の言葉を聞いたフィラメント少佐は目を見開いた。

「それは知らなかった……帝国軍の中にも、まだ武人の礼を守る者がいるのだな」

「武人の礼？」

　怪け訝げんな顔をする翔馬を見て、フィラメント少佐は、ゆっくりとした口調で説明した。

「この世界では長い間、戦争とは双そう方ほうの国家の兵士……つまり武人だけが戦うものでした。その戦いには名めい誉よを重んじたルールがあり、それに従って礼を尽つくして勝敗を決するという戦いが行われていたのです。

　しかし、戦争の目的が、小さな領地ではなく、もっと広大な領土を争うものになるにつれて、そういった古いしきたりは廃すたれていきました。

　戦争に負けることで失うものが大きくなればなるほど、戦争に勝つことが優先されるようになりました。

　広く平民から兵を募つのり、訓練を施ほどこし、何千何万と言う兵を戦場に送り込むようになった帝国では、もはや『武人の礼』と言う言葉は、精神的なモラルを示す言葉でしかないと思っておりました……」

「でも、帝国軍にも、それを守る兵士がいた。ということなのですね」

「はい、抵てい抗こうせぬことを誓せい約やくさせ虜りよ囚しゆうにした武人は保護の義務が生じます。虜囚を戦い以外の危機に晒さらすことは部隊の恥はじ、ひいては国家の恥となる。という考えを、まだ持っている部隊が、あの帝国軍の中に存在していることに、正直、少し感動しています。

　善良なるか邪じや悪あくなるかは、国家や民族に依よるものではなく、あくまでも個人の資質に依るものなのかもしれませんね」

　フィラメント少佐の言葉を聞きながら、翔馬は昨夜ゆうべ、自分を尋じん問もんしたデロンギと名乗った少佐の顔を思い出していた。

　──あの少佐は、確かに態度は尊大だったけど、ことさらに俺を痛めつけたり、いたぶったりはしなかった。ある意味誠実ですらあった。

　ああいった指揮官が指揮している部隊は、きっと統制が取れていて精強に違いない。

　翔馬がそんなことを考えていると、砦の後方にある二つの信号塔とうの片方の腕うで木ぎ式信号機が、カタカタキリキリと音を立てて動き始めた。

「あれは？」

「首都からの通信です……総司令部から……えーと、本日、前線視察のため、アニス女王が峡きよう谷こく砦とりでに出発した……到とう着ちやく予定時刻、十一時三十分……」

「女王様が来るんですか？　この最前線に？」

「そうみたいですね……本日午前中に到着するということは、おそらく飛竜に乗って来られるのでしょう」

　翔馬は驚おどろいた。

「女王様が飛竜に乗るんですか？」

　フィラメント少佐は、さらりと答えた。

「ええ、アニス女王様は、飛竜に乗るのがお好きでして、自分でも何頭か所有されております。みずからの愛竜を駆っての国内巡じゆん視しは、アニス女王の最もお好きな公式行事ですね」

「へえ……あの、ふんわかぽよぽよとした外見からは想像もつかないなあ」

　翔馬の言葉を聞いて、なぜか瀬里奈が不ふ機き嫌げんそうに言った。

「どうせ私は、ふんわかでもなけりゃ、ぽよぽよもしてませんよ！」

「なんでお前がそこで怒るんだよ！」

「……なんだか比べられているような気がしたのよ！」

　確かに、このとき、翔馬の脳内には三次関数のグラフのような曲線を描えがく女王様の体形が浮かんでいた。

「比べてなんかいないよ。だって女王様は大人で、瀬里奈は子供だろ？　比べるのが間ま違ちがっているんだ。お前は自分の将来性に自信を持ってればいい」

「そ、そうかな？」

　瀬里奈は少し嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　──将来に望みを託たくすしか無いなんて、ホントのことを言うわけにはいかないものな……。

　翔馬はその言葉を胸に仕し舞まったまま、フィラメント少佐に聞いた。

「アニス女王の視察は、よくあることみたいですけど、こんな最前線に来られて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　フィラメント少佐は、少し首をかしげ、苦く笑しようを浮かべて答えた。

「本当は、大丈夫じゃないんですけどね。でも女王が行くと決めたら、それを止めることができる権限を持った人間は、この国には存在しませんから」

「確かに……一番偉えらい人ですものね」

「偉い人というのは、面と向かって意見したり、反論する人がいなくなりますから独善に陥おちいりやすいものですが、アニス女王にはその心配がありません。あの方は自分の行いが他人にどう見られているのか、それを知る能力がございますから」

　フィラメント少佐と話している間も、腕木式信号機は、キリキリカタカタと音を立てて信号を受信し続けていたが、やがて、カッタン！　という音と共に確受信号を示して止まった。

　それまでずっと黙だまったまま、腕木式信号機の動きを見ていたライナが、にっこり笑って瀬里奈に言った。

「クラフトの里の人たちが、帝国との戦いに正式に参戦してくれるそうです！　アニス女王と一いつ緒しよにサフェダ老とミルチも来るそうです！」

「ホント！　わあ、じゃあ、また三人一緒にいられるのね！」

　そう言って嬉しそうに飛び跳はねる瀬里奈を見ながら、翔馬はフィラメント少佐に聞いた。

「クラフトの里が参戦する、というのは、どういうことですか？　あそこは王国領ではなかったのですか？」

「王国領ですよ、しかしクラフトの里は、クラフトたちの自治領なのです。

　彼ら一族は、この王国以外の国にも数多く暮らしていますが、基本的に中立で、戦争とは無む縁えんのポジションにいます。

　考えてみればクラフトの里は武器の供給源なのですから、兵士として戦場に駆り出すよりも、後方で性能の良い武器を量産してもらった方がいいのは言うまでもありません。

　とはいえクラフトたちが弱いわけではありません。鍛たん造ぞうと鉱石発はつ掘くつで鍛きたえられた腕が繰り出す斧おのやハンマーの破は壊かい力には凄すさまじいものがあります。

　過去に他国でクラフトの里が戦火に巻き込まれたことがありますが、そのときに彼らが里を守るために戦った様子は伝説となって歌となり、今に伝えられているほどですから」

「その、中立を守っていたクラフトの人たちが王国側について参戦してくれるのはなぜでしょう？　里が帝国から攻こう撃げきされたわけでもないのに……」

　フィラメント少佐は首をひねった。

「さあ、それはわかりません。でも、女王陛下と共にサフェダ老がいらっしゃるようですから、聞けばわかるでしょう……さて、では女王陛下のお出迎えの準備をいたしましょう」




　アニス女王が峡谷砦に来たのは、予定時刻、ほぼきっかりだった。

　最初に飛来したのは王家を守る近衛このえ連隊に所属する三頭の飛竜だった。

　綺き麗れいな三機編隊を組んで砦の上空を一周回った後で、二頭が上空に留とどまり、一頭だけが峡谷砦の中庭に作られている発着場に降りてきた。

「へえ……着陸時に僚りよう機きが上空警けい戒かいをする、オーバーヘッドアプローチと同じことをやるんだな」

　翔馬のつぶやきを聞いた瀬里奈が感心したように答えた。

「翔馬って、ホント、いろんなこと知ってるわね……翔馬は物知りのクセにテストの成績がぱっとしないのはなぜだろう？　って兄貴が言ってたけど、どうして？」

「うーん、なんと言うかな。確かに俺はいろんなことに興味を持って調べて、それを覚えている。サバイバルの基本は、まず知識の蓄ちく積せきから始まるからな。

　知ち恵えってのは知識の組み合わせだからな。知っていることが多ければ多いほど、それを組み合わせて、色々なことを思いつける。問題は、興味が無い知識は、覚える気になれないってことだ……俺はどうも受験勉強に興味が持てないんだよなあ……」

「勉強に興味を持てるのは一種の特殊技能だと、私も思うけどね……あ、来た！　飛竜が一いつ杯ぱい！　どれが女王様の乗っているヤツかな？」

　瀬里奈がそう言って指差した先に、編隊を組んで近づいてくる十頭ほどの飛竜の姿があった。

　その編隊の真ん中に、他の飛竜に比べてひときわ翼つばさの長い優美な姿の飛竜がいる。

　その飛竜の胸と足には金色に輝かがやく装そう飾しよく品のようなものがぶら下がっており、それが日の光を浴びて、キラキラ輝くのが見えた。

「あれがそうだな、あの一回り大きなヤツ。あのキラキラ光ってるのは装飾品だろう。きっと王家専用の飛竜は色々飾かざりがついているんじゃないかな？」

　翔馬と瀬里奈の会話を聞いていたライナが、首を振ふった。

「いえ、あの大きな飛竜は、王家専用のものではありません。あれは輸送用の飛竜です」

「輸送用？　そんなのもいるの？」

「ええ、大型種の飛竜は、速度は遅おそいのですが荷物を吊つるして運ぶことが出来ます。山の上にある信号所や、山さん岳がく地帯の砦などに食しよく糧りようや物資を運ぶときに、大だい活かつ躍やくしています」

「……俺のいた世界でも山小屋に物資を運ぶときはヘリコプターが活躍しているけど……そうか、飛竜は滑かつ走そう路ろが要いらない、いわば垂直離り着ちやく陸りく機みたいなものってことか……」

　近づいてきた輸送用の飛竜を見て、瀬里奈が聞いた。

「ねえ……あの飛竜の首のところにぶら下がってるの……あれ、自転車じゃないの？」

　瀬里奈の言うとおり、それはどう見ても自転車だった。ただし、その自転車はキラキラと貴金属のようにきらめいている。

「確かに、自転車に見えるな」

「そう言えば翔馬は、朝、信号をお城に打ち返すとき、城に置いてきた荷物を持って来てくれるように頼たのんでたけど……」

「いや、帝てい国こく軍に捕つかまって荷物取られちまったから、城に置いてきたサバイバルグッズを持って来てくれ、と頼んだだけだ。自転車を持って来てくれとは頼んでいない」

「でも、この世界にある自転車って翔馬のマウンテンバイクだけだよ？」

「それはそうだけど……」

　翔馬はそう言うと、大型の飛竜がぶら下げている自転車を見つめた。

「あれは、どうやら俺のモンタギューじゃないぞ？　俺の自転車は、あんなに光っていない……」

　そうつぶやいた後で、翔馬は目を見開いた。

「もしかして……あの自転車は、ミスリルで作られているのかもしれない！　クラフトの里の連中が真似まねして作ったヤツじゃないか？」

「ミスリルって……私たちの世界で言うところのプラチナだよね？　プラチナなんかで自転車って作れるの？」

「プラチナは、それほど硬かたい金属じゃないから、鉄の代わりにフレームとかに使うと、簡単に曲がってしまうんじゃないかと思うんだけど。俺たちの世界で白金の自転車を作ったらトンでもない値段になる。おそらく作ってみよう、なんて思った人間もいないだろう。実用に耐たえるものなのか、わからないな……」

　翔馬と瀬里奈がそんな会話をしていると、砦の上空にやってきた飛竜たちが、旋せん回かいしながら、一頭ずつ降りてきた。

　三番目に降りてきた、一回り小さい飛竜には、他の竜りゆう騎き士しとは違い、ピンク色の飛行服を着た小こ柄がらな竜騎士が乗っていた。

「あれは……アニス女王様じゃないかしら？」

「本当だ！　すごいな、女王様みずから飛竜に乗ってくるなんて……」

　飛竜から降り立ったアニス女王は、ゴーグルを外して飛行帽ぼうを脱ぬぎ、後ろでまとめていた髪かみを解ほどくと、ウェーブの掛かかった金色の髪が、ふわりと広がった。

　ドレス姿と違い、飛行服は身体からだの線がしっかり出ているため、いつもよりも胸から腰こしに掛けてのラインが強調されていて、まるでどこかのファッションモデルのように見える。

「……何を見とれてるのよ」

「え？　あ、いや見とれてなんかいない……と言ったらウソになるな。正直すげえカッコイイと思って見とれてた」

「悔くやしいけど、私もそうよ……世の中の女の子のほとんどは、努力次し第だいで、カワイイ女になれるけど、キレイな女には、努力じゃ追いつかないって現実を思い知らされちゃった」

「そりゃ仕方ない。向こうは王家の血筋の高貴な女性だ。小お田だ浦うらの新興住宅地に生まれ育ったお前とは、生まれも育ちも違うんだ」

「悪かったわね！　どうせしがないサラリーマンの娘むすめよ！」

「こっちの世界では、魔ま王おうになれたじゃないか」

「誰だれが魔王よ！」

　瀬里奈は言い返そうとしたが、こちらに向かって歩いてくるアニス女王に気がついて、小声で言った。

「……あとで覚えてなさいよ」

　瀬里奈と翔馬のところにやってきたアニス女王は、嬉うれしそうににっこり笑った。

「瀬里奈、翔馬殿、お元気そうで安心しました。

　このたびの王国防衛のための戦いぶりを聞いて、ぜひともお礼を申し上げたく、居ても立ってもいられずに、城の皆みな様さまに無理を言って、前線に来てしまいました」

「私たちの戦いぶりが、王都にも伝わっているんですか？」

　瀬里奈が目を丸くすると、アニス女王は真しん剣けんな目でうなずいた。

「モーントーン砦とりでで戦った実務魔導師の方々が、王都に戻もどり、皆に実務魔法と攻こう撃げき魔法を組み合わせた新しい攻撃魔法を思いついた翔馬殿と、その魔法を次から次に繰くり出す瀬里奈の大活躍ぶりを話して聞かせたのです。

　そして、敵の捕ほ虜りよになったにもかかわらず、機転を利きかせて脱だつ出しゆつしたばかりでなく、他の捕虜の脱走の手助けまでやってのけた翔馬殿の戦いぶりの報告は使い魔の伝令使が今朝、王都に届けてくれました。王都は今、あなた方二人の話題で持ちきりなのですよ」

「おお、そうじゃ。ショーマ殿と瀬里奈様の活躍ぶりは、わしらクラフトの里にも伝わっておるぞ！」

　そう言ってアニス女王の後ろから姿を見せたのは、キラキラ光る鎧よろい兜かぶとに身を固めたクラフトの里の族長、サフェダだった。

　ミスリルで作られた鎧と兜には、細かい模様が彫エング金ローブされており、それが日の光を浴びて光っているのだ。

　派手な鎧に目を丸くしている瀬里奈と翔馬を見て、サフェダ老は、自じ慢まんげに胸を張った。

「この鎧は、我がクラフト一族に伝わる、伝統の戦いくさ装しよう束ぞくですじゃ。クラフトの一族は、国家間の戦争に荷か担たんせずとはいえ、決して弱兵にあらず！　一族の権利と誇ほこりを守るためならハンマーを斧に持ち換かえ、獅し子しのごとく戦う強兵なのじゃ！」

　アニス女王は、実に嬉しそうに笑ってうなずいた。

「クラフトの里の皆様の応おう援えんは、本当に心強い限りですわ」

　そのとき、首からキラキラと輝く自転車をぶら下げた大型の飛竜が、ばさり、ばさり、という羽音と共に、大きな翼を羽ばたかせながらゆっくりと降りてきた。

「間違いないわ、本当に自転車よ！」

「アラブかどこかの大だい富ふ豪ごうが特注で作らせた、って感じだな……」

　驚おどろく二人を見て、サフェダ老が、再び自慢げに胸を張った。

「あれは、ショーマ殿が里に置いて行かれたジテンシャを参考に、わしらが作ったものですじゃ」

「俺が自転車を見せたのは、ほんの一週間くらい前ですよ？　たった一週間で作っちゃったんですか？」

「なに、目の前に現物があれば模も倣ほうは簡単じゃ。今、クラフトの里では、総出でジテンシャを作っておる！　今までに見たことも無い新しい技術と構造を持った品物を見て、里の職人は、皆、新しん鮮せんな驚きと刺し激げきを受けたのじゃ！

　自分の手で、こいつを作ってみたい！　と思ったら、職人の手は、もう止まらんよ」

　サフェダ老がそう言ってうなずいたところに、輸送用の飛竜の背中から降りてきたミルチが自転車を押して、小走りにやって来た。

「瀬里奈ーっ！　ショーマっ！　見て見て！　これがうちの里で作ったジテンシャだヨーっ！」

　ミルチの押している自転車は、翔馬が乗っていたモンタギューというマウンテンバイクよりも、ひと回り小さく、フレームもハンドルも金色に光っていた。

「なんかすごいキラキラしてるけど……やっぱりプラチナで作ったのかな？」

「いや、プラチナ……こっちの世界でミスリルと呼ばれているものとは、ちょっと色合いが違うな……」

　翔馬の言葉を聞いて、サフェダ老がうなずいた。

「ショーマ殿のおっしゃるとおり、このジテンシャはミスリル製ではござらぬ。

　最初はミスリルでフレームを作ってみたのですが、すぐに曲がってしまいました。

　ショーマ殿のジテンシャは、鉄と『あるみにうむ』で作られておりましたが、鉄は魔法が使えんし『あるみにうむ』とやらは、この世界には無い金属じゃ。そこで、アダマンタイトをミスリルの中に混ぜた合金を使うことに致いたしました。アダマンタイトを混ぜると、ミスリルの硬こう度どが増し、丈じよう夫ぶになるのですじゃ。

　車輪には『アクラ』という木から取れる『ごむ』に似た弾だん性せい樹じゆ脂しを貼はり付けてあります。チェーンと変速機、そして『さすぺんしょん』も同じようなものを作って取り付けてあります。

　本家に比べると、いささか乗り心ごこ地ちは悪いが、なかなかどうして、ちゃんと走りますぞ」

「走ってみせようか？」

　ミルチはそう言うと、自転車にまたがった。

「そうか……ミルチでも乗れるようにサイズが小さいんだな」

「私が小さいわけじゃないヨ。私の身長はクラフトの一族の平均だヨ」

　確かに、ミルチの言うとおり、サフェダ老の身長もミルチと、さほど違いは無い。

　ミルチがペダルを踏ふむと、自転車はすいすい中庭を走り始めた。

「すごいじゃないミルチ！　あなた自転車乗れるんだ！」

　五メートルほど走って、くるりとＵターンして戻って来たミルチは、にこにこ笑いながら答えた。

「えへへへ、実を言うと最初は転んでばっかりで、ジテンシャ壊こわしまくって爺じいちゃんに怒おこられたけどね。今はこのとおり。

　里の人たちも、みんなジテンシャ乗り始めて、今じゃクラフトの里は大人も子供も毎日ジテンシャの話題で大おお騒さわぎだヨ」

「確かに、見よう見まねで作った最初の一台は、あっという間にミルチに壊されました。そのあとの試作品もフレームがひん曲がったり、スポークが折れたり。しかし試行錯さく誤ごを厭いとわぬ探究心が、我がクラフト一族の身上じゃ。

　里の全員で力をあわせ、やっとのことで実用に耐える品物が出来たときは、里総出で祝しゆく宴えんを開いたほどじゃ。

　そして、この一台をぜひともショーマ殿に見せたくて、女王様に無理を言って持ってきたというわけじゃよ」

　翔馬は、ミルチがまたがっている自転車に近づいて、しゃがみこんだ。

　チェーンもギヤも、見事な精度で再現されている。スポークは一本一本鍛たん造ぞうで作ったのだろう、よく見ると微び妙みように太さが違っているがそれすらも、じっと見なければわからないレベルだ。

「何を見てるのよ」

　瀬里奈が不ふ機き嫌げんそうに聞いた。

「何って……自転車に決まってるじゃないか」

「そう？　ミルチの太ももをしげしげと見ているようにしか見えないわ」

「ショーマ、見てるだけじゃなくて、触さわってもいいんだヨ！」

「ミルチ！　あんたねえ……」

「冗じよう談だん冗談。瀬里奈はショーマが絡からむと冗談通じないからこまるヨ」
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　翔馬は、あわててミルチから離はなれて前輪の前にしゃがみこんだ。

「軸じく受けのベアリングも作ったんですか？」

　翔馬の質問を聞いて、サフェダ老は嬉しそうに笑いながらうなずいた。

「おお、あの小さなボールが入っている軸受けですな？　もちろんですとも！　いやはやあれを見たときのわしらの興奮した様を見せてやりたいほどじゃ。

　金属のボールを間に組み込むことで、軸の回転を滑なめらかにして、抵てい抗こうを無くすあの軸受けの実物を見たときに、誰もが叫さけびました、『俺は、なぜ、これを考えつかなかった！』とな。

　わしらは、今まで乗り物と言えば走竜か、牽竜の牽ひく竜車しか知らんかった。そこに自分の力で前に進めるジテンシャという乗り物が飛び込んできたわけです。

　構造もさほど複雑ではないし、魔力も必要としない、自分の力だけで、走竜に乗って駆かけるのと同じ速さで進むことが出来る。

　走竜と違い自分の意思のまま操あやつれる、魔法を使わずして自分の力が何十倍になる、まさしく革命的なカラクリじゃ。クラフトの血を持つものが、夢中にならぬわけが無い」

　まるで夏休みの宿題の工作を自慢する小学生のような表情で翔馬に説明するサフェダ老を見て、瀬里奈がため息をついた。

「自転車を、わざわざ飛竜にぶら下げて持ってきた理由がわかるような気がするわ」

　クラフトの里で作られた自転車を見ながら翔馬は考えた。

　──自転車レベルの機械ならクラフトの里の技術レベルでも、同じようなものを作り出すことは出来るんだ。

　もし、これがエンジン付きの原付スクーターだったら、おそらく複製は出来なかっただろう。

　今はまだ、一台一台手作りだけど、大量生産出来れば、この国の生活が大きく変わるかもしれないな……。

　そこに、フィラメント少佐がやってきた。

「自転車のお披ひ露ろ目めは終わりましたか？　これから女王様に戦せん況きよう報告を行いますので会議室にどうぞ」

「私も顔出していいの？」

　そう聞いたミルチを見て、フィラメント少佐はにっこり笑った。

「ええ、構いません」

「やったね！」

「ついてくるのはいいけど、おとなしくしていないとダメよ。女王様が一いつ緒しよにいるんだから」

「大丈夫、大丈夫！　ちゃんと空気読むヨ！」

　瀬里奈に向かって軽い口調で請うけ合ったミルチを見て、ライナが、ぼそり、とつぶやいた。

「空気は正しく読めなければ意味がありません。あなたは、しばらく黙だまっているのがよろしいと思われます」

「うにゅう……」

　ぴしゃりと言われて、へこんでいるミルチを見て、瀬里奈がつぶやいた。

「ライナって、おとなしいけど、言う時はキツイよねー」

「私は、女王様の前で粗そ相そうが無いように、と気を配っているだけです。女王様に恥はずかしい姿はお見せしたくありませんから」

　そう言って先頭を切って歩き出したライナの背中を見て、ミルチが小声で瀬里奈に言った。

「ライナって……女王様大好きだヨね」

「大好きって言うより、敬愛していると言った方がいいかもしれないわね」

「ケイアイ？」

「尊敬して、愛することよ。ただの『好き』って感情よりももっと、こう、レベルが高い想おもいなの」

「ふーん、よくわかんないけど、それって、瀬里奈がショーマを好きなのと、同じくらい好きってこと？」

「なっ！」

　瀬里奈が目を見開いた。見る見るうちに顔が真っ赤になる。

「なんてこと言うのよ！　いつ、私が翔馬を好きだって言ったのよ！　翔馬は、私が召しよう喚かんした使い魔まみたいなものよ！　便利に使えるから、目を掛かけてあげているだけよ！」

　前を歩いていたライナが、足を止めて振ふり返り、翔馬を見て、頭を下げた。

「申し訳ございません。お気を悪くなさらないで下さい翔馬様。瀬里奈様は照れているだけですので……」

「あ、大丈夫、慣れてるから……」

「何よそれ！　何もかもわかってる、みたいなこと言わないでよ！　翔馬って昔ッからそうなんだから！　私を子供扱あつかいして、まともに話を聞いてくれないくせに！」

　声を上げた瀬里奈を見たライナが、たしなめるように言った。

「瀬里奈様、砦とりでの中には、女王様の御お付つきの人や、それなりの身分の方がたくさんいらっしゃいます。あまり大声で騒さわがないでいただけますか？」

「え？　あ、う、うん……」

　黙り込んだ瀬里奈を見て、翔馬が驚おどろいていると、ミルチがそっと小声で言った。

「ライナはおとなしいけど、キレると怖こわいんだヨ」

「そうみたいだな……」

　──ライナさんの前でなくとも、アニス女王様をからかうようなことは言うつもりもないけど、誤解されるようなことも言わないように気をつけなくちゃな……ああいう、普ふ段だんおとなしい人を怒らせたくない。

　翔馬は自分にそう言い聞かせると、砦の建物の中に入った。




　会議室には、ミルス参さん謀ぼう総長以下の王国軍の幹部と胸に勲くん章しようを一いつ杯ぱいぶら下げた、見るからに貴族っぽい男たちが並んで、女王を待っていた。

　翔馬と瀬里奈は、女王のすぐ隣となりの席に案内され、ミルチとサフェダ老は女王を挟はさんだ側の隣に案内された。

　椅い子すの前に立った瀬里奈と翔馬に、ライナが小声で耳打ちした。

「……女王様の隣の席は、来らい賓ひんの席です。アンゼリカ王国にとって重要なお客様が座る席です。心してください……」

「うひゃ、緊きん張ちようするなあ……」

　その、翔馬の声が聞こえたのか、それとも心の中の声が聞こえたのかわからないが、アニス女王がにっこり笑って言った。

「これは最前線の作戦会議です。形式に囚とらわれる事はありません。自由闊かつ達たつに意見を述べて下さい。特に翔馬殿どのは遠えん慮りよせずに、自由な発想で意見を言って下さったほうが、嬉うれしいですわ」

「あ、はい、そうさせていただきます」

　翔馬がそう答えたとき、議事進行役のフィラメント少佐が、会議室の壁かべに掛けられている、地図が描かかれたタペストリーの前に立った。

「では、これよりアニス女王様御臨席の作戦会議に先立ち、峡きよう谷こく砦とりでの指揮官の交代と、守備隊の呼こ称しよう変へん更こうについてお知らせします。

　峡谷砦の総司令官として、王国軍参謀総長であったミルス中将が新たに着任されました。

　ミルス中将は、モーントーン砦において帝てい国こくとの宣戦布告儀ぎ式しきを行うために、便べん宜ぎ的に参謀総長とモーントーン砦の守備司令を兼けん務むされておりましたが、今回、参謀総長の職を外れ、この峡谷砦における総司令官となられます。

　これに伴ともない、峡谷砦守備隊は、モーントーン砦から撤てつ退たいした守備隊、及び竜りゆう騎き士し団、さらに召しよう集しゆうした予よ備び役えき部隊と共に峡谷砦軍として再編成されることとなりました。

　我が王国のすべての戦力が、この峡谷砦に集結し、決戦を挑いどむこととなります。

　では、現在に至るまでの戦況報告をさせていただきます」

　フィラメント少佐の説明が始まると、タペストリーの中に描かれた帝国軍の軍勢の絵が動き出し、モーントーン砦の前で川を渡り始めた。

　砦の前で撃げき退たいされた帝国軍の軍勢の後で、対岸に、煙けむりを吐はく蒸気機関車が登場した。

「すごいな、まるでアニメーションだ……」

　翔馬のつぶやきを聞いたライナが小さくうなずいた。

「はい、あの絵は切り絵で、それをゴーレムを作るのと同じ生命付ふ与よの魔法で動かしています。切り絵そのものがゴーレムなのです」

「そうなんだ……パワーポイントより便利そうだなあ……」

「ぱわーぽいんと？」

「そういうパソコンのソフト……と言ってもわからないよな、要するに、ゴーレムみたいに、命令して絵を動かす方法さ」

　そう答えた後で、翔馬は自分の言葉の意味に気がついた。

　──そうか、こっちの世界のゴーレムというのは、いわば俺の世界の制せい御ぎよソフトとそれによって動くハードの両方を兼かね備そなえた一種のロボットのようなものなんだ。

　ゴーレムは回転とか往復運動とか、そういった単純な動きしかできない、という話だけど、俺の世界にある複雑な動きをするロボットだって、動作の基本は回転するだけのモーターだ。複雑な動きは、それを制御するソフトによって成り立っている。

　つまり、魔法で回転する速度や力をコントロール出来るなら、それを組み合わせれば複雑な動きや、作業をこなせる魔動ロボットを作ることが出来るかもしれない。

　後で、サフェダ長老に話してみよう。

　タペストリーの前に立ったフィラメント少佐の戦況報告は、現在の敵の動きについてのものに変わった。

「帝国軍は、モーントーン砦を落とした後、我々の撤てつ収しゆう部隊を追つい撃げきするために、精せい鋭えいで知られる第三騎き兵へい団の第二大隊を投入し、アンダルム峡谷に通じるサライ山地にまで進出して、そこに野営地を作りました。

　ここを拠きよ点てんにして、さらに捜そう索さくの範はん囲いを拡大するつもりだったのでしょうが、捕ほ虜りよになったショーマ様が機転を利きかせ、野営地内に野生の走竜を呼び込んだために、大混乱となり、走竜を追おい払はらうために放った火球が天幕に燃え移ったため、補給物資を失い、野営地を引き払いました。

　現在、帝国軍の主力は、モーントーン砦から十二キロほど山地に入ったレルム集落の跡あと地ちに拠点を構築している模様です」

「帝国軍の主力がどこにいるのか、その正確な位置はつかめていないのですか？」

　タペストリーを見ていた女王が聞くと、フィラメント少佐は、悔くやしそうに答えた。

「鷹ホーのク・目アイ部隊が使い魔により何度か偵てい察さつを試みましたが、敵も使い魔を使って、こちらの使役している使い魔に攻こう撃げきを仕し掛かけて来るようになったため、敵の明確な所在地が判明しません。

　そこで、我々は離はなれた二箇か所しよで魔セン法ス・感マジ知ツクを行い、最も強い魔力を感じた方位を特定し、そこに向けて地図上に線を引き、二本の線の交点によって敵の現在地を割り出そうと試みました。

　しかし、この方法で割り出せた位置は、モーントーン砦の近くの河か川せん敷じきでした。

　おそらく、帝国軍はモーントーン川を渡る橋を架かけるために、この地点に土木作業用の大型ゴーレムを投入しており、そのゴーレムを動かすための膨ぼう大だいな魔力に反応したのだと思われます」

「では、さきほどの報告にあった、帝国軍の拠点の位置はどのようにして割り出したのですか？」

「地形や、道路、飲料水の確保、などの要素を勘かん案あんして、大規模部隊が野営可能な場所を割り出しました」

「それはつまり、推測、ということですね？　実際にそこに敵がいることを確かく認にんしたわけではない……」

「はい、敵は飛ひ竜りゆうに魔法感知の能力を持つ者を乗せて野営地の外周を常時周回飛行させ、警けい戒かいしておりまして、鷹たか以外の使い魔を使った偵察を何度か試みましたが、すべて敵に発見され、排はい除じよされてしまいました。

　偵察要員も送り込みましたが、遠見の魔法を使って敵情を観察しようにも、魔法を使うと即そく座ざに探知されてしまい、外周部に取り付くことすらできない状態です」

　フィラメント少しよう佐さの答えを聞いた女王はため息をついた。

「つまり、敵の正確な位置や情報は、まったくわからない、ということなのですね？」

「はい、今回の帝国軍の行動は、今までの戦い方の概がい念ねんを超こえております。裏返せば、帝国軍は我々に極ごく秘ひにしなければならない、何かを戦場に持ち込んだ……とも考えられます」

　フィラメント少佐の言葉を聞いて、会議室の中がざわめいた。

「帝国の秘密兵器、ということか……」

「蒸気機関とやらで動く陸上戦せん艦かんですら驚いたのに……」

「いったい何を持ち込もうとしているのでしょうな？」

　女王とフィラメント少佐のやり取りを聞いて、翔馬は考えた。

　──峡谷砦は三重の城じよう壁へきで守られ、さらに左右の山の中腹には、いくつもの出城がある。正面から城壁を突とつ破ぱしようとすれば、左右の出城から横腹を突つかれる。

　出城を落として、城壁を突破しても、さらにあと二つ城壁を越えなければならないという難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいだ。

　アンゼリカ王国は、この峡谷砦で守られているということは誰だれもが知っている。それでもなお戦争を仕掛けてきたということは、帝国軍は、この峡谷砦を突破できると踏ふんでいるということになる。

　もし俺が帝国軍の将軍で、この峡谷砦を攻せめるとしたら、どんな兵器を使うだろう？　翔馬の脳内に、一つの単語が浮うかんだ。

　それは『大たい砲ほう』という単語だった。

　──この世界には銃じゆうが無い。当然、大砲なんか誰も知らない。もし、この戦いに大砲を持ち込めば、それは驚くべき効果を持つ兵器になるだろう。

　帝国皇帝は、この世界に蒸気機関を持ち込んだ異世界人だ、と言われている。

　もしかしたら大砲や銃も作らせているんじゃないだろうか？

　そこまで考えて、翔馬がふと顔を上げたとき、目がアニス女王と合った。

　──うわ、もしかして俺の考えていたこと、女王様に筒つつ抜ぬけか？

　女王はにっこり笑って言った。

「翔馬殿、その、大砲、というものについて、お話して戴いただけませんか？」

　──やっぱり。

　翔馬は小さくため息をつくと、立ち上がって話し始めた。

「アニス陛下よりご質問のあった、大砲というものについて、ご説明します。大砲というのは俺たちの世界で使われている兵器です。原理は実に簡単でして……えーと……」

　翔馬はそこで言葉を切ると会議室の中を見回した。

「あ、あれだ、ライナさん、悪いけど、あそこにあるマグカップを持って来てくれない？」

「はい、かしこまりました！」

　ライナからマグカップを受け取った翔馬はそれを持ち上げて、会議室にいる人々に見せながら説明を始めた。

「えーと、大砲というのは、いわば、このマグカップみたいな構造をしています。このカップの底に、火薬と呼ばれる、火をつけると爆ばく発はつする薬品を詰つめ、口の方から弾だん丸がんを込めます。そして、カップの底に小さな穴を開けてそこから中の火薬に火をつけます。

　ドカン！　と火薬が爆発しますと、そのエネルギーは口の方に向かいます。そのエネルギーで、込めてあった弾丸を飛ばすわけです。

　実際の大砲は、火薬の爆発に耐たえられるように分厚い金属で作られています。

　飛ばす弾丸も、一ひと抱かかえもあるような巨きよ大だいな金属や石で作られたもので、大砲はその弾丸を、城を守る側の放つ弓矢の射程外から飛ばし、城壁を破は壊かいするために使われました。

　帝国は、蒸気機関で動く陸上戦艦を作り出しました。この峡谷砦を攻こう略りやくするために大砲を作っていたとしても、おかしくありません」

「大砲というものの、おおよその構造はわかりましたが、その、火薬というものが良くわかりません。それは、どのようなものなのですか？」

「えーと、火薬にはいろいろ種類があって、綿を硝しよう酸さんに漬つけて作る綿火薬というものもありますが、一番簡単な火薬は、硫い黄おうと硝石と木炭の粉を配合した黒色火薬と呼ばれるものです……硫黄とか硝石とか、わかります？」

　アニス女王をはじめとする王国の重じゆう鎮ちんたちは、お互たがいの顔を見合わせた。

「硝石？　聞いたことがあるか？」

「いや、どんな鉱物なのか、全く見当がつかん」

「硫黄はわかる。あの、火山地帯に産する黄色い鉱物じゃな」

「木炭の粉というのは、要するに炭の粉だな」

「その、硝石と言うものだけが、わからんな」

　その表情を見て、翔馬は思った。

　──そういえば、日本では硝石が産出しないので、戦国時代の日本では鉄てつ砲ぽうに使う硝石は硝化バクテリアを使って有機物から作り出していた。というのを合がつ掌しよう造りで有名な五ご箇か山やまというところで見た覚えがある。

　翔馬は右手を挙げて言った。

「もしかすると、この王国では、硝石は産出しないのかもしれません。俺のいた世界でも、鉱物として産出する地方もあれば、全く産出しない地方もありましたから」

　翔馬の話を聞いていたサフェダ老が、考え込むようにつぶやいた。

「わしらクラフトの一族は、この世界で産出する鉱物について、最も詳くわしい一族じゃ。この世界のほとんどの場所……極北の地から、南方の灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくまで、およそ鉱物と言われるものはなんでも掘ほってきた。だが、ショーマ殿の言うような鉱物は見たことも聞いたこともない」

「帝てい国こく領内でも、ですか？」

　サフェダ老は、うなずいた。

「わしらクラフトの一族は、国家の枠わくを超こえておるからな。帝国領内の鉱物についても知らぬことはない。新たに発見されたとしても、それはたちどころにクラフトの一族に伝わるはずじゃ。わしらクラフトの一族以外に鉱物を掘り出し、精せい錬れんするスキルを持つ者はおらんのじゃ」

　サフェダ老の言葉を聞いたフィラメント少佐は考え込むような表情でつぶやいた。

「帝国領内にも硝石が産出しない。硝石が存在しないとしたら、先ほどショーマ様のおっしゃっていた黒色火薬は製造できないということになりますね？」

「はい、硝石が無くては黒色火薬は作れません」

「ということは、大砲を作っても、弾丸を飛ばすことができない、ということになります。帝国の秘密兵器は、大砲ではない。ということになるのではないでしょうか？」

「そういうことになりますね……」

　翔馬の答えを聞いていたアニス女王が、小さく首をかしげて微笑ほほえんだ。

「翔馬殿は、今一つ納なつ得とくしていないようですね？」

「はい。確かに一番簡単な黒色火薬が作れなくては、他に火薬が作れるとは思えません。フィラメント少佐がおっしゃったとおり、帝国の秘密兵器は大砲ではないのかもしれません。

　でも、大砲以外にも遠く離れたところから、大きな石や砲弾をぶつけて、城壁を壊こわすことができる兵器があります。

　大砲が発達するまでは、大砲の代わりに攻城戦などに使われていたもので、投石機と呼ばれるものです。

　これは材木とロープさえあれば作ることができます。構造を一言で説明するのは難しいのですけど……」

　そこまで話した時、翔馬は、自分のスマートフォンに投石機を使って敵の城を壊すゲームアプリが入っていることを思い出した。

「えーと、投石機というのがどういうものか、ご説明しますので、少し待って下さい！」

　翔馬はそう言うと、後ろに座っていたライナを振ふり向いた。

「ライナさん！　お城から持って来てくれるように頼たのんだ俺の荷物、どこにあるかわかる？」

「え？　あ、はい、お城から運ばれたものはすべて、一階の食堂に運び込まれているはずですが……何か必要なものが？」

「俺のスマホを持って来てくれないか？」

「すまほ？　あ、ああ！　あれですね。これくらいの薄うすい板のような……」

「そうそう」

「……触さわると瀬里奈様の絵姿が映しだされる……」

「え？」

　ライナの言葉を聞いた瀬里奈が顔を上げた。

「ちょっと、翔馬！　私、聞いてないんだけど？」

「あ、いや、動作確認で撮とった画像があるだけだ、他意はない」

　瀬里奈は頰ほおを赤く染めると、まんざらでもない、という表情で言った。

「……なんでそんな、隠かくし撮どりみたいなことするのよ」

「あ、いや、だから、単にスマホのカメラの動作確認をしただけで、他意はないんだ。道みち端ばたの石ころでもテーブルの上のカップでも良かったんだが。たまたま目の前にお前がいたから……」

「なによそれ！」

　ライナは苦笑いしながら、翔馬に言った。

「翔馬様は、本当に女心に疎うといんですね。では、持って参ります」

　そう言って会議室を出て行ったライナを見送って、翔馬はつぶやいた。

「……何のことだ？」

　その表情を見て、どうやら翔馬が本気でわかっていないことを知ったのだろう、瀬里奈がため息をついた。

「もういいわ、どうせ、私なんか道端の石ころや、テーブルの上のカップと同じようなものなんだから……」

　唇くちびるを尖とがらせてむくれる瀬里奈を見たアニス女王は、笑いながら告げた。

「では、翔馬殿の『すまほ』とやらが届くまで、しばらく休きゆう憩けいに致いたしましょう。会議は十分後に再開いたします」

　会議室の中に、ほっとした空気が流れ、出席者の中の何人かは席を離はなれて、それぞれの知り合いのところに行って雑談を始めた。

　──女王陛下御ご臨りん席せきの作戦会議とか聞くと、すごく真面目まじめで、物音一つ立てちゃいけない。みたいなものって気がするけど、この会議って、どことなく、サバサバとして自由な雰ふん囲い気きがあるんだよな……。

　やっぱり、アニス女王様の前では隠し事をしたり、建前を振りかざしても意味がないからなんだろうな。

　ざわざわとした空気の中で、翔馬が、ぼんやりそんなことを考えていると、ライナが戻もどって来た。

「翔馬様！　『すまほ』、を持って参りました！」

「ああ、ありがとう！」

　翔馬が、そう言って受け取ろうとしたスマホを、瀬里奈が横からひったくった。

「あ、おい！　何をする！」

「どんな写真を撮られたのか気になるから確かく認にんするのよ！　私には権利があるわ！」

　瀬里奈はそう言うと、スマホの電源を入れた。

「えーと、画像ファイルはどれかしら？　もしかしてエッチな動画とか入っているかもしれないわね」

「入れてねーよ、そんなもん！　あ、こら！　勝手に触るな！」

「あわてるところが、ますます怪あやしいわね！」

　瀬里奈は、そう言うと、タッチパネルを適当に押した。

　アプリが起動する時のチャラーン、という音が流れ、やがて、スマホの画面に写真が表示された。

「あ、出た出た、これね！」

　そこに映し出されたのは、嬉うれしそうに笑っている瀬里奈の姿だった。

「あら……」

　瀬里奈は目を見開いた後で、顔を赤くした。

「……なんだ、見せたがらないから、どんなひどい写真かと思ったら……結構まともな写真じゃない」

「お前がこんな風に、楽しそうに笑ってるのを見たのは、久しぶりだったからさ……もし、向こうに帰れたら、御み綱づなに見せてやろうと思って……黙だまって隠し撮りみたいなことをしたのは謝るよ……」

「……わかったわ、素す直なおに話してくれたから怒おこらないでいてあげる。今度から写真撮る時はちゃんと言ってよね！」

　瀬里奈はそう言うと、翔馬にスマホを差し出した。

　翔馬と瀬里奈のやり取りを、にこにこ笑いながら見ていたアニス女王が、立ち上がって告げた。

「さて、無事に『すまほ』も届いたようですので、休憩を終わりましょう。皆みな様さま、席にお戻り下さい」

　出席者が、がやがやと席に戻る中、翔馬はスマホのゲームアプリを起動させた。

　液えき晶しよう画面の中に、投石機と城じよう壁へきが表示される。

　画面をタップすると、投石機が動き出した。

　──これでよし。

「翔馬殿、『すまほ』の調子はいかがですか？」

「大だい丈じよう夫ぶです、動きました。今、皆様のところに回します」

　翔馬はそう言うと、スマホをアニス女王に渡わたした。

　アニス女王は、興味深そうに液晶画面を見つめた後で、スマホを隣となりにいたサフェダ老に手渡した。

「おお！　すごい！　これはどのような魔ま法ほうで動いているのじゃ？」

「魔法ではありません、技術です」

「なんと、これが魔法ではないとな？　お主の世界の技術はどれほど進んでおるのじゃ！」

「爺じいちゃん、今は『すまほ』のことじゃなくて、ここに映っている機械の話をしているんだヨ？」
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「おお、そうじゃった、すまんすまん」

　サフェダ老はそう言うと、スマホの画面を凝ぎよう視しした。

「……ふむ、投石機というのは、長いアームを振り回し、その遠心力を使って石を投げる機械なのか。

　投とう擲てきするタイミング次し第だいで、飛ばせる距きよ離りが変わる、というわけだな？」

「はい、そうです。アームを振り回すエネルギーは、アームの反対側に石を詰つめた箱を吊つるして、それを落とし、その落下エネルギーを使います」

　サフェダ老は、ミルチにスマホを渡して、出席者を指差した。

「お前がこれを持って、みんなに見せて来なさい」

「わかったヨ！」

　ミルチはそう言うと嬉しそうにスマホを持って、出席者の所に向かった。

「おおよその構造はわかった。あれなら、わしらにも簡単に作れそうだな。

　ショーマ殿が言うとおり、帝国軍の秘密兵器はあれかもしれんな……」

　サフェダ老の言葉を聞いたアニス女王が、心配そうな表情で翔馬に聞いた。

「帝国軍が投石機を使うとして、それに対たい抗こうできる手段はありますか？」

「俺のいた世界では、投石機で城の外壁や城門を破は壊かいして、城を陥かん落らくさせた、という歴史があります。実際に、どの程度の距離から、どれくらいの石を投げるのかわかりませんが、もし、飛ばしてくるのが石なら、魔法が通じますから、対抗手段はあるのではないかと思います。問題は、帝てい国こくが鉄の塊かたまりを投げてきた時だと思います。鉄の塊は魔法の影えい響きようを受けませんから」

「と、いうことは……対抗手段はないということですか？」

「いえ、あります」

「どんな方法ですか？」

「こっちも投石機を作るのです。敵が石を投擲してくる前に、こっちから石を投げて敵の投石機を破壊してしまえばいいのです」

「目には目を、ということですね」

「はい。問題は、こちらに投石機を作る時間があるかどうか、だと思います」

　翔馬の答えを聞いて、サフェダ老は、笑いながら胸を張った。

「なに、時間を短縮する方法はいくらでもあるぞ。仕事量が同じなら人手を増やせば、時間は短縮できる！　クラフトの里の職人をすべて呼び集め、ここで投石機を作れば良いのじゃ！　材木もロープも石も、材料はすべてそろっておる！　実際には強度や飛ひ距きよ離りなど、いろいろ試ためさねばならんが、さほど難しいことでは無い！」

「頼もしいお言葉ですわ。アンゼリカ王国は、クラフトの里の皆様の助力を得て、心強い限りです」

　にっこりと笑ったアニス女王を見て、サフェダ老は、一礼した。

「なんの。帝国の圧政と暴ぼう虐ぎやくの中で苦労しておる仲間のために、これくらいのことはなんでもない。わしらがアンゼリカ王国に荷か担たんしたのは、一刻も早く帝国を倒たおし、仲間を救い出すためなのじゃからな」

「……仲間を救い出す、というのは、どういう意味ですか？　俺が聞いた話では、クラフトの里は今まで、ずっと中立の立場を取っていた、ということですが、なぜ、この戦いでアンゼリカ王国と共に戦うことになったのでしょう？　差し支つかえなければ教えていただけませんか？」

　翔馬の言葉を聞いて、サフェダ老は、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になった。

「すべては帝国皇帝の暴虐から始まったのじゃ。わしらクラフトの一族は、剣けんも鎧よろいも作るが、本来は竜車や家具といった人びとの暮らしを支える道具を作るのが仕事じゃ。

　国家のシガラミとは無む縁えんの一族として中立を保ち続けてきた。だが、帝国皇帝は、帝国領内のクラフト一族に、軍備増強のための専属工こう房ぼうになれと命じてきた。

　帝国領内のクラフト一族は抵てい抗こうしたが、皇帝は軍を差し向け、一族の女子供を人ひと質じちにして、協力を迫せまったのじゃ。

　一族滅めつ亡ぼうを前にした族長は、皇帝の命に屈くつするしかなかった。

　皇帝は領内のクラフト一族を、帝てい都との一角に幽ゆう閉へいし、そこで武器を生産させているそうじゃ。

　その工房は高い塀へいで囲われ、常に兵士に見張られている。わしら誇ほこり高きクラフトの一族が、家か畜ちくのような目にあわされているのじゃ。

　それを知ったとき、わしらの心は決まった。帝国はわしら一族の敵じゃ。

　わしらに新しい技術と概がい念ねんを授さずけてくれたショーマ殿がいるアンゼリカ王国は、わしらの友じゃ。

　友と共に戦うことに何の不思議がある？」

　サフェダ老の言葉を聞いていたアニス女王が、翔馬を見て言った。

「お聞きになりましたか？　我が王国に力強い味方が現れたのは、翔馬殿、あなたのおかげなのですよ？」

　翔馬は驚おどろいた。

「え？　いや、俺は別に何もしてませんよ？　自転車持ち込んだだけで、これと言ってたいしたことはしてないんですけど……」

「あなたは帝国の攻こう撃げきを退けました。

　正直言って、帝国は強国です。このまま戦い続けても勝てるかどうかは、わかりません。でも、負けない戦いならできます。

　私たちに大勝利は必要ありません。私たちは負けなければ良いのです。

　小国には小国の戦い方があります。そしてあなたはそのための知識を持っています。

　あなたが、瀬里奈の後に続いてわが国にやってきたことは、神のご加護だと私は信じています」

「は、はあ……なんだかそう言われると、背中がくすぐったいような気分ですけど……がんばります」

　翔馬はそう言うと後頭部を搔かいた。

「何よその返事！　カッコワルイ！　もっと胸を張って、王国のためにこの命をなげうって戦います！　とかなんとかカッコイイことを言いなさいよ！」

「そんなこと言われたって……」

「そうですね、今の瀬里奈にはわからないかもしれませんが、今の翔馬殿の、その、飾かざらぬ姿こそが、本当にかっこいいんだ……と思えるときが来ますよ」

　困ったような笑いを浮うかべる翔馬を見たアニス女王は、そう言って笑った。







　第五章　クラフト義勇軍　CHAPTER FIVE







　峡きよう谷こく砦とりでにクラフト一族が到とう着ちやくしたのは、それから三日後のことだった。

　一族が到着するその三十分ほど前から、谷あいに、ガラガラという金属を転がすような音が響ひびきはじめた。

「何の音だ？　もしかして帝国の攻撃か？」

「いや、音は前からじゃなくて後ろから聞こえてくるぞ！」

「後ろって……王都の方からだよな？　じゃあ援えん軍ぐんか？」

「あんな音を立ててやってくる援軍なんか知らないぞ？　クラフトの一族が来るって話は聞いていたけど……」

　砦の城壁の上に立っている衛兵たちは不安そうな表情で音の聞こえてくる方向を見つめていた。

　その音は、砦の中にいた翔しよう馬またちの耳にも届いていた。

「何の音だろう？」

「なんだか金属音っぽいな……」

　瀬せ里り奈なと翔馬の言葉を聞いたミルチは、にやっと笑った。

「さすがのショーマも、あの音は、わからないみたいだね！　あれはジテンシャの音だヨ！」

「自転車？　自転車がなんで、あんなガラガラ音を立てるのよ！」

「いや、待て、そう言えば、ミルチが持ってきたあの自転車……タイヤが空気入りじゃなかったぞ？　芯しんまでゴムのソリッドタイヤみたいなヤツだった。

　地面の振しん動どうがダイレクトに伝わって来るから、フレームとかが音を立てても不思議じゃない！」

「でも、一台や二台の自転車で、あんな大きな音を立てるわけないじゃない！」

「一台や二台じゃない、としたら？」

　翔馬の言葉を聞いたミルチが、にっこり笑って拍はく手しゆした。

「さすがだね！　大正解！　あの音は、クラフトの里のみんなが乗って来た自転車の音だヨ！」

「里のみんな……って、何人くらいが自転車に乗っているんだ？」

「一つの工房で十台以上作って、それにみんなで乗って来ているから、五百台くらいかな？」

　瀬里奈は目を丸くした。

「五百台？　もうそんなに作ったの？」

「うん、今までは工房ごとに一台一台手作りだったけど、爺じいちゃんが『きかくとういつ』というのをやったから、各工房で分業できるようになったんだ」

「きかくとういつ？　あ、ああ、規格統一か！」

「なによそれ？」

　怪け訝げんな顔をする瀬里奈に、翔馬はポケットの中のスマホを見せた。

「このスマホを充じゆう電でんするジャックのサイズは、どのメーカーも同じだろう？　乾かん電でん池ちとかのサイズや家電のコンセント、ＵＳＢなんかも全部同じだ。そうやって、各メーカーで部品やフレームのサイズを統一することさ。

　もし、このサイズが全部メーカーごとにバラバラだったら、不便で仕方が無いし、部品メーカーも各メーカーごとに違うサイズの部品を作らなくちゃならないだろ？　そういった無む駄だを省くために規格統一は必要なんだ」

「へえ、そうなんだ。電気のコンセントとか、どれも同じなのが当たり前だと思ってたけど、考えてみれば誰だれかが『サイズはこうしよう』って決めたから、どのメーカーでもコンセントは同じなんだよね」

　瀬里奈がそう答えたとき、部屋のドアが開いて、サフェダ老が入ってきた。

「おい、ミルチ！　里の連中が来た！　出で迎むかえるぞ！」

　サフェダ老は、そこまで言ってから、そこに瀬里奈と翔馬がいるのを見て、あわてて頭を下げた。

「おお、瀬里奈様とショーマ殿どのもいらっしゃいましたか！　これは失礼いたした。てっきりミルチしかおらんと思っておった」

「爺ちゃんはせっかちだからなあ……ちょうど今ショーマに『きかくとういつ』の話をしていたところだヨ」

「おお、規格統一！　あれは素す晴ばらしい！　どのネジ穴にも合う『ぼると』と『なっと』は、わしらの里に革命をもたらしました！

　わしらは、ショーマ殿の置いて行かれたジテンシャを、何度も分解し、何度も組み立てた。そして、あるとき、ジテンシャに使われている『ぼると』と『なっと』が、どれでも皆みな同じように使えるということの意味に気づいたのですじゃ」

「共通規格という概念ですね」

「そうじゃ、すべてが同じサイズで作られている。髪かみの毛一本ほどの誤差もない、そっくり複製されたとしか思えない部品。それが持つことの意味に気がついたとき、わしは足が震ふるえた！　ショーマ殿！　お聞き下さい！　我が里が全力で取り組んだ、量産自転車のあの車輪の音を！　我がクラフトの一族が、次の地平に進むことができるのは、まさしくショーマ殿のおかげじゃ！」

　サフェダ老の言葉のとおり、金属音の混じったガラガラという音は、すぐそこまで近づいていた。




「きをーつけぃ！」

　サフェダ老の号令を受けて、砦の中庭に整列した五百人のクラフトの戦士たちが、一いつ斉せいに背筋を伸のばした。

　身に纏まとっているミスリルの鎧よろいが、動きに合わせてキラキラと輝かがやく。

「ミルス司令官にーっ、注目！」

　ミルス中将が答礼し、小さくうなずくのを見て、サフェダ老が号令を掛かける。

「なおれーぃ！」

　五百人のクラフトの戦士が身体からだを動かすたびに、砦の建物の壁かべの上を、ミスリルの鎧に反射した日光が描えがく白い無数の斑はん点てんが動く。

「まぶしすぎて、目がおかしくなりそうだわ……」

「我らクラフトは、ミスリルの白き輝きを纏いて戦いに臨のぞむものなり。その生死と勝敗、常にミスリルと共にあり……爺ちゃんから教わった、クラフトの古い言い伝えだヨ」

「帝てい国こく軍の歩兵が赤い軍服を着て、騎き兵へいが青い軍服を着ているように、クラフトの戦士はミスリルを着る、というわけか……ミスリルの鎧ってのは、目立つよなあ……」

「日本の自衛隊員とかは、緑色だけだけど、この世界の軍服って派手だよね」

「サッカーやラグビーのユニフォームみたいなものさ。軍服を派手にして色分けしないと、自分たちの部隊がどこにいるのかわからなくなっちゃうからね」

「何万人という軍勢がぶつかる戦場では、目立つことが大事だって爺ちゃんが言ってたヨ」

　翔馬たちが、砦の建物の中から、中庭に整列したミスリルの戦士を眺ながめて、そんなことを話していると、そこにライナがやってきた。

「失礼します。翔馬様、フィラメント少しよう佐さがお呼びです」

「少佐が？　何の用事なんだろう……」

「詳くわしいことはお聞きしていませんが、敵情偵てい察さつについて、『すまほ』をお借りできないか……とのことでした」

「敵情偵察にスマホ？　何に使うんだろう？」

「あれではありませんか？　ほら、翔馬様が瀬里奈様の絵姿を写し取ったように、敵の様子を写し取れないか？　という……」

「あ、そうか！　偵察機だ！」

「ていさつき？」

「俺たちの世界では、飛ひ竜りゆうみたいに空を飛ぶ飛行機という機械に、あのスマホみたいな機械を積んで、敵地の上空を飛んで、敵の様子を調べているんだ。その飛行機のことを偵察機って言うのさ。わかった、すぐに行く。ライナさんも一いつ緒しよに来て」

　ライナは目を丸くした。

「私も……ですか？」

「うん、魔ま法ほうのことに関しては、ライナさんに聞くのが一番わかりやすいからね」

　すかさず瀬里奈が割り込んだ。

「私も一緒に行くわ！」

「なんでお前が来るんだよ」

「ライナは、しっかりしているようで、押しに弱いから心配なのよ。あんたの毒どく牙がに掛からないように、私が見張っておかないとね！」

「何だよ、毒牙って！　俺は毒どく蛇へびか！」

「ショーマって、毒蛇か？　そーか、そーか、ミルチならいつでも嚙かんでいいんだヨ！　ほらほら」

　ミルチはそう言って笑うと、右手の袖そでをめくって二の腕を差し出した。

　翔馬は、思わず、ミルチの白い二の腕に見とれてしまった。

　──うわ、むちむちとして、実に嚙み応ごたえが良さそうだ。

　そう思った次の瞬しゆん間かん。

　ごん！

　重い金属音と共に翔馬の後頭部に、瀬里奈の杖つえがヒットした。

「うぐっ！」

　翔馬は頭を抱かかえてその場にうずくまった。

「いやらしい目でミルチを見るんじゃないわよ！　この変質者！」

「そんな目で見てねえよ！　それより、その微び妙みように突とつ起きの多いデザインの杖で殴なぐるな！　そいつは鈍どん器きじゃねえ、棒ポー状ルウ武エポ器ンだ！」

　ライナは、小首をかしげ、やれやれ、という表情で言った。

「まあまあ、瀬里奈様。翔馬様も男の子なのですから、乙女おとめの柔やわ肌はだを見せられれば、凝ぎよう視ししてしまうのは仕方が無いことですわ。それに、ミルチの言うことを真に受けても仕方がありません。この子は、その場のノリで生きているような子ですから」

「いやだなあライナ、そんなに褒ほめないでヨ！」

「……褒めていません」

「そーなのか、でもミルチは褒め言葉だと思うヨ。だって、その方が楽しいもん！」

　ミルチはそう言うと、白い歯を見せて、にかっ、と笑った。




　フィラメント少佐の部屋は、八畳じよう間ほどの広さの将校用の執しつ務む室だった。

　マホガニーで作られたどっしりとした机の上には、地図や図面、そして報告書を綴つづった分厚いバインダーなどが乱雑に積みあがっている。

　両手で本を抱え込んだフィラメント少佐は、申し訳無さそうに言った。

「今、座る場所を作りますので、しばらくお待ち下さい」

「あ、いえ、いきなり四人で押しかけて来た俺たちが悪いんです」

「あの……お手伝いしましょうか？」

「うん！　ミルチも手伝うヨ！」

　そう言って腕まくりするミルチを見て、フィラメント少佐は苦笑いを浮かべて首を振ふった。

「あ、いえ、他人の手が入ると、どこに何を置いたのかわからなくなってしまいますので……一見すると、とっ散らかっているように見えますが、これはこれで、それなりに分類してあるのですよ」

　応接用のソファの上に積んであった本を片付け、そこに翔馬たちを座らせると、フィラメント少佐はいきなり本題に入った。

「昨日より帝国側の魔セン法ス・感マジ知ツクを使った警けい戒かいがさらに厳しくなり、記き憶おく強化の魔法を掛けて、敵てき陣じんに近づくだけで、警戒兵の乗った飛竜が飛んできて、偵察部隊の兵士が、全く近づけない状態なのです。

　隊員に掛ける記憶強化の魔法の代わりに、ショーマ様のスマホをお借りして、偵察部隊に持たせたいのですが……」

「記憶強化の魔法って、どんな魔法なんですか？」

　フィラメント少佐は顔を上げて、ライナを見た。

　ライナは、小さくうなずくと、説明を始めた。

「いわゆる実務魔法の一つでして……目で見たものの形、色、そして数などを鮮せん明めいに記憶する魔法です。この魔法を掛けておけば、時間が過ぎても、忘れることがありません」

「脳内カメラみたいなものか……確かに、スマホのカメラなら、その魔法の代わりになりそうですね。いいですよ、使い方をお教えします」

「そうですか！　それはありがたい！」

　フィラメント少佐は、ほっとしたように肩かたの力を抜ぬいた。

「あ、そうだ、前からお聞きしたかったんですが、この世界には迷めい彩さい服というのは存在しないんですか？　こういった、茶色や緑が入り混じった模様の服です」

　翔馬はそう言うと、ポケットに入れてあったウッドランド迷彩のバンダナを広げて見せた。

「ああ、その柄がらのことですか……私は見たことがありません。ライナさんは見たことがありますか？」

　ライナは首を振った。

「いえ、見たことがありません。翔馬様が持っていたリュックとか敷しき物ものなどに良く使われているので、変わった模様だなと、ずっと思っておりました……その柄には、どんな意味があるのですか？」

「この柄は、野山の色彩に溶とけ込んで、姿を見えにくくするためのもので、俺たちの世界の兵士は、敵に発見されないことを第一に考えて、みんなこういった柄の戦せん闘とう服を着ています。俺たちの世界の戦争は、こっちの世界の戦争とは、戦い方が全く違ちがうんです」

　フィラメント少佐は身を乗り出した。

「なるほど……そう言われてみれば確かにそうですね。偵察部隊に、こういった柄の服を着せて、魔法を一いつ切さい使わずに接近し、魔法を使わずにスマホで写真を撮とれば、敵の魔法感知に引っ掛からずに済みそうですね……問題は、今から染め物の職人に頼たのんでも、出来上がるには時間が掛かりすぎる、という点ですね」

「だったら、ギリースーツを作ったらどうでしょう？　あれなら、緑色や茶色い布があればすぐに作れます」

「ぎりーすーつ？　それはどんなものですか？」

「説明するより、実際に作ってしまった方が早いと思います。なるべく地味な色の布と、シャツを用意していただけますか？」

「わかりました、被ひ服ふく係に言って、すぐに用意させましょう！」

　──五分後。会議室に集まった翔馬たちは、茶色や深緑色の布をハサミで細く切り刻んでいた。

「ミルチ、できれば、ジグザグに切ってくれ、まっすぐに切る時は細くして」

「了りよう解かいだヨ！」

「ライナさんは、この茶色のシャツに細く切った布を縫ぬい付けて。適当に色を混ぜて同じ色の布が並ばないように頼む！」

「かしこまりました！」

「瀬里奈は……そこで見ていればいいや、裁さい縫ほうとかできそうもないから……」

「なによそれ！　馬ば鹿かにしないでよ！　針と糸くらい使えるわよ！　中学生の頃ころはフェルトでマスコットとか作っていたんだから！」

「へえ、知らなかった……意外とカワイイ趣しゆ味みしてたんだな、どんなマスコット作ったんだ？」

「バシリスクよ……あんまり評判良くなかったわ」

「……もっとかわいい動物にすればいいのに」

「あら、バシリスクってかわいいじゃない！　見たものを石にする能力を持ってるなんてステキよ？」

「……まあ、好みは人それぞれだからな。じゃあ瀬里奈は、この帽ぼう子しに、細く切った布切れを縫いつけてくれ」

「帽子に？」

「ああ、布で顔を隠かくすんだ。顔って意外と目立つんだ」

「わかったわ！」

　わいわい言いながら作り上げた手作りギリースーツを持って、翔馬は総司令官のミルス中将のもとを訪おとずれた。

　事前にフィラメント少しよう佐さから、話が伝わっていたのだろう。部屋に入ってきた翔馬を見て、ミルス中将は、興味深そうに笑った。

「また新しい発明品を作ったそうですな。それがそうですか？」

　翔馬は脇わきに抱えていたギリースーツを差し出した。

「はい、これが敵に発見されずに、敵地に潜せん入にゆうできる偽ぎ装そう服です！」

「そのボロ布のようなものが？」

「はい、部屋の中で見ると、確かにボロ布のようにしか見えませんが、森の中や草の茂しげみの中に入りますと、その真価を発揮します。これから実験を行いますので、立ち会いをお願いできませんか？」

　ミルス中将は小さく目を見開いた後で、楽しそうにうなずいた。

「ほう、実験ですか。そいつは面おも白しろそうだ。各部隊の指揮官で、手の空いているものを参加させましょう」

「お願いします！」

　翔馬は頭を下げた。

　──三十分後。

　峡きよう谷こく砦とりでの裏手にある広場の北側にある山の斜しや面めんと山やま裾すそが接しているあたりに、ミルス中将をはじめとする王国軍の上級将校と、そして偵てい察さつ部隊の指揮官たちが集まっていた。

　将校たちの前には、ロープが張られ、そこに白いシーツが掛かけられて、目の前の山の斜面が見えないように目め隠かくしがされている。

　シーツの前に立ったフィラメント少佐は、シーツをめくって、その向こう側にいる翔馬と一言二言会話を交かわした後で、将校たちに向き直って一礼した。

「それでは、これより偽装服の実験を行います！　このシーツの向こうに広がっております斜面林は、南向きで、日当たりが良いため木々の下には下草が茂っておりますが、いずれも人の手の入っていない天然林であり、この地方の平均的な山林となっております。

　現在、その山林の中に、我が軍の偵察部隊の隊員三名と、偽装服を身に着けたショーマ様、偽装布を身に纏まとったミルチ嬢じようと瀬里奈様の六名が身を隠しております。

　これからシーツを外します。十分以内に全員を発見していただきます。よろしいですね？　では、シーツを外します！」

　フィラメント少佐が合図をすると、兵士が走り寄ってきて、ロープに吊つるしたシーツを素す早ばやくまとめて、持ち去った。

　茶色い偵察部隊の軍服を着ている三人の兵士はすぐに見つかった。

「おい、マイトレーヤ軍ぐん曹そう！　もっと上手うまく隠れろ！」

「クラップ伍ご長ちようも、丸見えだぞ！」

　偵察部隊の指揮官が飛ばす野次を聞いた見学者の間から笑い声が起きた。

　だが、その笑い声はすぐに消えて、代わりに、ひそひそと小声で会話を交わす声が聞こえ始めた。

「おい、わかるか？」

「いや、全然わからん。本当にショーマ殿はここにいるのか？」

「ショーマ殿もそうだが、瀬里奈様も見つからんぞ？」

「機き嫌げんを損そこねんように、もし、瀬里奈様を見つけても黙だまっていようと思っていたんだが……」

「あ、あそこじゃないか？　あの太い木の下の茂みの中、なんとなく不自然だぞ」

「そうか？　そう思うからそう見えるんだ。俺はどっちかと言うとあの低く枝が垂れ下がっている木の後ろ辺りが怪あやしいと思うんだが」

「ああくそ！　日ひ陰かげになっているところは全部怪しく見えて来たぞ！」

　見学していた将校たちの間に、ざわめきが広がり始めたとき、大きな木の下に生えている下草の一部がぺろん、と、めくれて中から、ひょこっとミルチが顔を出した。

「ねえ、まだ？　もういいんじゃないの？」

　それを見た見学者がどよめいた。

「うわ、あんなところに隠れていたのか！」

「目と鼻の先じゃないか！」

「あれは……布なのか？　全くわからなかったぞ！」

　そのとき、瀬里奈の声が右側から聞こえた。

「ダメよミルチ！　まだ十分過ぎていないんだから！」

　その声を聞いた見学者は、さらにどよめいた。

「今のは瀬里奈様の声だったぞ？　その辺りから聞こえた！」

「どこだ？　どこにいるんだ？」

　そして、フィラメント少佐が、笑いながら言った。

「はい、十分が経過しました。では、瀬里奈様、姿を見せてください」

「はーい！」

　見学者の右側にある藪やぶの陰から、瀬里奈が顔を出した。

「おお、あんなところに！」

「すごい魔ま法ほうだな」

「いや、魔法ではない、あの布だ！　布の表面についている細かいひらひらが、目くらましになっているんだ！」

「たったあれだけの加工で、こうも見えにくくなるとはな……」

　そのとき、ミルス中将が口を開いた。

「……ショーマ殿はどこにいるのだ？」

「そう言えば、姿が見えませんな」

「あそこにいるのは、ミルチ嬢と瀬里奈様だけです……」

　見学者が辺りを見回し始めたのを見て、フィラメント少佐が言った。

「もうよろしいでしょう、ショーマ様、立ち上がって下さい！」

　その言葉と同時に、見学者の目の前……というよりも、足元に近い草の中で、何かもじゃもじゃしたものが、むくり、と起き上がった。

「うわっ！」

「驚おどろいた……こんな近くに潜ひそんでいたのか！」
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「全く気がつかなかった……」

　偽装用の布切れが縫い付けてある帽子を脱ぬいで、翔馬はにっこり笑ってみせた。

「偽装服の効果、いかがでしたでしょうか？　厳しい警けい戒かい線を潜くぐり抜ぬけ、敵の秘密を探さぐり出すには、最適の装備だと思いますが？」

　ミルス中将は、感かん嘆たんしたような表情でうなずいた。

「うむ、見事だった。わしは、この距きよ離りにショーマ殿が潜んでいることに、全く気づかなかった。この偽装服の効果は想像以上だ。直ちに被服係に命じ、偵察部隊の人数分用意させよう」

「ありがとうございます！」

　一礼した翔馬を見て、ミルス中将がしみじみと言った。

「ショーマ殿は、わしらが、こういうものだ、と思い込んでいる固定概がい念ねんをひっくり返すのが得意なのだな。視点を変える。思い込みを捨てる機転と応用こそが、問題打開の鍵かぎだ、ということを改めて教えられた気がする」

「いえ……俺にできることは、これくらいですから」

　翔馬がそう言って、頭を搔かいた……その時。

　峡谷砦の最前線に位置する出城の方から、ラッパの音が聞こえてきた。

「なんだ？　敵てき襲しゆうか？」

「いや、あのラッパは、警戒警報だ！　敵陣に動きがあったのかもしれん！」

「ついに来やがったか！」

　見学者たちがざわつくのと、城壁に設けられた腕うで木ぎ式信号機が、キリキリと音を立てて動き出すのは同時だった。

　見学していた将校が、信号の解読を始めた。

「敵に……動きあり……煙けむり見ゆ……」

「煙だと？　陸上戦せん艦かんが動き出したのか！」

「いや、モーントーン川の橋はまだ完成していないはずだ。川を渡ったとは考えられない！」

「そういえば、小型の蒸気機関車が何台かあったぞ？　あれじゃないか？　あれなら大きな渡わたし船ぶねを使えば川を渡れる！」

「小型の蒸気機関車を何に使うつもりだ？　あの大きさでは城門に体当たりしても壊こわすことはできんぞ？」

　将校たちの会話を聞いていた翔馬は、気がついた。

　──そうだ！　以前、北海道の博物館で俺が見たのは、蒸気トラクター……牽けん引いん車だった！　つまり、何かを牽引してここまで来た、ということだ！

　翔馬は叫さけんだ。

「蒸気機関車は、トラクターです！　おそらく投石機を牽引して来たのだと思われます！」

　翔馬の言葉を聞いたミルス中将がうなずいた。

「うむ、おそらくそうだろう。いよいよ王国を守る決戦の時が来たのだ！」

　居並ぶ将校を見回して、ミルス中将は言った。

「これより、峡谷砦は臨戦態勢に移行する！　信号手はラッパを吹ふけ！　峡谷砦の中央に、王国旗と戦せん闘とう旗を掲かかげよ！　各員は直ちに事前計画に従い配置に就つけ！　分かれ！」

　居合わせた将校たちは敬礼すると、一いつ斉せいに動き出した。

　後に残った翔馬のところに、瀬里奈とミルチが走り寄って来た。

「敵が来たんだね？」

「ああ、あの蒸気トラクターを持ち込んできたみたいだな……きっと投石機を運んできたんだと思う……」

「投石機には投石機だヨ！　こっちも今、一生懸けん命めい作ってるから！」

　ミルチの言葉を聞いた瀬里奈は目を丸くした。

「え？　もう作ってるの？　だって、クラフトの人たちが砦に着いたのって、今日の午前中だよ？　三日も自転車に乗ってたら、疲つかれてふらふらじゃないの？　平へい坦たんな道ばかりじゃないのに……」

「大だい丈じよう夫ぶだヨ、ゴーレムに手伝ってもらってるから、坂道だって楽ちんだヨ？」

「ゴーレム？」

「うん、これくらいの、ちっちゃいゴーレムを作って、それにペダルを回す時に手伝ってもらうんだヨ。坂道とかすごい楽ちんだヨ？」

　ミルチはそう言うと両手で高さ五十センチくらいの大きさを示した。

「そうか！　ゴーレムは、回転とかクランク回しとかの簡単な動きが出来るんだ！　小さくても、それなりのパワーを出せるなら、自転車をアシストするのは簡単なことかもしれない……そうか、魔道アシスト自転車か……こういうのもハイブリッドって言うのかな」

「はいぶりっど？」

「あ、いやなんでもない。ゴーレムのエネルギーがどれくらい持つのかわからないけど、もしかすると、ゴーレム動力で動くバイクとか車とか、作れそうだな……」

「うん、サフェダ爺じいちゃんと、里の人たちが集まって毎晩、わいわいやってるヨ。みんなすごく楽しそうだヨ。ショーマも一度遊びに来いヨ。みんな大だい歓かん迎げいだヨ！

　里とお城なら遠いけど、ここなら同じ砦とりでの中だもん、すぐだヨ！」

「わかった、顔を出すよ」

「約束だヨ！」

　ミルチはそう言って、嬉うれしそうに笑った。







　第六章　帝国の砲撃　CHAPTER SIX







　次の日。

　翔しよう馬まは早朝からサフェダ老を筆頭とするクラフトの一族たちと共に、投石機の組み立てを行っていた。

　材木で組んだ、翔馬の身長より少し高いくらいの本体からは、五メートルほどのアームが斜ななめ下に伸のびている。

「よーし、試運転じゃ！　ロックを外してアームを振ふるぞ！　危ないから離はなれろ！」

　サフェダ老がそう言って、ロープを引くと、ストッパーが外れ、石を詰つめ込んだ箱状のウェイトが、がたん！　と音を立てて勢い良く落ちた。

　ウェイトが、その勢いのまま、がくん！　とアームの付け根部分を下に引くと、アームはウェイトの動きにあわせるように起き上がり、ひゅん！　という風を切る音を立てながら大きく弧こを描えがくように立ち上がった。

「うむ、これくらいの勢いがあれば、結構遠くまで石を飛ばすことができそうじゃな」

「ウェイトはこれくらいでいい、ってことですね」

「うむ、あとは実際に石を飛ばして、試行錯さく誤ごして決めるしか無さそうじゃな」

　サフェダ老は、そう答えると、待機していたクラフトの職人たちに呼びかけた。

「よし、点検じゃ！　本体のシャフト周り、足場などに割れ目などが無いか良く確かめてくれ！　一応強度は計算の上で組み立ててあるが、大まかな数値だ。実際にどの程度木材が耐たえられるのか、それは現物を見なければわからんのだからな！」

「了りよう解かいです、長老！」

　職人たちは、口々にそう答えると、投石機にわらわらと取り付いて点検を始めた。

　それを見ていた、瀬せ里り奈ながつぶやいた。

「投石機って、思ったより小さいのね。あんなので威い力りよくはあるの？」

「あれは実物の二分の一サイズの模型さ。実戦用の投石機は、あの二倍の大きさがある。あれを作る時に、実戦用のサイズの材木も一いつ緒しよに切り出してあるから、模型で強度とかを確かめて、補強が必要な場所とかを確かく認にんしたら、実戦用の組み立てに入る予定なんだ」

「なんでそんなメンドクサイことするの？　ぶっつけ本番で実戦用を作っちゃった方が早いんじゃないの？」

「投石機を作るのは初めてだからな。組み立てて動かしてみないと、不具合とかがわからない。バラして組み立てて、を繰くり返すと考えれば、サイズが小さい方が簡単だ。

　模型で問題点を洗い出して、それを参考にして実戦用を組み立てれば、改修済みの製品版を量産できる、ってわけさ。急がば回れってこと」

「ふーん、そうなんだ……私が今まで何の気なしに使ってきた道具や機械も、こうやっていろんな人が、試行錯誤して作ってきたのかな？」

「そりゃそうさ。いきなり、何の問題も無い完かん璧ぺきな製品が生まれるわけがないよ。どんな品物だって、試作して、問題点を洗いなおして、試行錯誤して完成するんだ。

　俺たちは、その完全な製品化された品物しか見たことがないから、物事は一発で完璧に出来なくちゃならない、それが出来ないのはダメ人間だ、と思い込んじゃうけど、そんなことはないんだよな……」

「なんか……世の中って、私の知らないことだらけだなあ……翔馬は物知りだからいいけど……」

「俺だって、知らないことが一いつ杯ぱいあるさ。不安で仕方ない……不安だから知ろうとする。調べてわかると、その先にもっと知らないことが一杯あることに気がつく。だからまた、不安になって知ろうと思う……この繰り返しさ。きっとどこまで行っても終わらないんだろうけどね」

　翔馬がそう言って肩かたをすくめたとき。

　砦とりでの建物の中から、一人の兵士が走って来た。

「ショーマ殿どの！　フィラメント少しよう佐さがお呼びです！　昨夜放った偵てい察さつ部隊が、敵のシャシンを撮とって戻もどって来たので、直ちに会議室に来てくれ、とのことです！」

「成功したんですか！」

　驚おどろく翔馬を見て、兵士はにっこり笑った。

「はい！　あの偽ぎ装そう服の効果は素す晴ばらしく、かなり鮮せん明めいなシャシンが撮れたそうです！」

「わかりました！　すぐ行きます！」

「私も一緒に行っていい？」

「はい、フィラメント少佐から、瀬里奈様もお呼びするように下命されております。どうぞご一緒に！」

　兵士はそう言うと、一礼し、くるりと背を向けて歩き始めた。

　翔馬と瀬里奈は、お互たがいの顔を見合わせた後で、その後を追った。




　会議室には、すでに防衛部隊の総指令官であるミルス中将と各部署の責任者が集まっていた。

「遅おそくなりました、申し訳ありません！」

　会議室に足を踏ふみ入れた翔馬がそう言って一礼すると、ミルス中将は、あわてて顔の前で手を振った。

「いやいや、ショーマ殿は、投石機を作る仕事でお忙いそがしいのですから、気にしないで戴いただきたい。お呼び立てしたこちらが恐きよう縮しゆくします」

　フィラメント少佐が、テーブルの上に置かれたスマホを指差して言った。

「大急ぎで仕上げた偽装服を着て、昨晩出発した偵察部隊が、お借りしたスマホで、帝国軍の蒸気トラクターと、それが牽けん引いんしている兵器のようなものの写真を撮ってきました。先ほど、ショーマ様から教わったとおり映像を再生してみたのですが、兵器のようなものの正体が全くわかりません。ショーマ様なら、わかるのではないかと……」

「投石機ではないのですか？」

「はい、中庭でショーマ様が作っているものとは、明らかに違ちがいます」

「見せてもらっていいですか？」

「はい、どうぞ」

　フィラメント少佐の差し出したスマホを受け取って、フォルダを開いた翔馬は目を見開いた。

　写真は、少し離れた山の上から撮ったのだろう、やや俯ふ瞰かん気味の構図で、蒸気トラクターと、そいつが牽引している奇き妙みような機械が写っている。

「これが、その機械ですか？　これ以外には？」

「蒸気トラクターが牽引していたのは、それだけです。この機械の後ろには大きな木き桶おけを積んだ竜りゆう車しやと、山のように薪まきを積んだ竜車が何台も続いていたそうです」

「それは、きっと蒸気トラクターへ補給するための燃料と水でしょうね……」

　フィラメント少佐は、机の上に、地図を広げた。

「帝国軍の部隊は、ここから約五キロ離れた森の中に前進基地を作っております。敵戦力は蒸気トラクター二台、随ずい伴はんする戦力は、騎き兵へいおよそ一万、歩兵三万。その他ほか、補給部隊などを含ふくめて総戦力はおよそ五万と思われます。

　なお、この、五万と言う数字は、王国内に侵しん攻こうしてきた帝国軍の総戦力のおよそ五割と推定されます」

「帝国軍の総戦力の半数を投入してきたというわけか……」

「はい、前進基地を出しゆつ撃げき拠きよ点てんにして、そこから波状的に攻略部隊を出撃させ、こちらの疲ひ弊へいを誘さそう作戦と思われます」

「敵の攻撃方法がわかれば、対処する方法もあるかもしれませんな」

「敵の兵器をもう少し近くから撮った写真があれば、敵の兵器の正体がつかめるかもしれません」

　翔馬は、そう言うとサムネイル表示に切り替かえた。

　液えき晶しよう画面に並んだサムネイルの中から、トラクターとそれが牽引している兵器が大きめに写っているものを選び、拡大する。

　それは、実に奇妙な形をしていた。

　四輪の台車の上に、斜めに突つき出した黒い筒つつは、大たい砲ほうの砲身のようにも見える。その砲身の下には太いパイプの束が積まれている。

　大砲ならば、砲身はもっと肉厚で、がっちりしているはずだが、その筒は、薄うすく、どう見ても鉄のパイプのようにしか見えない。

　おそらく大砲のように大きな弾だん丸がんを飛ばすものなのだろうが、火薬を使うにしては構造が簡単すぎる。

「正体がわかりますか？」

　翔馬は素直に首を振った。

「申し訳ありません。わかりません。こんな兵器を見るのは初めてです」

「そうですか……」

　フィラメント少佐は、がっかりしたように肩を落とした。

「ショーマ様でさえ正体がつかめないとすると、お手上げですね……」

「申し訳ありません。でも、この形状から見ると、大砲のように砲弾を飛ばすものであるのは確かだと思います」

「つまり、これもまた投石機の一つだと？」

「はい、投石機はアームを振って遠心力で石を飛ばし、城じよう壁へきを破は壊かいします。俺の世界の大砲は、火薬を爆ばく発はつさせて砲弾を飛ばし、城壁を破壊します。この二つは外見が全く違いますし、飛ばす手段も違いますが、目的は同じです」

　翔馬の隣でスマホの画面を見ていたミルス中将がつぶやくように言った。

「我が砦の城壁……ということか」

　フィラメント少佐が、うなずいた。

「はい、城壁は完全だからこそ効果があります。どこか一点でも破られて敵の侵入を許した瞬しゆん間かんに、城壁のすべてが、その意味を失います。逆を言うならば、攻せめる側は城壁のどこか一点でも突とつ破ぱ出来れば、城壁の効果を無効に出来るわけです。

　我々が知っている方法は、巨きよ大だいなゴーレムを用いて城壁を破壊するものでしたが、これを防ぐ方法として、魔ま導どう師しの集団運用による飽ほう和わ抵てい抗こう魔法が有効であることが発見されてからは、城壁を破壊する方法は無い。と考えられてきました。

　もし、帝てい国こくが城壁を破壊する手段を手に入れているとすれば、我々は防衛計画を見直す必要があります」

「ううむ……」

　ミルス中将は腕うで組ぐみをして、大きく息を吐はいた後で、壁かべに掛かかっている峡きよう谷こく砦とりでの図面を見上げた。

「城壁の内側に配置した防衛部隊を、敵の攻こう勢せいの強い部分に振ふり向けることを考えて、城壁の内側には、部隊の左右への移動を阻そ害がいする物はなるべく配置しないようにしてきたのだが、このままだと、もし、城壁を破られてそこから敵の騎兵が突とつ入にゆうして来た場合、城壁内部に配置した兵力は、側面と正面からの攻撃を受けて、壊かい滅めつしてしまう可能性が高いな……」

　図面に近づいたミルス中将は、城壁の下に指をあて、そのまま真下にまっすぐ指を下ろした。

「このラインで、防壁を作る、というのはどうだ？　城壁の内部を大きく三つにブロック状にするのだ。これによって、もし、城壁が破られて敵兵に侵入を許しても、そのブロックの内部だけで済む。もし中央のブロックに敵が侵入しても左右のブロックから挟きよう撃げきすることが出来る。騎兵の突入を受けても支えることが出来るだろう」

　防衛部隊の指揮官らしい男が右手を挙げた。

「中将閣下のおっしゃることはわかります。しかし、その案を実現させるには、新たに城壁を建設せねばなりません。帝国軍の攻撃が明日あしたにでも始まろうというこのときに、到とう底てい間に合うとは思えません！」

「確かに君の言うとおりだ。だが、材木を組んだ柵さくのような簡単なものなら、さほど時間は掛かるまい。ようは突入してきた騎兵の行動を制限出来れば良いのだからな」

「なるほど、それならば、なんとかなるかもしれません」

　峡谷砦の図面を見ながら中将たちの会話を聞いていた翔馬は、あることに気がついた。

　──そう言えば、モーントーン砦にも、この峡谷砦にも、城壁はあるけど、塹ざん壕ごうが無いんだよな……俺の世界の歴史だと、塹壕は銃じゆう器きの性能が上がった南北戦争の頃ころに使われ始めた……というのを、なにかの本で読んだ覚えがあるけど、この世界には銃器が無いから、塹壕を使う必要が無かったのかもしれない。

　そうだ！　城壁の代わりに塹壕を掘ほるというのはどうだろう？　地面を掘るだけならば、材木を運んできて組み立てるよりも早い。

　翔馬は右手を挙げた。

「あの……よろしいでしょうか？」

　発言を求めた翔馬を見て、ミルス中将たちの顔色がぱっと明るくなった。

「おお、ショーマ殿！　何か良い方法が？」

「ええ、新たに城壁を作るという話ですが、材木で柵を作るだけでなく、塹壕を掘ってはいかがでしょう？」

　翔馬の言葉を聞いたミルス中将は、怪け訝げんな顔になった。

「ざんごう……とはどんなものでしょう？」

「やはりこの世界では、使われていないのですね……塹壕というのは、歩兵が身体からだを隠かくせるように、地面に掘る細長い溝みぞのことです。

　城壁として使うのなら、縦に掘るのではなく、斜ななめに地面を掘り下げるのです」

「地面を斜めに……ですか？」

「はい、城壁を作りたいところの両側を、深さ一メートルほど掘り下げ、掘って出た土を真ん中に積み上げるのです。こうすることで掘った分だけ地面が沈しずみ、さらに積み上げた分で高くなりますから、簡単に乗り越こえることができなくなります」

　フィラメント少佐が目を見開いた。

「そうか、一メートル掘るだけで、そこに一メートルの壁が出来たのと同じことになるのか！　そしてさらに土を積み上げればその分だけ壁は高くなるのですね？」

「はい、そうです。掘った土は布の袋ふくろに詰つめて積み上げれば、簡単には崩くずれません。この布の袋のことを、俺の世界では土ど囊のうと呼んでいます」

「土をただ盛るのではなく、袋詰めにして積み上げるというわけか、確かにそれならば、そう簡単には崩れまい」

「うむ、これならば用意するのは布の袋だけで良い。柵を作るよりも簡単だ」

　お互たがいの顔を見てうなずき合う部下を見て、ミルス中将が真顔で言った。

「いやはや、ショーマ殿どのの案は、実に単純でありながら実に有効だ。そしてどれもみな『なんで考え付かなかったのか』というものばかりだ。まさに知ち恵えの魔法使いだな」

「あ、いえ、塹壕とか土囊とか、こういうものは全部、俺の世界で、ごく普ふ通つうに使われているものなんです。俺は、ただ、それをこの世界に持ってきただけでして、別に俺が考え付いたわけじゃなくて、俺の世界の先人の知恵を借りているだけなんです」

　あわてて首を振った翔馬を見て、ミルス中将は笑った。

「なんと正直な……この世界にそれを知っている者はおらん、俺が思いついたものだ。俺を褒ほめ称たたえろ、と言っても、何の問題も無いというのに」

「ええ、まあ、そうなんですけど……なんというか、そういうのって後ろめたくないですか？　褒められても、あんまり嬉うれしくないというか……」

「そう思えるのは、ショーマ殿に矜きよう持じがある証しよう拠こですな。人の敬意とは、矜持に捧ささげられるべきものです」

「その辺のことは難しくて、あまりよくわかりませんけど……ありがとうございます」

「なに、礼を言うのはこっちの仕事だよ。ではフィラメント少しよう佐さ、早速作業計画を立ててくれ。数百人ごとに班を作り、輪番で動けば作業も早いだろう」

「了りよう解かいしました！」

　フィラメント少佐はそう言うとミルス中将に敬礼した。




　その日の午後三時過ぎ。

　翔馬たちは、フィラメント少佐と共に砦とりでの本丸の屋上に立って、兵士たちの陣じん地ち構築作業を見下ろしていた。

　第一城壁と第二城壁の間に広がるエリアに、数百人の兵士が群がり、塹壕を掘っている姿を見ていた瀬里奈が、小声でつぶやいた。

「子供の頃読んだ、ピラミッドの秘密、という本の挿さし絵えを思い出しちゃった……」

「人間の力だけを使って行う土木工事なんて、俺たちはもう、ほとんど見たこと無いものな……」

「土木工事とかはゴーレムを使ってやっているって話だったけど、使わないのかな？」

　後ろで控ひかえていたライナが答えた。

「巨大ゴーレムは、魔力を大量に消費するため、百人単位の魔導師が力を合わせなくてはなりませんし、動かすとしても、力押しで前に進む程度のことしかできません。大きな岩を動かすとか、倒たおれた大木を押しのける、などの作業にしか使えないのです。

　ああいった溝を掘るとか、掘った土を袋に入れるとか、そういう細かい作業には、ゴーレムは向いていないのです」

「そうなんだ……魔法って便利なようで不便だね」

「俺たちの世界は、なんだかんだ言っても、いろいろなことが便利にできるように、改良が重ねられているからなあ……たとえば、土を掘るパワーショベルなんかを見ても、すごく小さいヤツから超ちよう巨きよ大だいなヤツまで、用よう途とと場所に合わせて様々なサイズの機械が用意されているだろ？　ああいうのはやっぱり『あれば便利』『あったらいいな』と思った人がいて、『じゃあ作ってみよう』と思う人がいたから実用化されたんだと思うんだ。魔法が使えない分、工く夫ふうと努力でなんとかしようとした結果だろうね」

　瀬里奈は翔馬の方に振り向いた。

「ねえ、翔馬。魔法でなんとかしちゃう、というこの世界の考え方と、私たちの世界の創意工夫を組み合わせたら、もっと便利なものが色々作れそうな気がするんだけど……どうかな？」

「俺もそう思った……クラフトの人たちが作った小型ゴーレムでアシストする魔道アシスト自転車みたいなものが、もっと作れたら面おも白しろいかな？　ってね」

　翔馬がそう答えたとき、遠くの方を見ていたミルチがつぶやいた。

「敵の煙けむり……動かないよネ？」

「ああ、あれが動き始めたら、おそらく攻こう撃げき開始だ」

「……でも、なんか変だヨ？」

「変って……何が？」

　遠くで立ち昇のぼっている二つの煙をじっと見つめて、ミルチが言った。

「煙の勢いが強くなっているみたいだヨ？」

「なんだって？」

　翔馬は顔を上げて、森の中にある、五キロほど離はなれた帝国軍の拠きよ点てんから立ち昇っている煙を見た。

　ミルチの言うとおりだった。さっきまで気の抜ぬけたような煙しか立ち昇っていなかったのに、今は勢い良く灰色の煙を噴ふき上げている。

　──煙の勢いがいいということは、罐かまを焚たいて蒸気圧を上げている、ということだ！

　つまり……。

　翔馬は、砦の上にある見張り台を見て叫さけんだ。

「警報を出せ！　敵が動くぞ！」

　びっくりしたようにこっちを見下ろしている兵士に、翔馬は煙を指差した。

「煙の勢いが違ちがう！　敵は動くために蒸気圧を上げているんだ！　ラッパを吹ふけ！」

　見張り台の信号兵がラッパを口に当てて、非常ラッパを吹き始めた、そのとき。

　森の中で勢い良く噴き上がっているその煙に、大量の白い水蒸気が混じった。

　──あれは？

　翔馬がそう思うのと、空に黒い点のようなものが、ぽつん、と浮うかぶのは同時だった。

　その黒い点は、見る見るうちに大きく膨ふくれ上がり、そのまま目の前の第一城じよう壁へきの真ん中に立ててある見張りの矢倉に命中した。

　矢倉の材木が、裂さける音と共に弾はじけ飛び、ぐらり、と傾かたむいた。

　そのとき、煙の方角から、シュポォオオオン！　という炭酸飲料のビンの栓せんを抜いたような間の抜けた音がかすかに聞こえてきた。

　目の前で作業していた兵士たちが、凍こおりついたように動きを止めている。

　翔馬は、その兵士たちに向かって大声で叫んだ。

「敵の砲ほう撃げきが始まった！　退たい避ひしろ！」

　その声で、我に返ったのだろう、城壁の中に指揮官たちの怒ど号ごうと、兵士たちの叫び声が響ひびき渡わたり、現場は大混乱に陥おちいった。

「次が来るぞ！」

　見張り台の兵士の声に顔を上げた翔馬の目が、空中に浮かんだ点を捉とらえた。

　それは、くるくると回りながら飛来すると、第一城壁のすぐ内側に着ちやく弾だんし、盛大に土を撥はね上げた。

　──炸さく裂れつ弾だんじゃない。あれは城壁破は壊かい用の弾丸だ！

　発射音は聞こえなかった。火薬で撃うち出しているわけじゃない。

　……と、いうことは投石機か？　いや、敵の拠点から五キロはある。こんな飛ひ距きよ離りは、投石機じゃ無理だ。

　そのとき、再び、白い大量の水蒸気が煙に混ざり、炭酸飲料の栓を抜いた時のような、シュポォオオオン！　という音が聞こえてきた。

　──蒸気だ！

　あれは蒸気の音だ！　敵は、高圧の水蒸気で砲ほう弾だんを撃ち出しているんだ！

　俺が見た、あのスマホに映っていたのは……蒸気砲だったんだ！

　翔馬は、森の中に勢い良く立ち昇る煙と水蒸気を見つめて、立ち尽つくしていた。







　第七章　反撃　CHAPTER SEVEN







　帝てい国こく軍が蒸気で撃ち出した砲弾は、次々に峡きよう谷こく砦とりでの第一城壁の周囲に落下した。

　フィラメント少佐が叫んだ。

「ここは危険です！　瀬せ里り奈な様！　ミルチ嬢じようとライナ嬢を連れて建物の中に！　ショーマ様は、私と共に指揮室にお入り下さい！」

「指揮室？」

「はい、この見張り台の真下の部屋です！　敵の砲弾の直ちよく撃げきに耐たえられるかどうかはわかりませんが、この見張り台のような露ろ天てんよりはマシです！」

　瀬里奈が真顔で聞いた。

「そこからは、外が見えるんですか？」

「はい、指揮ができるように、この峡谷砦の第一城壁まで全体が見み渡わたせます」

「じゃあ、私もそこに行きます！　もし、敵が攻せめ込んできたら、私の魔ま法ほう攻こう撃げきで足止めします！」

　フィラメント少佐は一いつ瞬しゆん迷ったような表情を浮かべたが、すぐにうなずいた。

「わかりました、お願いします！」

　翔しよう馬またちは、見張り台を駆かけ下りると、そのまま砦の中に飛び込んだ。

　砦の中は、大混乱に陥っていた。

　最前線で塹ざん壕ごうを掘ほっていたのだろう、白い伝令の印を腕うでに巻いた泥どろまみれの兵士が廊ろう下かを走り回り、指揮室の手前の廊下に机を並べて作られた臨時の情報受付で、伝令が口頭で行っている報告を情報将校が情報用紙に書き写している。

「瀬里奈様と、ショーマ様をお連れしました！」

　指揮室に入ったフィラメント少佐が申告すると、壁かべ際ぎわの、少し高くなっている席に座っていたミルス中将が、立ち上がって手招きした。

「おお、瀬里奈様とショーマ殿どの！　こちらにどうぞ！」

　ミルス中将の隣となりに立った翔馬は、目の前のテーブル一いつ杯ぱいに広げられた峡谷砦の図面を見下ろした。

　その図面の上には、数字と兵士の絵が描えがかれた小さなメモ用紙のような紙が何枚も置かれている。おそらく部隊の番号と兵種を表現しているのだろう。

　その図面の向こうの壁面には、大きな窓があり、そこからは第一城壁から第二城壁、そしてこの本丸まで、峡谷砦の全体が見渡せた。

　窓の内側には、魔導師の印を首から提さげた兵士が四人、油断無い目で窓の外をにらんでいる。どうやら敵が撃ち込んでくる矢を逸そらせる魔法障壁を張っているのだろう。

　その魔導師の隣には、信号兵が立って、左右の出城と第一城壁の腕うで木ぎ式信号が送ってくる信号を解読し読み上げており、その内容を隣に立った通信兵が、報告用紙に書き取っている。

「第一城壁第三中隊長より報告……敵砲弾の回収成功……砲弾は石製……鉄の帯が巻かれていることが判明……回収した砲弾は司令部に搬はん送そう中……」

　信号を解読して読み上げる通信兵の言葉を聞いていたフィラメント少しよう佐さが、指揮室の右の隅すみにあるパイプオルガンのような、複雑なキーとレバーが並んだ機械の前に座っていた信号兵に言った。

「第一城壁指揮室宛あてに確受信号を打ち返し、さらに全体信号として、他ほかの部隊にも、敵砲弾の回収を試みるように指示しろ！」

「了りよう解かいしました！」

　信号兵が、そう答えてパイプオルガンのような機械についているキーやレバーをカチャカチャ動かし始めると、天てん井じようの上の方から、カタカタキリキリという聞き覚えのある音が聞こえて来た。

　──あれが腕木式信号機の操作盤ばんなのか……時間が出来たら、仕組みを教えてもらおう……今は敵の砲撃をどうしのぐか、の方が先決だ。

　翔馬は小さくうなずくと、フィラメント少佐に聞いた。

「敵の攻こう勢せいはどうなっていますか？　帝国の騎き兵へいや歩兵に動きはありますか？」

「いや、今のところ、全くありません。前線の各部隊には、警けい戒かいを緩ゆるめるな、敵に動きがあれば直ちに報告しろ、という指示を出しておりますが、今のところ報告もありません」

「もし帝国軍が突つっ込んできたら、特大の火球をお見み舞まいしてあげるわ。こんどは手加減無しよ」

　瀬里奈が息巻いたが、フィラメント少佐は小さく首を振ふった。

「いえ、敵の本体は来ない……攻撃は無いような気がします」

「敵が来ない？　これだけ砲弾を撃ち込んでいるのに？」

「これは敵の総攻撃ではない、と言うんですか？」

　フィラメント少佐は、テーブルの上にある峡谷砦の図面の右隅を指差した。

「ここに、時間と太陽の位置が表示されています。現在の時間は午後三時三十八分。日にち没ぼつまで四時間を切っています」

　翔馬は目を見開いた。

「そうか、総攻こう撃げきを仕し掛かけるなら、朝早く、日の出と同時に攻撃を仕掛けるはずですよね……この時間に砲撃で突とつ破ぱ口こうを開いて、そこに騎兵を突っ込ませても、すぐに日が沈しずみ停戦しなければならない……」

「そうです。本格的な攻撃にしては、砲撃を開始する時間が遅おそすぎるのです」

「じゃあ、この砲撃はなんのためなの？」

「見て下さい。敵の着弾位置を示します」

　フィラメント少佐が、図面を指差すと、図面の中に二十本近い旗が、ひょこん！　と立ち上がった。

　よく見ると、旗の一本一本が小さなアームで支えられている。きっとタペストリーで切り絵を動かしていたのと同じ、小さなゴーレムを動かす魔法で旗を動かしているのだろう。

　旗は、第一城壁の周囲だけでなく第二城壁のあたりから、砦とりでの本丸の近くまでバラバラに立っている。

「これが敵の砲弾の落下地点です。着弾の順番に番号が振ってあります」

　旗を見下ろした翔馬は、つぶやくように答えた。

「ばらつきが、ありすぎますね……」

「ええ、もし、敵の砲撃の目的が城じよう壁へき破壊なら、第一城壁の周辺に着弾が集中するはずです。しかし、見てのとおり、砲撃が始まってから、現在までの着弾地点は、バラバラです」

「あの蒸気砲の命中精度が悪いとは考えられませんか？」

「それもあるでしょうが、でも、どちらかというと、効果と射程を確かく認にんしながら撃っている、という感じです。つまり、今回の攻撃は、訓練を兼かねていると判断されます」

　フィラメント少佐がそう言ったとき、窓に張り付いていた観測員が叫さけんだ。

「水蒸気確認！　敵の発砲が始まりました！」

「砲弾確認！」

「警報を出せ！」

「着弾地点を確認し、報告しろ！」

　指揮室の中に、緊きん迫ぱくした声が飛び交かう。

「敵てき弾だんの目標確認！　北砦です！」

「なんだと？　出城を狙ねらってきたのか！」

　観測員の言葉を聞いたフィラメント少佐が、窓に駆け寄った。

　翔馬と瀬里奈も、思わずその後を追った。

　砦のあるアンダルム峡きよう谷こくは、東西に細長く延のびており、西に傾かたむいた黄色っぽい太陽が正面から峡谷を照らしている。

　蒸気砲ほうが撃ち出した砲ほう弾だんは逆光になって、良く見えない。

「この、太陽の位置も、敵の狙いだったのかもしれませんね。こっちからは砲弾が見えにくく、敵からは着弾位置が良くわかる……」

　右手を目の上にかざして太陽をさえぎりながら、瀬里奈が聞いた。

「敵はどこにいるの？　姿が見えないんだけど？」

「あの森の木のどこかに、観測員が登って、こっちを確認しているんだと思う……山なりに砲弾を飛ばすから、直接見なくても、観測員を置けば、着弾位置を修正できるからね……」

「敵の見張りしかいないのかあ……敵が見えたら、ここから最大級の火球を作って、思いっきりぶつけてやろうと思ったのに！」

　悔くやしそうに言った瀬里奈の言葉の意味に気づいた翔馬は、思わずうなずいた。

　──そうか！　敵が森の向こうから攻撃してきたのは、瀬里奈の目から蒸気砲を隠かくすためでもあるんだ！　魔法は目視できなければ使えない！　瀬里奈の反撃を受けずに攻撃するには、直接見えないところから、砲弾を撃うち込むしかない。でも、そういう攻撃は命中精度が悪い。何度も試射して砲のくせや、蒸気圧を組み合わせて、精度を高める必要があるんだ！

「何を納なつ得とくしてるのよ」

　怪け訝げんな顔をする瀬里奈を見て、翔馬は言った。

「この攻撃が、総攻撃じゃなくて、その準備だ、というフィラメント少佐の言葉が腑ふに落ちたのさ……そう考えて見れば、射しや撃げき間かん隔かくが空いているのも辻つじ褄つまが合う。

　何発かまとめて撃ったあと、着弾位置を確認して、蒸気圧を変えたり、大砲の角度を変えたりいろいろ試ためしているからなんだ」

　そのとき、観測員のうわずった声が聞こえた。

「北砦に敵弾命中！　直撃です！」

　見ると、北の山の斜しや面めんにある出城の建物から、土つち煙けむりが上がっていた。

　心なしか、屋根も傾いているように見える。

「損害は？　死傷者はいるのか？」

「まだ報告がありません！」

　指揮室にいた全員が、固かた唾ずを吞のんで北の出城を見つめていると、やがて、カタカタと腕木式信号機が動き始めた。

「報告が来ました！　敵砲ほう弾だん直ちよく撃げきす……砲弾は屋根を貫かん通つう……柱一本を折損し壁面を大破……二階部分に傾けい斜しや発生……死傷者無し！」

「死傷者が無くて幸いでした……」

　報告を聞いたフィラメント少佐が、ほっとしたような表情を浮うかべたそのとき、指揮室の入り口がざわついた。

　指揮室の中にいた人々の視線が入り口に集まると、入り口の方から声が聞こえた。

「回収した敵砲弾が届きました！」

　見ると、兵士が四人がかりで、担たん架かのようなものを持って部屋の中に入ってくるところだった。

「どんな砲弾なのか、見に行こうぜ！」

　瀬里奈は目を丸くした。

「ええっ？　それって不ふ発はつ弾だんでしょ？　危なくないの？」

「いや、砲弾と言っても、俺たちの世界のそれと違ちがって爆ばく発はつはしないよ。ただの石の塊かたまりさ」

「爆発しないのならいいけど……」

　瀬里奈はそう言いながら、翔馬の後をついてきた。

　指揮室に持ち込まれた敵の砲弾は、直径三十センチ、長さ五十センチほどの、先が尖とがった円柱形の石製で、鉄の帯が巻かれていた。

「この鉄の帯は、魔ま法ほうに対たい抗こうするためのものかな？」

「それもあるけど、砲身と弾だん丸がんの間の隙すき間まをパッキングみたいに塞ふさいで、撃ち出すときに蒸気が周りから抜ぬけないようにする目的もあるんじゃないかな？」

「爆発しないのに、一発で建物を傾けるってすごい威い力りよくね」

「要するに巨きよ大だいなハンマーみたいなものだからね。これだけ重くて固いものが空から放物線を描えがいて落下してくるわけだから、当たれば木造建築の柱をへし折るくらいは簡単さ。こうやって建物や城壁を破は壊かいして、突破口を作るのが大砲の目的なんだ」

「ふーん、すごいね、大砲って……でも、あの大砲をなんとかする方法はあるんでしょ？」

「え？」

　翔馬は言葉に詰つまった。

　気がつくと、指揮室が静まり返っていた。

　その場にいた守備隊の兵士や指揮官たちの全員が、じっと翔馬を見つめていた。

　──な、なんだ、この沈ちん黙もくは？　この、期待と不安に満ちた視線は！

　もしかして……俺、期待されてるのか？　あの大砲をなんとかする方法があると、みんな思ってるのか？

　──あるわけないだろうが！　こっちの投石機は、まだ試射すらやってないし、ましてや石を投げたって、敵の蒸気砲のところまで届きっこない！

　だが、翔馬の口は、胸の中の言葉と正反対の言葉を口にしていた。

「あるさ、そりゃあ……あるに決まってるじゃないか！」

　その言葉は、まるで瞬しゆん間かん解かい凍とうの呪じゆ文もんのように、指揮室の空気を変えた。

　その場に居合わせたすべての人間が、ほっとしたような表情を浮かべて動き始めた。

　──ああああ、言ってしまった！　どうする？　どうすりゃいいんだ？

　瀬里奈は、何か言いたそうな目で翔馬の顔をじっと見つめていたが、何も言わなかった。




　この日の午後三時過ぎから始まった帝てい国こく軍の砲ほう撃げきは、途と中ちゆう何度か間かん隔かくを空けながら、日没まで続いた。

　日没後に開かれた作戦会議は、フィラメント少しよう佐さによる報告と分ぶん析せきから始まった。

「帝国の砲撃は、午後三時三十分きっかりに始まり、途中何回かのインターバルを挟はさんで午後六時二十分の砲撃まで、延べ七十二回に及およびました。

　発射された七十二発の砲弾のうち、第一城壁外に着弾したのは三十二発。第一城壁内に着弾したのは四十発。うち、我が方の城壁、および出城などの構造物に命中したのは十七発でした。

　この数字から見ると、敵の命中率はかなり低く思われますが、今回の攻撃の敵弾の着弾位置を見ますと、敵は蒸気砲の照準のデータを取るために、条件を変えて発射していたのではないかと思われます。

　敵の蒸気砲の構造と性能ですが、これについては、蒸気機関についてお詳くわしいショーマ様にご説明願います」

　フィラメント少佐から話を振ふられた翔馬は、立ち上がって一礼した。

　──事前にフィラメント少佐から話があったから、何とか話せるけど、いきなり話を振られたら、パニックになっていたかもしれないな……。

　翔馬は胸の中でそんなことを考えながら話し始めた。

「この蒸気砲というのは、簡単に言ってしまえば蒸気の圧力で砲弾を飛ばす大砲のことです。実を言うと、俺の世界では、火薬を爆発させてそのガスの力で弾丸を飛ばす方法が一いつ般ぱん的で、蒸気砲は、ほとんど使われていません。

　偵てい察さつ部隊が写してきた写真を見せられたときに、正体がわからなかった理由は、そこにあります。

　なぜ、俺の世界で蒸気砲を使っていないかと言いますと、蒸気砲には、蒸気を発生させるボイラーと呼ばれる装置と、燃やす燃料、そして蒸気にするための水が大量に必要で、火薬に比べて手間が掛かかるからです。

　火薬は、こういった装置や燃料や水を必要としません。点火して爆発すれば、蒸気砲よりもはるかに強いエネルギーが生じ、弾丸を遠くまで飛ばすことが出来、ずっと簡単です。

　水を熱すると水蒸気が発生しますが、密閉した容器の中で水を熱し続けると、発生した水蒸気の圧力は、どんどん高くなって行きます。

　この圧力をシリンダーと呼ばれる筒つつの中に送り込み、ピストンを前後に動かす力に変えたのが蒸気機関であることは、以前説明しましたが、蒸気砲も原理は同じです。

　蒸気トラクターのボイラーで水を沸ふつ騰とうさせて蒸気を作り、その蒸気を溜ためて圧力を上げ、この圧力を砲身の中に送り込み、その力で弾丸を飛ばすわけです。

　俺の世界で使われていたＤ51型という蒸気機関車の蒸気の気圧は一センチ平方当たり十五キロで、帝国の蒸気トラクターは、俺の世界の蒸気機関車よりも構造が簡単なので、もう少し圧力が低いと思われますが、それでも重さ三十キロの石の弾丸を、およそ五キロ飛ばすことが可能です。

　蒸気砲が使用する高圧蒸気は、かなりの量で、一発撃つとボイラーの圧力が下がるため再び蒸気圧が上がるまで、時間が掛かります。そのため、敵は二門の蒸気砲で交こう互ごに発射する方法を取っています。

　蒸気砲の弱点は、先ほど言いましたとおり、水や燃料を大量に必要とするので簡単に、そこから動けない。一発撃つと蒸気圧が上がるまで撃てない……という点です。以上です」

　言い終わって、席に座った翔馬を見て守備隊の指揮官たちがざわめいた。

「なんだか、ずいぶんあっさりしているな……」

「蒸気砲をやっつける方法を聞かせてくれるのかと思っていたのだが……」

「いや、それは最後に言ってくれるんだろう。まだ帝国軍の騎き兵へいや歩兵の戦力や配置について報告がない」

「そうか……蒸気砲に目が行っていたが、考えてみれば、俺たちが相手にするのはそっちのほうだったな」

　ざわめく出席者の前に立ったフィラメント少佐が、小さく咳せき払ばらいをすると、私語はすぐに収まった。

「では、次に、私から敵の戦力と、その配置について、ご報告いたします。こちらの図面をご覧下さい……」

　図面を示して敵の騎兵や歩兵の戦力と位置を説明しているフィラメント少佐を眺ながめながら、翔馬は考え込んでいた。

　──どうすりゃいいんだ？　フィラメント少佐の説明が終わったら、次は俺の番だ。

　俺はここで、敵の蒸気砲をやっつける秘策を発表しなくちゃならない。

　でも……そんなものは無い。

　何も思いつかない。

　──本当に、どうすりゃいいんだ？　土下座して謝るしかないのか？　でも、謝ったって、どうにかなるものじゃない……。

　そのとき。隣となりに座っていた瀬里奈が、翔馬の服の裾すそを、くいっ、と引いて小声で話しかけてきた。

「ねえ……」

「なんだよ……」

「蒸気砲をやっつける方法……ホントにあるの？」

　翔馬は一いつ瞬しゆん迷ったが、すぐに腹を決めた。

　──瀬里奈にウソはつきたくない。ホントのことを言わなきゃダメだ。

　なぜ、瀬里奈には、ウソをつきたくないのか。その理由はわからなかった。ただ、なんとなく嫌いやだった。

「……実は……無い」

　瀬里奈は驚おどろかなかった。

「ふーん……やっぱりそうだったんだ……なんとなくそうじゃないかな？　と思ってたんだよね……」

「だって仕方ないじゃないか……ホントのことが言えるわけがない。あの、期待と不安に満ちた目で見つめられて『できません……』なんて言えるわけがないだろう？」

　翔馬の返事を聞いた瀬里奈は、小さくため息をついた。

「はあ……ホント、鈍どん感かんなくせして、変なところだけは空気読むのよねえ……」

「うるせえ、ほっとけ！」

「……ほっとけないよ」

　言い返した瀬里奈の目は本気だった。

「ほっとけない……って、言われても、お前に何かいいアイディアでもあるのか？」

「うん、あるよ」

「え？　それって……」

　……どんな方法？　と聞こうとして、翔馬は言葉を引っ込めた。

「……どうせ、魔法でどっかーん！　とか言うんだろう……言っておくが蒸気トラクターは鉄製だ。魔法は通用しないぞ？」

「そんなんじゃないわよ、翔馬を助けるもっといい方法よ。正直に話してくれたから、助けてあげる！」

　瀬里奈は、翔馬に向かって、にこっと微笑ほほえむと、報告を終えたフィラメント少佐を見て手を挙げた。

「私から提案があります！」

　フィラメント少佐は目を丸くした。

「提案？　瀬里奈様が、ですか？」

「そうよ、提案と言うより半分は命令かな？　この会議、ここで休きゆう憩けい入れてくれない？」

「休憩ですか？　始まったばかりですが……」

「わかってるわよそんなこと。ずっと一いつ緒しよだったんだから！

　私が言いたいのは、この会議に出席している人は、誰だれ一人として、晩ばん御ご飯はん食べていないじゃない、ってことよ！

　私の世界では『腹が減っては戦いくさは出来ぬ』ってコトワザがあるの。アイディアだって同じよ。ちゃんとご飯食べて、脳に糖分を送り込まないと、いいアイディアが出てこないのよ？　がっつり食事するんじゃなくて、お茶飲んで軽食をつまむぐらいの余よ裕ゆうが無いと勝てる戦も勝てないんじゃないの？」

　瀬里奈の言葉を聞いたミルス中将が笑いながら答えた。

「なるほど、瀬里奈様の言葉にも一理ある。実際、わしも腹が減っていたところだ。この中にいる者は、帝国の砲ほう撃げきが始まってから、全く休み無しで、茶の一いつ杯ぱいも飲んでおらんだろう。

　ここらで十五分ほど休憩を入れて、茶を飲んでスコーンの一つくらいつまもうではないか。気分を切り替かえるべきだとわしは思う……」

　ミルス中将はそこで言葉を切ると瀬里奈に向き直った。

「兵員の休養と補給を考えぬ指揮官は無能だ。わしもその無能な指揮官になるところだった。気づかせてくれてありがとうございます、瀬里奈様」

「あ、いえ、なんだかみんな余裕が無いみたいに見えたもので……」

「確かに、余裕が無かった。わしらが欲しかったのは一杯の茶がもたらす余裕だな」

　ミルス中将はそう言うとフィラメント少佐に向かって小さくうなずいた。

「了りよう解かいしました。ではこれより、十五分……いえ、二十分の休憩に入ります。控ひかえ室に茶さ菓かの用意をさせますので、しばらくお待ち下さい！」

　フィラメント少佐の言葉と共に、会議に出席していた指揮官たちが一いつ斉せいに立ち上がった。

「そう言われてみれば、腹が減ったな……」

「なんでもいいから、腹に入れたいぜ……菓子があるって言ったよな？」

「何か塩しお辛からいものはないかな？　干し肉とか、そういうの。俺はどうも甘いのは苦手だ」

「干し肉か……いいけど、酒が飲みたくなるな」

　がやがやと会議室を出て行く将校たちを見ながら、瀬里奈が言った。

「さあ、部屋に戻もどるわよ」

「え？　なんで部屋に？」

「みんなのいるところで、話ができないからよ！」

　瀬里奈はそう言うと、翔馬の腕うでをつかんで、歩き出した。




　瀬里奈が翔馬を引っ張って来たのは、瀬里奈の部屋だった。

　そこはミルス中将から割り当てられている上級士官用の個室で、従兵用の寝しん室しつや控え室もついている、広い部屋だった。

　部屋に入った瀬里奈は、ライナにお茶の用意を頼たのむと、そのままソファに座り込み、大きく息を吐はいた。

「さて、後は翔馬の番よ」

「え？　でも、さっき、瀬里奈は、私にいい考えがある……って」

「そうよ、だからその考えをやって見せたじゃない。翔馬がアイディアを考え付く時間を作ってあげたわ。文句あるの？」

「あ……ああ、そうかそういうことか……」

「何よ、何か不満なの？」

「いや、そうじゃない……感謝している……刑けいの執しつ行こうを先延ばしにしてくれただけなのかもしれないけど……」

「なによそれ！　そんな当て付け言うヒマがあったら考えなさいよ！　いい？　あんたのとりえは『思いつくこと』なのよ？　普ふ通つうの人では思いつかないことを『思いつく』、それがあんたの仕事よ！」
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「……そんな、締しめ切り前のマンガ家みたいなこと言われてもなあ……」

　瀬里奈の向かいに置かれたソファに座った翔馬は、そう答えると、ぼんやりと部屋の中を見回した。

「……お前、いい部屋もらってるんだなあ……」

「私はライナと一緒に暮らしているからね、ライナと二人部屋なのよ」

「ミルチは一緒じゃないんだ」

「うん、ミルチはクラフトの人たちと一緒よ」

「ふーん、そうか……やっぱり同じ一族同士で暮らしたほうが気き兼がねがないのかな？」

「ミルチはもともと気兼ねしないけどね」

「たしかにそうだ……」

「さて、と……何か冷たいものでも食べて頭冷やしたらどう？　ライナ、お願い」

「かしこまりました、クルムの果汁のシャーベットでよろしいですか？」

「それでいいわ、翔馬もそれでいいでしょ？」

「ああ、同じものでいいよ……って、そんなに簡単にシャーベットなんか作れるの？」

「あら、冷気魔ま法ほうで食器を冷やして、そこに果汁を入れてかき混ぜるだけですので、とても簡単ですわ？」

　にっこり笑って答えたライナを見て、翔馬は、かくん、と肩の力を抜いた。

「あ、ああ、そうかそうだよな。ははは、魔法が使えるんだものな。冷凍庫とか大おお仕じ掛かけなシロモノはいらないんだよな……」

「そうよ、魔法って便利なんだから！　それに、ライナの作るシャーベットは、ふわふわで、口の中ですぅっと溶けて、すごく美味おいしいのよ！」

「……なんでお前が自慢顔なんだよ」

「うるさいわね、細かいことを気にするんじゃないわよ、男らしくないわね！」

　怒る瀬里奈を見て、ギャレーに立ったライナが笑いながら言った。

「瀬里奈様の魔力は強過ぎるので、こういった調理魔法には向いていらっしゃらないのです」

　ライナの言葉を聞いた瀬里奈は不ふ機き嫌げんそうに言った。

「私が冷気魔法教わって、最初に作ろうとしたとき、冷やし過ぎて液体窒ちつ素そ作っちゃったのよ……」

　翔馬は目を見開いた。

「液体窒素？　お前、どれだけ冷やしたんだよ！」

「知らないわよ！　シャーベット作ろうと思ったら果汁が、かちんこちんに凍こおり付いて、スプーンも立たなくなっちゃったの。よく見たら容器の周りに水みたいのができていて、それが液体窒素だったってわけよ」

　ライナが、銀色のカップに入ったシャーベットを持ってくると、感心したように言った。

「冷気の魔法を極きわめると、空気すら液体になる、というのは言い伝えとして知られていましたが、まさかそれを、あっという間に作ってしまうとは思ってもおりませんでした。

　考えてみれば、瀬里奈様は火球の魔法をお使いになるのが得意ですから、熱をそれだけ精せい霊れい界から取り出しているわけで、その反動として冷気のエネルギーも溜たまっているのは当然のことです」

「精霊界？」

「はい、魔法のエネルギーを引き出す世界です。魔法を使う時、私たちはその世界とこの世界を繫つないで、エネルギーの道を作っているのだと言われています」

　翔馬はうなずいた。

「そうか……魔法のパワーをどこから持って来るんだろうとずっと考えていたけど、ちゃんとエネルギーの供給源があるんだな……」

「精霊界のエネルギーは、ほぼ無限と言われております。魔力とはその世界とこの世界とを繫ぐ力を言います。繫ぐ力が弱ければ取り出せるエネルギーは小さく、大きく繫ぐことができれば、瀬里奈様のようにケタ外れのパワーを生み出すことができるのです」

　そのとき、ミスリルのカップの中にあるシャーベットをスプーンでかき混ぜていた翔馬の脳内に、何かがひらめいた。

　──そうだ！　冷気だ！

　──ヤカンの水が冷めれば、なかなか沸ふつ騰とうしない。沸騰しなければ蒸気は出ない。

　もし。蒸気トラクターのボイラーの中の水や、水タンクに使っているあの大きな木き桶おけの水を凍こおらせることが出来れば、蒸気が作れないから、蒸気砲を無力化できる……。

　──いや、ダメだ。蒸気トラクターは鉄製だ、鉄には魔法は効かない。いくら冷気魔法を浴びせかけても、鉄は冷えない。

　でも……待てよ？　直接冷やすことは出来なくとも、魔法で冷えた空気が当たればどうなる？　直接冷やすんじゃなくて、間に、空気というワンクッションを入れて冷気を当てれば、鉄製のボイラーも冷えるんじゃないのか？

　翔馬は顔を上げた。

「ねえ、ライナさん！　聞きたいことがあるんだけど？」




　二十分の休憩を終えて、会議室に戻って来た翔馬の顔には、自信が満みち溢あふれていた。

　──行ける！　これならなんとかなる！　蒸気砲を無力化出来るかもしれない……。

　会議室の入り口まで来ると、そこに、サフェダ老とミルチが待っていた。

「やあショーマ！　投石機が五台出来たから、報告に来たヨ！　残りは今作ってる。明日あしたには十台並べて石を投げることが出来そうだヨ！」

「十台も？」

　驚く翔馬を見て、サフェダ老は笑った。

「流れ作業で並行して作っておったからな……規格統一のおかげじゃ！」

　サフェダ老の顔を見て、翔馬の脳のう裏りにもう一つのアイディアが浮うかんだ。

　──そうだ！　投石機が使えればそいつで液体窒ちつ素そを入れた壺つぼを投げつけることが出来るぞ！

　翔馬は、サフェダ老の手を握にぎった。

「お願いがあります！　投石機を使いたいんです！　会議に出席してください！」

「おお、投石機に付きっ切りだったので、会議に顔を出すのが遅おくれましたが、もとよりそのつもりですじゃ。我がクラフト一族の戦士も戦いに加わりますぞ！」

「お願いします！」

　翔馬はそう言うと、会議室の中に入った。




　再開された会議の冒ぼう頭とうで、翔馬が手を挙げた。

「いきなりで申し訳ありません！　ここで、俺の考えた蒸気砲を無力化する作戦をお伝えしたいと思います。これはあくまでもアイディアで、実用可能かどうかわかりません。

　問題点がいくつもあると思います。その問題点を指し摘てきしていただければ、と思います」

　会議室が一気にざわついた。

「やはり、ショーマ殿どのには作戦があったのだな」

「どのような作戦なのか、わからんが、おそらく意表をつくものに違ちがいない」

「魔法が通じない鉄の化け物に対たい抗こうできるのは、魔法の無い世界から来たショーマ殿だけだな……」

　翔馬は、出席者を見回してゆっくりと話しはじめた。

「モーントーン砦とりでの戦いでは、瀬里奈の作った火球が実に効果的でした。千度以上に熱せられた空気がプラズマになって降り注ぐ攻こう撃げきの前に、帝てい国こく軍は退たい却きやくを余よ儀ぎなくされました。

　今回はその逆の魔法を使います。冷気魔法です。

　蒸気砲のエネルギーの元は、水を沸騰させて生じる水蒸気です。水蒸気を作り出すためには熱が必要です。ボイラーと言うのは、いわば巨きよ大だいな湯ゆ沸わかしのヤカンのような物なのです。

　ヤカンが冷めてしまえば湯は沸きませんし、蒸気も発生しません。蒸気砲を無力化するには、ボイラーを冷やしてしまえばいいのです！」

　フィラメント少しよう佐さが、怪け訝げんな顔になった。

「確かにそれは有効でしょう、ですが、帝国の蒸気トラクターは鉄製だ。鉄に魔法は無効だ、いくら冷気魔法をぶつけても、温度は下がりませんよ？」

「確かに、直接冷気魔法をぶつけても効果はありません。でも、冷気魔法によってとことん冷えた空気を投げつければどうなりますか？」

「空気を投げつける？」

「はい、冷気魔法によって冷やすのは、空気だけです。鉄に直接魔法を掛かけるわけではありません。冷えた空気は液体になるのです」

「それは……知っていますがそれを作るには時間が掛かりませんか？」

「ええ、ですが、瀬里奈ならすぐに作れるのです……ライナさん、見せてあげて」

「かしこまりました」

　ライナはそう言って一礼すると、キルティングの手て袋ぶくろをはめて後ろに置いてあったティーセットを翔馬の前に持ってきて、カバーを取った。

　そこには、真っ白に霜しもが付いたティーカップがあった。カップの縁ふちからは、白い冷気が霧きりとなってあふれ出している。

「これが、瀬里奈が休憩時間の間に冷気魔法で作り出した液体窒素と呼ばれる、急激に冷した空気です。夜明けと同時に冷気を流し、この液体窒素を入れた壺を持った騎き兵へいが突とつ撃げきし、蒸気砲と蒸気トラクターに投げつけるのです。

　敵の蒸気トラクターは冷気の中で凍りつき、蒸気を発生出来なくなります。ボイラー内部の水を全部凍らせることが出来れば、凍って膨ぼう張ちようした氷の圧力で、ボイラーを破は裂れつさせることが出来ます。

　破裂したボイラーは、簡単に修理出来ません。蒸気砲が使えなければ、敵はこの峡きよう谷こく砦とりでを落とすことは出来ません。これが俺の立てた作戦です！」

　翔馬の話が終わると、会議室は一いつ斉せいにざわめいた。

「冷気魔法だと？　確かに効果はあるかもしれんな……」

「しかし、あんなに簡単に空気が液体になるまで冷やすことが出来るとは思わなかった」

「誰だれもそんなことは出来ん……というよりも、瀬里奈様でなければ無理だ」

「考えてみれば瀬里奈様は火球は作るが、冷気魔法はめったに使わぬ。マジックバランスを考えれば、熱を使った分、冷気も溜たまっていたのかもしれんな」

　やがて一人の将校が手を挙げた。

「そのアイディアは面おも白しろい、だが、問題がある！　この作戦は、冷気でボイラーを中の水まで完全に凍らせることが出来れば破は壊かい出来る、という話であって、確実に破壊出来るわけではないのだろう？

　中ちゆう途と半はん端ぱに凍らせても蒸気は出せないだろう。だが、それはあくまでも一時的なものではないのか？　敵が薪まきをガンガン燃やせば、氷も解けて、水になってしまう。そうなれば、もとの木もく阿あ弥みだ」

　さらにもう一人、騎兵の軍服を身につけた将校が手を挙げた。

「あと、もう一つ問題がある。冷気の中では走そう竜りゆうは動きが鈍にぶるのだ。最悪の場合走れないどころか、動けなくなってしまうのだ。

　敵てき陣じんまで突つっ込むことは出来ても、冷気を投げつけた後、戻もどってこられなくなる。騎兵の命は速度だ。その速度が出ないのでは、騎兵の意味が無い」

　翔馬はうなずいた。

「確かにおっしゃるとおり、敵のボイラーを完全に凍らせることが出来なくては、この作戦は成果が上がりません。敵の蒸気トラクターのボイラーには、どれくらい水が入っているのか、果たして凍らせたくらいで破裂するのか、それは全くわかりません。

　そういう意味でこの作戦は不確定要素が多すぎます。しかし、今のところ、これくらいしか方法がないのです。クラフトの方々が、投石機を作ってくれましたので、それを使って、液体窒素の入った壺を敵陣に投げ込み、敵が本ほん拠きよ地ちにしている窪くぼ地ち全体を冷気で包むという方法を併へい用ようし、少しでも気温を下げるしかないと思っています。

　それと……冷気の中では走竜が動けなくなる、という点ですが……これは困りました。投石機の射程が短いので、日の出と同時に突撃を敢かん行こうして、敵陣まで一気に突っ込むしかないと思っていたのですが……」

　そのとき、一人の将校が手を挙げた。

「ボイラーを凍らせる、という話だが。私は北部山さん岳がく部隊で面白い経験をしたことがある。

　水すい槽そうの水を芯しんまで凍らせるのは日々の寒さなのだ。つまりある日、いきなり、どん、と冷え込んでも水槽の水が全部凍ることは無い。氷は少しずつ凍って成長していくのだ。

　それを考えれば、いくらこの液体窒素とやらを投げつけても凍らせることは難しいのではないかな？」

　将校の言葉を聞いていたミルチが笑いながら言った。

「じゃあ、今から冷気魔ま法ほうで空気冷やしてやればいいじゃん。ここは谷だから冷たい空気は谷底に留とどまるし、帝国軍の陣じん地ちの方が低いし盆ぼん地ちだから、冷たい空気は全部そこに流れ込むし、効果抜ばつ群ぐんだと思うヨ？」

　フィラメント少佐はミルス総司令官を見た。

「戦闘は日の出から、日にち没ぼつまで、という禁きん忌きに触れることになりませんか？」

　ミルス総司令官はしばらく考え込んでいたが、やがてにやりと笑った。

「これは戦闘ではないな、禁忌には触ふれんだろう……夜食に冷製スープを作ろうと思って冷気魔法を使ったら、少々規模が大きすぎて、冷気があふれ出して敵陣にまで行ってしまった……ようなものだ。違うかね？」

　フィラメント少佐も同じような笑いを浮かべてうなずいた。

「いえ、そういうものかと思われます……」

　ミルス中将とフィラメント少佐の顔を見た瀬里奈が、ぽつり、と言った。

「あの二人……笑い方が、翔馬に似てきたわね……」

「同じようなことを考えていると、同じような顔になるのかもしれないな……」

　翔馬がそうつぶやいた時、隣となりに座っていたミルチが、翔馬の腕うでをツンツン、と突つついた。

「ねえねえ、その突撃に、クラフトの一族も参加したいって爺じいちゃんが言っているヨ」

「クラフトの一族が？　いや、だってクラフトには騎兵がいないし……」

　そこまで答えたとき、翔馬の脳内に何かがひらめいた。

「そうか！　あったぞ！　冷気に左右されない騎兵が！」




　夜明け前。

　東の空が明るくなるにつれて、峡谷砦の背後にある山の稜りよう線せんが黒く浮かび上がり始めていた。

　峡谷砦の一番外周の防ぼう壁へきである第一城壁の上では、ライナをはじめとする冷気魔法が使える魔ま導どう師しや、兵士たちが一列に並んで、一心不乱に冷気魔法を唱え続けていた。

『凍いてつきし大気の精せい霊れいよ、万ばん物ぶつの熱量を吸収し、すべての分子に安らかな静せい穏おんを与あたえ、よってこの地に冷気の真しん髄ずいをもたらせ……寒ブリ冷ザー氷ド・霧ミスト！』

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようが終わった魔導師の右手から、白い細かな氷の霧と、それに伴ともなう冷気が流れ出し、城壁を伝って地表に流れていく。

　第一城壁の外側には大気が冷やされてできた白い霧が広がり、その下に見える地面には季節外れの霜しも柱ばしらが立っている。

　帝国の陣地のある方角を眺ながめていた翔馬の横に、瀬里奈がやってきて、白い息を吐はきながらつぶやいた。

「この分だと、帝国の陣地は結構冷えてるよね……」

「あっちはここより低いからね。氷点下になっているかどうかはわからないけど……さっきから蒸気トラクターの煙けむりが細くなったり太くなったりしているのは、色々苦労している証しよう拠こだと思う……でも、あの煙が出ているってことは、ボイラーの中はまだお湯だ。直接攻撃するしかない」

「翔馬も行かなくちゃいけないわけ？」

「クラフトの人たちは、蒸気トラクターの構造を知らないからね、どこを攻撃すればいいのか、それを判断できるのは俺だけなんだ」

「大だい丈じよう夫ぶ？　また捕つかまったら今度は逃にげられないよ？」

「大丈夫、なんとかなるって……それより、お前こそ大丈夫か？　目の下にクマができてるぞ？」

「ずーっと冷気魔法で液体窒ちつ素そ作りっぱなしだからね、ちょっと疲つかれたわ……でも、ちゃんと四百リットルくらい作ったわよ。真空断熱の壺つぼの中に入れてあるわ」

「ポリタンク二十個分か……がんばったな。それにしても、真空断熱の壺なんか良く作れるよな」

「壺を二つ重ねて、間の空気を抜ぬいて結界の魔法で包むだけだから簡単よ？」

「液体窒素もそうだけど、そういうものを、手工業で作れてしまうから、テクノロジーが発達しなかったんだろうな、この世界は……」

　翔馬がそうつぶやいた時。

　伝令が小走りにやってきて、小声で言った。

「フィラメント少佐からの伝言です、『攻こう撃げき開始三十分前です、そろそろ配置についてください』とのことです」

「了りよう解かいした、と伝えてくれ」

「かしこまりました！」

　伝令兵はそう言うと一礼して去って行った。

「無理しないでね」

「無理はしないよ、安心しろ、クラフトの連中は強い、ちゃんと帰ってくるさ！」

　翔馬はそう言うと、瀬里奈と別れて、第一城壁の城門に向かった。




　日の出直前の時刻が一番冷え込むのは当然だが、この日の冷え方はまるで真冬のようだった。

　峡きよう谷こく砦とりで攻こう略りやくのために前進拠きよ点てんを構築し、二台の蒸気トラクターと新兵器である蒸気砲ほうを据すえつけ、攻撃の準備を整えていた帝てい国こく軍の兵士は、あまりの寒さに震ふるえ上がっていた。

「うへえ、寒い。なんだよこの気温、まるで真冬じゃねえか」

「山は冷えるって聞いたけど、こりゃあいくらなんでも寒すぎやしねえか？」

　前進基地の外周に建っている材木で作られた簡単な見張り台で警備についていた兵士が、足あし踏ぶみをしながらぼやいた。

「こんな寒いのに、早朝から総攻撃、なんて無理だろう？　走竜が動きゃしねえぞ？」

「ああ、さっき伝令が来た。総攻撃を三時間遅おくらせるって話だ。お日様が出て気温があがらないことには、なにもできねえからな」

「あーやべえ、ションベンしたくなった……冷えちまったんだな」

「どっかその辺でやってこいよ、朝早いから誰も見ちゃいねえ」

「そうだな、じゃ、失礼して……」

　守備兵の片割れがそう言って、そそくさと見張り台から降りて行った。

　後に残ったもう一人の守備兵は、あくびをしながら、東の山の稜線を見ていた。

「早く陽ひがのぼらねえかな……少しはあったかくなってくれるだろう……」

　そう、一人ごとをつぶやいた、そのとき。

　シュルルルルル！

　何かが降って来る音が聞こえ、それと同時に、前進拠点の東側で、パーン！　と何かが弾はじける音が聞こえた。

「な、なんだ？　何が降ってきたんだ？」

　辺りを見回した守備兵の目に映ったのは、四方八方に白く霧きりの帯を引いて飛び散るなにかの破片だった。

「な、なんだ、ありゃ？」

　それに答えるかのように、再びシュルルルルル！　という音と共に何かが飛来して、東側に張られた歩兵部隊の天幕のすぐ脇わきで弾けとんだ。

　中に入っていた何かを浴びた天幕が見る見るうちに白く凍こおっていく。

　あっけに取られている守備兵の耳に、何か音が聞こえて来た。

　それは、クラフトの一族の吹ふき鳴らす角笛の音と、まるで無数の鍋なべかフライパンを引きずりまわすような金属音が混じったガラガラというとてつもない轟ごう音おんだった。

「て……て……敵てき襲しゆう！　てきしゅぅううううっ！」

　守備兵はそう叫さけぶと、信号ラッパを口に当てて吹き始めた。

　総攻撃の時間が三時間後になった、と聞いて、装備を解き、休きゆう憩けいしていた帝国軍の兵士にとって、王国軍の攻撃は、完全な奇き襲しゆうとなった。

「敵襲だと？」

「それより、何だ、あの音は！　あんな音、聞いたことがないぞ！」

「敵だ！　音は敵の方角から聞こえてくる！」

「敵襲だ！　敵の攻撃だ！　配置につけ！」

　手に剣けんを持ったまま、転がるように天幕から飛び出した帝国軍の兵士が、峡きよう谷こく砦とりでを指差して叫んだ。

「見ろ！　なんだあれは！」

「金色に光っている！　速い！　飛ぶような速度で迫せまってくるぞ！」

「盾たてを構えろ！　阻そ止し線を張れ！」

「騎き兵へいだ！　騎兵を呼んで来い！」

　そのとき。

　辺りを揺ゆるがす轟音に負けないほどの、野太い声が沸わきあがった。

　それはクラフトの戦士が歌う戦バトル歌ソングだった。


『おお！　我らクラフト！　斧おのの戦士！

　おお！　我らクラフト！　鎚ハンマーの戦士！

　剣は要いらぬ、槍やりも要らぬ　斧と鎚これぞ武器！

　アダマンタイトの斧はすべてを叩たたき割り

　アダマンタイトの鎚はすべてを砕くだく！

　おお！　我らクラフト、斧の戦士！

　おお！　我らクラフト、鎚の戦士！』



　朝日を浴びて金色に光るミスリルの鎧よろいに身を固め、金色に光る自転車に乗った五百人のクラフトの戦士は、おうおうと雄おたけびを上げて斧を振ふりかざし、全く統制が取れぬ状態で、右往左往する帝国軍の歩兵の列に、正面から突つっ込んだ。

　どがっ！

　鈍にぶい音と共に数名の帝国兵が宙を舞まった。

「うわあああ！」

「ぎゃあ！」

　まさに質量の塊と化したクラフトの突撃を前にして悲鳴を上げて逃げ惑まどう帝国兵に目もくれず、自転車部隊は、速度を保ったまま、蒸気トラクターめがけて突き進む。

　蒸気トラクターの周囲には、厚い鎧に身を固めた重装歩兵が、阻止線を張っていた。

　それを見て、翔馬が叫んだ。

「フォーメーションＡ！　まず水を投げろ！　そして液体窒素だ！」

　クラフトの戦士が、背中に背負っていた青い壺にロープをかけた物を、ブンブン振ふり回して、重装歩兵に投げつけた。

　頭から水をかぶった重装歩兵に、後続のクラフトの戦士が赤い壺を投げつけた。

「うぎゃあ！」

「なんだこれは！」

「熱い！　いや、冷たい！　凍る！　凍っちまう！」

「脱ぬげ！　鎧を脱ぐんだ！」

「だめだ！　手が凍り付いて動けねえ！」

　鎧が凍り付いて、ダンゴ状に固まった重装歩兵をそのままにして、クラフトたちはさらに敵てき陣じんを奥深くまで突き進んだ。

「見えたぞ！　蒸気トラクターだ！」
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　目の前に、灰色の煙と白い蒸気を上げている黒い蒸気トラクターと、その向こうに天に向かって伸のびる蒸気砲の砲ほう身しんが見えた。

「行け！　破は壊かいするんだ！」

「手はずどおり、第二中隊は帝国軍の陣地の中を走り回り、青い壺と赤い壺を投げつけろ！　敵陣に混乱を引き起こすんだ！」

「承知した！」

　その声と共に、自転車に乗ったクラフト部隊の約半数が分かれ、帝国軍の陣地の中に向かって突進を開始した。

　クラフトたちは、一気に走り寄ると、液体窒素の入った、赤い壺を次々に投げつけた。

　壺は次々に割れて、辺りに中身を飛び散らせて行く。

　急激に温度が下がったため空気中の水分が白く霧きり状じように辺りに立ち込める中で、蒸気トラクターに乗り込んだクラフトの戦士たちが、薪まきの焚たき口から水の入った壺と、液体窒素の入った壺を投げ込んだ。

　ばしゅううううっ！

　真っ白な水蒸気が噴ふん出しゆつし、ボイラーの表面に白い霜しもがびっしりと付きはじめた。

「どうだ？　凍ったか？」

　サフェダ老が聞いてきた。

　翔馬は蒸気トラクターの運転席に飛び込んだ。

　焚き口の上の方についている、小さな縦型のガラスの水すい槽そうのような物を覗のぞき込む。それがボイラーの中の水の量を見る水量計だった。

　水量計の中の水は凍っていなかった。

「ダメだ！　冷やし方が足りない！　凍っていません！」

「くそ！　ダメだったか！」

　サフェダ老は忌いま々いましげに、手に持った斧で、ボイラーの側面を叩いた。

　ガツン！

　鈍い音と共に、斧が食い込んだ。

　それを見た翔馬は驚おどろいた。

「プラチナが鉄に食い込んだ？　そんな馬ば鹿かな！」

「ん？　こいつはアダマンタイトとの合金だからな、硬かたくて強いぞ。それに、なぜかしらんがこの鉄は硬いが脆もろそうだ」

「そうか！　液体窒素の影えい響きようで、脆くなっているんだ！　今の状態なら鉄を破れるかもしれない！　その斧でこいつに穴を開けてください！」

「よしわかった！　みなの衆！　分解じゃ！　叩き壊こわせ！」

「このパイプも何もかもぶち壊してしまえばいい！」

「おおお！　食い込む！　斧が食い込むぞ！」

　クラフトたちの振るう斧は、鋼鉄のボイラーの表面に食い込み、そしてついにその刃は分厚い鋼鉄製のボイラー本体にまで達した。

「うわ！　中の水が噴き出してきおった！」

「冷水になっておるが、凍らすのは無理じゃったようじゃな！」

「おお！　水の中からいくつも筒つつが出てきおったぞ、こいつがショーマ殿どのの言っていた煙えん管かんというやつじゃな！」

「壊せ壊せ！　ミランは壊すのは得意じゃろう？」

「そういうキリッジの親おや父じだって、ぶっ壊してばかりいるじゃないか！」

「お前ら二人の天職だな！」

　クラフトたちはそんなことを言いながら、がっつんがっつんと音を立てて斧とハンマーを振るい始めた。

　そして、三百人のクラフトたちが群がった二台の蒸気トラクターが鉄くずの山になるのに、五分とかからなかった。

「ようし！　これだけ壊せば充じゆう分ぶんじゃ、どうかな？　ショーマ殿」

「すげえ……原形がわからない……」

　翔馬の前にあったのは、鉄の筒とひん曲がった鉄の板、そして車輪だけだった。

　蒸気砲はと見ると、こちらは短く分解され、クラフトたちの何人かがそれをヒモでくくって、背負っている。

「どうするんですか？　そんなもの……」

「戦利品じゃ！　我が家に飾かざって、武ぶ勲くんの印とするんじゃ！」

　クラフトの戦士がそう言って笑ったとき、見張りをやっていたクラフトの若者が叫んだ。

「敵が戻もどってきました！　このままだと取り囲まれてしまいます！」

「よし！　角笛を吹け！　撤てつ収しゆうするぞ！」

　角笛の音が谷に木霊こだますると、砦とりでの方から角笛が返ってきた。

「よし！　撤収！　急いで逃にげるぞ！」

　クラフトたちは置いてあった自転車に駆かけ戻るとまたがり、ペダルをぐん！　と踏ふみ込んで次々に砦に向かって走り始めた。

　翔馬もミルチから借りた自転車にまたがり、ペダルを踏んだ。

　自転車は蹴け飛とばされたように進み始めた。

　──軽い！　これがゴーレムのアシストなのか！　本当に電動アシスト自転車に乗っているようだ！

　これで、タイヤがチューブ入りだったら言うことないんだけどな。

　芯しんまでゴムのソリッドタイヤが伝えてくる地面の凹おう凸とつはゴツゴツ、と言うよりも、ガンガン！　という感じでまるでタイヤの下から角材で殴なぐられているような感かん触しよくだった。

「急げ！　まもなく砦が煙えん幕まくを張ってくれる！　その煙けむりにまぎれて逃げるぞ！」

　翔馬の叫び声と同時に、砦の方から、何かがシュルシュルと白い煙の帯を引いて飛来してきた。

　それは、地面に当たるとはじけ飛び、辺りに白い煙を上げる小さな塊かたまりをいくつも撒まき散らした。

　松やにの燃える臭においが辺りに漂ただよう中を、翔馬たちは必死に自転車を漕こいだ。

　上り坂でも、全く速度が衰おとろえることなく、クラフトたちの乗った自転車の群れは、一本の線のように砦をめがけて街かい道どうを登っていく。

　追つい撃げきしようとした帝てい国こくの騎兵隊の目の前に砦の投石機が投げた煙えん幕まく弾だんが落下し、辺りに火のついた木炭を松やにの染しみ込んだ布で包んだ煙幕を飛び散らせ、煙と炎ほのおに怯おびえた走そう竜りゆうが棒立ちになって、乗っていた騎兵を振り落とした。

　第一城じよう壁へきの上に立って、そのようすを見ていたミルチが嬉うれしそうに叫んだ。

「どんぴしゃ！　続いて撃うって！」

「了りよう解かい！」

　第一城壁の後ろに並んだ十台の投石機が次々に煙幕弾を発射する。

　一台当たりの発射速度は遅おそいが、十台並ぶと、ほとんどつるべ打ちである。

　やがて、煙幕で覆おおわれた谷の中から、クラフトたちが乗った自転車の群れが姿を現した。

「うぉおおおおお！」

「やったぞ！」

「勝った！　勝ったぞ！」

　峡きよう谷こく砦とりでのあらゆるところから、兵士の歓かん声せいが響ひびき渡わたった。

　城壁の上で手を振る兵士たちに手を振りながら、翔馬はゆっくりと第一城壁の城門をくぐった。

　──何とか勝ったな。

　でも、正確に言うなら、これは危機を脱だつしただけだ。

　いわば本ボスの前の中ボスをやっつけただけ。

　橋が作られて、モーントーン川を陸上戦せん艦かんが渡れば、俺はあの化け物と戦わなくちゃならない。

　そこまで考えたとき、瀬里奈が走ってきて、翔馬の首にかじりついた！

「翔馬！　勝ったね！」

「ああ、勝った、これで当分帝国は攻せめて来られない……」

「すごいね！　翔馬は英えい雄ゆうだね！　やっぱりすごいよね！」

　顔をくしゃくしゃにして喜ぶ瀬里奈を見ながら、翔馬は思った。

　──でも、まあ、いいか、今はこの勝利を喜ぶとしよう……。

　押し寄せてきた守備隊の兵士たちに担かつぎ上げられて、わっしょいわっしょいと運ばれながら、翔馬はそんなことを考えていた。







　終章　EPILOGUE







「新たな異世界人が、また一人か……」

「はい、その者のために、虎とらの子の蒸気機関車と蒸気砲ほうを二門失いました……」

「聞いた話ではまだ若いそうだな」

「はい、年のころは十七～八歳という話です。このような得体の知れない物を山のように持ち込んできたそうでして……」

「ふむ……」

　報告を受けていたその男は、小さくうなずくと、目の前のテーブルに近づいた。

　テーブルの上には、翔しよう馬まの持っていたサバイバルグッズが並べられていた。

　男はその中のポケットライトを手に取ると、スイッチを入れた。

　部屋の中を明るく照らし出したライトを見て、男は感かん嘆たんしたような声を上げた。

「これは……電気だな」

「でんき……と申しますと？」

「うむ、私のいた世界では子供だましのカラクリでしかなかったが……これを見ると、もっと洗練されていることがわかる。

　もしかすると、その男は、電気文明の発達した世界から来たのかもしれんな……」

「いかがいたしましょうか？」

「ん？　どうもせんよ、帝国の方針に変わりは無い。無知な連中と違ちがって、少々厄やつ介かいだ、というだけのことだ。陸上戦艦の渡と河かを急がせろ」

「はっ！」

　頭を下げた部下に向かって、その男は思いついたように付け足した。

「次の戦いには、私も赴おもむく」

「皇帝陛下が御おんみずから……ですか？」

　男は、ゆっくりとうなずいた。

「ああ、その異世界人とやらに一いつ矢し報むくいてやらんとな……やられっぱなしでは、少々割に合わん」

「かしこまりました！」

　その男……帝国皇帝はＬＥＤライトを弄もてあそびながら、不敵な微び笑しようを浮うかべていた。







　あとがき




『召喚主マスターは家ストレ出イ・キ猫ヤツト　②魔ま法ほうじかけの電でん撃げき作戦』いかがでしたでしょうか？

　この物語世界では、帝てい国こくの秘密兵器として「蒸気機関」が登場します。

　蒸気機関と聞くと、誰だれもが、黒い煙けむりを吐はいて線路の上を走る蒸気機関車を思い浮うかべるでしょう。

　蒸気機関車は現代では、もはやほとんど使われておりません。日本では、技術遺産として保存され、観光イベント用に走っているものだけで、産業を支える実用品としての蒸気機関車は、もはや過去の物となってしまいました。

　そもそも蒸気機関で走る車が作られたのは今から二百年以上昔の西せい暦れき一八〇四年、イギリスでリチャード・トレビシックという人が、蒸気機関で人を乗せて自走する車両を作ったのが最初となります。

　この車両は、鉄の車輪で地面の上を自走するもので、レールの上を走るものではありませんでした。

　蒸気機関車というのは、巨きよ大だいな湯ゆ沸わかし器のようなもので、あの円えん筒とう形のボディの中には水が満たされています。

　重い自分の車体を動かすだけでなく、さらに荷物や人間を運ぶとなれば、強力な蒸気が必要になります。それを発生させるには、もっと大きなボイラーが必要となり、必然的に重量は増加します。

　重たく、そして大きくなった蒸気機関車を安定して走らせるには、専用の道路、鉄製のレールの上を走らせるのが一番合理的でした。

　当時の鉄道は、馬が貨車や客車を牽ひく馬車鉄道が主流でしたが、馬を飼育するための飼い葉や人手に経費が掛かかるのに比べると、蒸気機関車の燃料である石炭は、はるかに安価だったことから、鉄道の経営者は、馬の代わりに蒸気機関車を導入するのに積極的でした。

　こうして、蒸気機関車は鉄道と共に発達して行ったわけです。

　道路を走る蒸気機関車は、その大きさと重さがネックとなって、発展しませんでした。小型の蒸気乗用車なども作られてはいたのですが、常に水を補給し、火を焚たきつづけなくてはならないという扱あつかいの難しさから、軽量で扱いの簡単なガソリンエンジンが発明されると、それに代わられて姿を消していきました。

　しかし、初期のガソリンエンジンは非力で、重量物を牽けん引いんしたり、動かしたりすることができませんでしたので、そういう力仕事は、まだまだ蒸気機関車の仕事で、蒸気で動くトラクターは、強力なディーゼルエンジンのトラクターが登場するまで、現役で使われ続けておりました。

　作中で翔しよう馬まも言げん及きゆうしておりますが、この陸上を走る蒸気機関車の実物が、北海道の富良野にある「土の館」という博物館に展示されています。

　もし、北海道に行く機会があれば、ぜひ一度ご覧になっていただき、「ああ、翔馬の相手は、こいつだったんだ」と思っていただければ幸いです。

　蒸気機関が作られていたのは十九世紀の初期ですから、現代のような電気モーターで動く旋せん盤ばんやドリルといった工作機械はありません。この時代の工作機械はせいぜい水車の力で動く水力旋盤などの簡単な構造のものだけで、ほとんど手作りで鉄を削けずったり、鍛たん造ぞうしたりして部品を作り、蒸気機関車を作っていたわけです。

『召喚主は家出猫』の作品世界には「クラフト」と呼ばれる職人の一族が登場しますが、彼らは工作に長たけた有能な職人たちです。

　魔法が使えない鉄製の機械でも、金属加工のスキルがあれば、蒸気機関を作ることは可能だったのだと思われます。

　ちょっとネタバレになりますが、種明かしをすると、敵の大ボスである帝てい国こく皇こう帝ていは、十九世紀のイギリスのような、蒸気機関によって産業革命が起こった世界から、魔法の世界に召しよう喚かんされてきた異世界人という設定になっております。

　中世のレベルのテクノロジーしか持っていなかった魔法世界の住民の前に、鉄と蒸気でパワーを生み出す蒸気機関を持ち込み、世界を支配しようとする帝国皇帝と、平成日本のサバイバルオタクの翔馬との戦いは、まだしばらく続きます。

　巨大な陸上戦せん艦かんとどう戦うのか、魔法の世界を舞ぶ台たいにした冒ぼう険けん活劇をどうぞお楽しみに。




　最後になりましたが、今回も素す晴ばらしいイラストを描えがいてくれた唯ゆいさんには、お礼の言葉もありません。

　読んでいただいた皆みな様さまの脳内に、生き生きと動き回る瀬せ里り奈なやミルチ、そして翔馬を思い浮かべることができたとすれば、それはすべて唯さんのおかげです。

　色々迷めい惑わくをお掛けした担当編集者の上うえ野の君に、心からの感謝の言葉を添そえて、あとがきを終わらせたいと思います。





（横よこ須す賀か鎮ちん守じゆ府ふのドーダイ提てい督とくこと）　鷹たか見み一かず幸ゆき　　
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